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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その日、体調不良を理由に会社を休んだ。

　こんな恥はずべき理由で休むなど自身の社会人生活で初めてのことだったので、俺はとても落ち着かないというか、不正を働いているような気まずさでいっぱいだった。

「……ねえ拓たく務む、私に何かして欲しいことある？」

　枕まくら元もとに座っている美少女が、甘い声で囁ささやく。

　無理を通して会社に行こうとする俺を引き止め、こうして布ふ団とんの中に軟なん禁きんしている張本人。彼女のことは、『シノ』と呼ぶように言われている。苗みよう字じは訊きいたことがない。

「……そしたらシノさん、俺のノートパソコンを返してください……」

「それで何する気？」

「もちろん、少しでも仕事を……」

「ダメ！」

　シノさんが、きゅっと眉まゆを険けわしくする。

「せっかく会社を休んだのに、家で仕事なんてしたら意味ないじゃないの！」

「でも、シノさん」

「でもじゃないの！　シノゴノ言わずに、あんたは私に甘えてればいーの！」

　シノさんは体調不良で満足に動けない俺を嬉うれしそうに睥へい睨げいすると、果物ナイフを取りだしてリンゴをショリショリと剝むき始はじめる。

「……ふふふ、ようやく……ようやくそれっぽいことができるわ……人を甘やかすだけでここまで苦労するなんて、怠たい惰だの道も簡単じゃないわね……」

「何か言いました？」

「ううん、何も？」

　疲つかれ切きった表情を浮かべ、ブツブツ呟つぶやきながらリンゴと格かく闘とうしていたシノさんは、すぐにパッと満面の笑みに戻もどる。

「ねえ、拓務。誰かにこうやって看病されたこともないんじゃない？」

「ありませんね」

「嬉うれしい？」

　正直を言うと、他人を頼たよるということに慣れていない俺は、いまの状況に強い戸と惑まどいを感じてしまっていた。

　自分でやるべきことを他人にやられる。これほど落ち着かないことがあろうか？

　自分の身体を、自分自身で管理できていない感覚と言えばいいのか。右腕が突然意に反して動きだしたら不気味だと思う。もちろんそれは誇こ張ちよう表現になるけれども。

「嬉うれしい？」

　シノさんが同じ言葉を繰くり返かえす。

　──彼女はナイフを持っている。

「……嬉うれしいです」

「よかった。あんたがその気なら、ずっとこういう生活を続けてもいいんだからね？　わざわざ外に働きに行って苦しい思いをしなくても、私が養ってあげるんだから」

「いや、それはちょっと……」

「はい拓務、あーん」

　口を半開きにしたシノさんが、つまようじに刺さしたリンゴを俺の口元に近づけてくる。

　拒こばむ理由もなく、俺はリンゴにかじりついた。実に含ふくまれた甘みと水気がじゅわりと口に広がり、心なしか身体の不快な火ほ照てりが収まった気がする。

「おいしい？」

　シノさんは俺の頭を撫なで、まるで小さな子どもをあやすかのような態度でそう訊たずねてくる。

「……おいしいです」

「よかった」

「おかげで、身体がだいぶ復調してきた気がします」

「待って。それは気のせいよ」

「別のリンゴをくれたらもっと回復するかもしれません」

「そんなにおいしかった？　そしたら、もう一個ね。はい、あ～……」

「いえ、そっちじゃなく」

　俺は手でシノさんを制して言った。

「俺のノートパソコンを返してください。欠けたリンゴのマークがあるやつです」

「くっそお！　リンゴなんて剝むくんじゃなかったわ！」

　シノさんは頭をかきむしりながら、ヒステリックに叫さけんだ。

「せめて風邪かぜのときくらい甘えなさいよお！　あんたのしたいことなら、私が何だってやってあげるんだから！」

「だったら……」

「仕事がやりたいってこと以外でね！」

　流石さすがに付き合いがそれなりになってくると、こちらの考えも見み透すかされてしまうらしい。言おうとしたことを先回りされてしまい、俺はひどく閉口してしまった。

「……ねえ、拓務。人間は生きるために働くの。働くために生きてるんじゃないの」

「それはわかってます」

「わかってないわよ、このワーカホリック！　社しや畜ちく！　ブラック企業の飼い犬！」

「やりがいがあるんですよ。シノさんにも、きっと理解していただけると思います」

「できるわけないでしょ！」

「でも、シノさんは『仕事で』俺を怠たい惰だな人間にしようとしているわけですよね？」

　俺がそう言うと、シノさんはうっと詰つまった。それから、何やら気まずそうに頰ほおを染めてぷいとそっぽを向く。

「べ、別に私がやってるのは仕事じゃないしぃ……」

「羨うらやましいです。いまもこうしてシノさんは労働に励はげんでいる。俺をダラクさせるのがシノさんの仕事ですからね。一方の俺は、仕事を取り上げられて寝ていることしかできない……」

「屁へ理り屈くつをこねたってダメ！」

「でも、シノさん」

「でもじゃないの！」

　シノさんは顔を真っ赤にして叫さけんだ。

「シノゴノ言わずに、あんたは私に甘えてればいーの！」

　もはや彼女の口くち癖ぐせになっているこの言葉を聞くのは、いったい何度目になるだろう。

　話は少し前にさかのぼる……。
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「堂どう道みちさん、私、マジでもう無理かもしれないです……」

　いつもどおりの終電だった。

　会社を出てからずっと深刻な顔をしていた後こう輩はいの宮みや本もとが、開口一番にそう言った。

「無理？　何が無理なんだ？」

「仕事が」

「仕事が」

　それがずいぶんと意外な言葉に思えて、俺はオウム返しに宮本と同じことを口にしてしまっていた。

「ひょっとしていま組んでるやつ、納期に間に合わなさそうなのか」

「いえ、そういう意味じゃなくってですね……」

　宮本は歯切れが悪かった。いつもはもっとハツラツとしているというのに。いったいどうしたというのだ。

「毎日毎日こういう生活、もう無理って言ってるんです……」

「こういう生活？」

「いま終電ですよ。昨日も終電で帰りました。その前もそうです」

「そうだな」

　俺は相あい槌づちを打って、宮本の言葉を待った。

　……。

「え」

「え」

　しばらくしてから、お互たがいに意表を突かれたように二人して驚おどろき合あう。

「『そうだな』、で終わりですか？」

「いや、宮本こそ何か言いたいことがあるんじゃないのか？」

「だから私はいま、毎日終電で帰るような労働環かん境きようの過か酷こくさを訴うつたえたじゃないですか！」

「ああ、そういうこと……」

　終電で帰ることができる分だけ、ウチの会社はずいぶんとマシになった方なのだが。しかしそんなもっと過か酷こくだった時期を宮本は知らない。

「そういうこと、じゃないですよ！　堂道さんはいまの状況、何もおかしいと思わないんですか！　私、入社してから上の人間に『忙いそがしいのはいまだけだから……』って言われ続けてもう二年ですよ！　ずっと我が慢まんしてきましたけど、もう限界です！」

　宮本は大声を出した。

　終電と言っても、周りにはかなりの人がいる。週末ということもあるし、俺たちと同じような立場の人間が、社会には多くいるということだろう。

　俺はあまり人の目を引くことが好きではないので、猛たける宮本を抑おさえようと必死になった。

「……あまり大きな声出すなよ。話聞いてやるから、次の駅でいったん電車降りよう。な？」

「これ終電だから、もう電車ないじゃないですか！」

「あ、そうか」

「ああ、もう！　調子狂くるうなあ……」

　げっそりとやつれきった顔で、宮本は下を向いた。

　光の加減のせいもあったのかもしれない、そのときの彼女の顔が年ねん齢れいよりも遥はるかに年老いて見えて、俺はぎょっとしてしまった。

　宮本は新卒で入って今年で二年目。電車の方向が同じということもあって、他の社員よりは世間話をする方なので、彼女の身の上についてはわりと知っている。

　大学ではラクロスをしていて、そのころには男よりも、後こう輩はいの女の子にモテていたとか。ＩＴ系の大手ならこの先もくいっぱぐれることはないだろうと考えて、俺たちの会社に就職しようと思ったとか。まあ、そんなことはいまどうでもいいことだが。

　確か浪人も留年もしていないと言っていたはずなので、宮本は二十三とか四とかそこらへんだろう。

　まだまだ若手と呼ばれる年齢。しかしいま俺の目の前にいる女性からは、いわゆる若さやバイタリティというものが感じられず、あまりにもくたびれ果てているような気がした。

「……堂道さんはしんどくないんですか？」

　どこか恨うらみがましい目つきで、宮本が俺に問いかける。

「しんどいよ」

　俺は精せい一いつ杯ぱいしんどそうな顔をして、そう答えた。

　実際のところ、しんどさなど感じていなかった。仕事をして苦しいと感じたことは一度もない。世間やメディアが振ふりまく「仕事」＝「つらいこと」というイメージにも、疑問を持っているほどである。

　だが、人間は共感の生き物だ。宮本が現状を「しんどい」と思っている以上、俺もそう言ってやる方が、話をしやすいだろうと思ったわけだ。

　案の定、宮本の表情が少し緩ゆるんだ。それどころか、彼女は俺を心配するような気配さえ見せた。そう、もともと宮本は気配りのできるいいやつなのだ。体育会系の部活でそれを身につけたに違ちがいない、と俺は密ひそかに思っていた。

「堂道さんって、確か私の三つ上でしたよね？　もう私よりも三年も長くあんなブラック企業で社しや畜ちくをやってるわけですか」

「そういうことになるかな」

「転職とか考えないんですか？　堂道さんなら、他の会社行っても余よ裕ゆうで通用するでしょ」

「買いかぶり過ぎだろ」

　俺は、はははと誤ご魔ま化かすように笑った。笑ってから、笑っている場合ではないと思い直した。

「いまは俺じゃなくて、宮本の話だろ」

「そうですけど」

「仕事がしんどくて、どうしたいんだ」

　半ば強引に話を戻もどすと、宮本は途と端たんに押おし黙だまってしまった。

　会話の相手が沈ちん黙もくしてしまったので、しばらく俺は終電に揺ゆられながら、周りの喧けん騒そうと、線路と車輪の奏かなでるゴトンゴトンという音を聞いていた。

「……辞やめようかなって」

　宮本は、意を決した様子で口を開いた。

「もうきつくて身体も限界ですし……環かん境きようもずっと変わらないっぽいので、決断は早い方がいいかなって……」

「次に行くとこは決めてるのか」

「それはその……まだですけど……」

「まだ。そうか」

　言いながら俺が眉まゆをひそめると、宮本は気まずそうに目を逸そらした。

「でもまあ、限界なら仕方ないんじゃないか。無理して病んで手て遅おくれになるよりは、仕事を辞やめてゆっくりした方がいいと思うしな」

　と、いうのが世せ間けん一般の考え方なのだと思う。だから、そう言う。

「自分の将来にかかわることだし、よく考えて決めたらいいんじゃないか。別にそれで俺たちがどうこう言うことはないし」

「……本当に？」

「もちろん。ただ、仮に考え直してみて、やっぱり将来が不安で転職活動をしてからの方がいいって思うなら、そうしてみてもいいと思うし。俺が宮本の仕事、ちょっと分けてもらえるように上にも頼たのむしさ。早めに上がれるようにして、余った時間で転職活動をするっていうのも一つの手だと思う」

　これはわりと、俺の価値観からの言葉だった。次の仕事が決まらずにいまの仕事を辞やめるなんて、とても考えられないからだ。

「いや、それは無理でしょ？　堂道さんもいっぱいいっぱいじゃないですか……」

　そんなことはない、と思った。まだ捻ねん出しゆつできる時間はある。俺の人生において、まだまだ無む駄だは多い。作ろうと思えば、時間はいくらでも作れるものだ。

「俺の心配はいいんだって。お前の三年先せん輩ぱいなわけだしさ」

「いや、そういうレベルを超こえた問題だと思いますけど……」

「とにかく週明けに、一緒に上に話そう、な」

「いや、やっぱりそれはちょっと……なんだか、私が仕事押し付けたくて相談したみたいになりますし……」

「だから俺の心配はいいんだって」

　それから俺は、仕事を渡わたし渋しぶる宮本の説得に労力を割さくことになった。

　仕事が無理、しんどいと言うくせにやけに強ごう情じようを張るので、俺の方もだんだんとイライラし始めてきたとき、宮本の降りる駅に着いてしまった。

「……他の方法を考えてみます。やっぱり堂道さんがこれ以上仕事を受け持つのはおかしいですし」

「考え直せ、宮本！　しんどいんだろ！　お前はただ俺に仕事を回せばいいんだ！」

「私、クソみたいなブラック企業に入ったことを後こう悔かいしてましたけど、唯ゆい一いつよかったのが堂道さんみたいな先せん輩ぱいに恵めぐまれたことです。ホントありがとうございますっ！」

　何か勘かん違ちがいでもしたのか、宮本は涙なみだぐんでいた。

「あっ、おい」

　宮本はまだ言げん質ちを取っていないと必死になる俺を振ふり払はらい、電車を降りてしまう。

　そして電車が動きだし、俺から彼女の姿が見えなくなるまで、ずっとその場で頭を下げ続けていた。
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　最も寄より駅えきで降り、途と中ちゆうのコンビニで余りものの弁当を買う。そして一人暮らしのアパートに着いたときは、午前一時をゆうに回っていた。

　いつものことだ。これから遅い晩飯を食べて、風ふ呂ろに入って寝るだけ。

　就しゆう寝しん時間は二時半ころで、起き床しようは六時半。四時間も眠れば人間の身体は動く。

　暦こよみ上じよう、明日は土曜日で「休日」だったけれども、持ち帰った仕事があるので手て持もち無ぶ沙さ汰たになることはない。

　俺は明日の朝一番で、宮本の件について上司に連絡を入れておこうと思っていた。

　辞やめたいとか、そういうことを考えているのを報告するわけではない。そうではなくて、あいつの担当業務が俺に割わり振ふられるようにする根回しである。

　そんなことを思いながら、自室のあるフロアに足を踏ふみ入いれたときだった。




　──部屋の前に人がいる。




　そのことに気がついて、ぎょっとする。そして大きな違い和わ感かんを覚える。

　そりゃあアパートには俺だけが住んでいるわけでもないし、これまでだって他の住人に会ったことはある。ただ、いまは時間も時間なわけだ。

　とはいえ、そんなことよりも俺の違い和わ感かんを大きくしたのは、その人がまだあどけなさの残る少女然としていることだった。

　長い髪を金色に染め、頭の両サイドでくくっている。俗ぞくにいうツインテールというやつである。

　顔立ちはずいぶんと整っていると思う。テレビを見る機会はめっきり減ってしまったものの、その画面の向こうで活かつ躍やくするアイドルとか、そういう存在だと言われても納なつ得とくしてしまうような一種の気品があった。

　彼女は退たい屈くつそうな顔のままスマホをいじり、俺の部屋の扉とびらにもたれかかっている。

「あの」

「ひゃっ」

　話しかけると、彼女はビクリと身体を震ふるわせてこちらを見つめた。

「何かご用ですか。そこ、ぼくの部屋なんですけど」

「用……？　用！　そ、そうだわ、大事な用があって！」

　彼女はあたふたしながら、足元に視線を落とす。

　そこには四角い包みが置いてあった。

「こ、これ！　引っ越しそばです！　どうぞ！」

「引っ越しそば？」

　ぐいと押し付けるようにして差しだされた包みを、まじまじと眺ながめる。

「私、今日このアパートに引っ越してきたんです。あなたの隣となりの部屋に」

　言いながら、彼女は隣となりの部屋の扉とびらを指差した。

「ああ、そう言えば管理人さんが何日か前に、新入居者がいるっていう伝言をメモで残してくれてたような気がしますね」

「そう！　そうでしょ？　それが私！」

　彼女はほっとしたような顔をしたのち、にっこりと微笑ほほえんだ。それから、俺の部屋のネームプレートをちらりと一いち瞥べつする。

「私、シノっていいます。よき隣りん人じんとして、どうぞよろしくお願いしますね、堂道さん」

「はあ」
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　いまどき引っ越しに際して、近所に引っ越しそばを配る人がいるのか。終ついの住いのマイホームとかならまだしも、単なる借しやく家やで。

　若いのに、しっかりしている娘さんだなあ、とか思いつつも、髪の毛の色で少し引っかかった。あまり真面目そうな髪色をしていないけどなあ、と。

　まあ、偏へん見けんはよくない。

「わざわざ引っ越しの挨あい拶さつをするために、こんな真夜中まで待っていたんですか」

「そうですよ。え、ひょっとして何かおかしいですか？」

　いやおかしいでしょ、そりゃあ。

「別に挨あい拶さつくらい、明日でもよかったのに。いや、もう日付変わっちゃったから今日か……」

「今日でいいんだったら、いまでもいいじゃないですか」

　きょとんと不思議そうな顔をするシノさん。

　……何だろう、いまいち会話が嚙かみ合あっていない気がする。

　もしかすると、あまり関わり合いになるのはよろしくないタイプの人かもしれない。俺は話を早めに切り上げようとして、頭をペコリと下げた。

「まあ、その……ありがとうございました。そば、ありがたくいただきますね……」

「ええ、どうぞどうぞ！」

　にっこりと笑って、半身だけ横にずれるシノさん。その距きよ離り感かんに、またちょっと違い和わ感かんを覚えた。もっと離はなれてくれないものだろうか。この状態で扉とびらを開けると、普ふ通つうに部屋の中を覗のぞかれてしまう。別に見られて困るものはなかったものの、他人に生せい活かつ圏けんを見られるのは心理的な抵てい抗こうがあった。

「そしたら、失礼しますね……」

　俺は再度ペコリと頭を下げて、シノさんの視線を遮さえぎるようにして扉とびらと彼女の間に身体を割り込ませると、ポケットから部屋の鍵かぎを取りだした。

　鍵かぎ穴あなに鍵かぎを挿さして回したとき、背後で声が響ひびく。

「実はそのそば、手打ちなんですよ～」

「はあ!?」

　え、まだ会話を続けるのか!?

　こっちは明らかに会話を打ち切る空気出してなかった？

「キッチン貸してくれたら私が全部用意の方もやりますけど、どうします？」

「い、いえ。結構です」

　俺は振ふり返かえり、少し語気を強めて言った。何を言っているんだこの人は……？　しかし、シノさんはにこにこしたままそこから動こうとしない。

「そしたら、私が堂道さんの作ったそばを食べることになるんですね！　わあ、男の人の料理って初めてだから新しん鮮せん！」

「あの、さっきから何の話をしてるんです……？」

「ですから、引っ越しそばを一緒に食べるんですよ」

「食べませんよ。何言っているんですか」

「え」

　目を丸くして固まるシノさん。

　え、じゃなくて……。まさか、いまから俺の家に上がる気でいたのか？

「引っ越しそばって、贈った相手と一緒に食べるものって教わりましたけど……」

「そんな文化は知りません。いや、昔はそうだったのかもしれませんけど、いまはそんなことしないでしょう」

　そもそも、引っ越しそば自体が下火だと思うし。

　そのときになって、俺は彼女のやたら整った顔立ちや金色の髪に意識を向けた。

　もしかしたら、彼女は純じゆん粋すいな日本人ではなく、日本の文化を知らないのかもしれない。いや、そうに違ちがいない。ここまで彼女から感じた「ずれ」のようなものも、それで全て説明できるような気がした。

　ただ、納なつ得とくができても、それで問題が解決するわけではない。こちらの常識が通用しない相手ということがわかっただけだし。

　俺が怪け訝げんな目を向けると、シノさんは途と端たんにおろおろし始めた。

「でも、とりあえず家に入れてくれないと……」

「はあ？」

「ああ、違ちがった！　実はそのそば、特別なやつで！　ゆで方を間ま違ちがえるとそれはもう大変なことになるんです！　私以外扱あつかえない代しろ物ものっていうか！」

　何だか、さっきと言っていることが違ちがう気がする。

　俺は彼女がここまで食い下がる意図がわからず、早々に会話を打ち切ろうと思った。いや、最初からそうしようと思っているのだが。

「……とにかく、今日はもう遅いですし失礼しますね。ここで話しているのも、近所迷めい惑わくになってしまいますし」

「そ、そうですか？」

「おやすみなさい」

　少しきつめにそう言うと、俺はシノさんをフロアに残して自室に入った。

　一いつ瞬しゆん、日本文化を知らないだけの相手に、かわいそうなことをしたかな？　と思った。

　彼女の生まれ育った社会では、隣りん人じんとはフレンドリーに接するものなのかもしれない。ただ、こちらにもこちらの生活があるわけで。

　まあ、これ以上のことを考えるのは無む駄だだろう。これだけぞんざいな対応をされれば、よほど鈍にぶいか、あるいは強メンタルの持ち主でない限り、今後こちらに接せつ触しよくしようなどと考えることはないはずだからだ。

　俺はすぐに気持ちを切きり換かえると、引っ越しそばの包みをテーブルに置き、遅い晩飯としてコンビニ弁当の方をもそもそ食べ始めた。
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　翌日、俺は六時半に目覚めると、さっそく会社から持ち帰った仕事に取り組んでいた。

　うちの会社は三年ほど前に一度労ろう基きに入られたことがあり、そのときに組まれた業務改善計画によって休日出勤が厳しくなってしまった。

　俺からすれば余計なことをしやがって、という話だが、基本的にパソコンさえあればできる業務であることが幸いし、このように休日に働く方法などいくらでもある。

　そんなことを考えながら九時を迎むかえ、そろそろ朝飯を調達しにコンビニに行こうと部屋を出たときだった。




　──俺の部屋の前でスマホをいじるシノさんを見つけて仰ぎよう天てんした。




「う、うわあ!?」

「あ、堂道さん！　おはようございます！」

　シノさんはパッと満面の笑みになると、スマホをホットパンツのポケットにしまった。すらりとしたふとももがまぶしい。

「そ、そんなとこで何してるんです……？」

「え、別に何もしてませんよ？」

　何もしてないのが不自然だから聞いたんだけどな。ぼうっとしながらスマホをいじるくらい、自分の部屋でできるわけで。

　……いや、待て。早はや合が点てんはいけない。もしかしたら家庭がわけありで、部屋にいづらいとかそんな感じかもしれない。そう考えてみると、奇き行こうと思えた彼女の昨夜の行こう為いにも、ちょっとだけ筋が通る気がしないでもない。

「……こちらには、ご家族と一緒に越されてきたんですか？」

「いえ、私一人ですけど」

　だったらおかしいだろ。部屋にいなさいよ。

　ますますよくわからない人だ。

　俺はやっぱりこの人と関わってはいけない気がして、軽く会え釈しやくをしてから、そっと彼女の前を通り過ぎようとした。

「あ！　堂道さん、どこ行くんです？」

　へえ、話しかけてくるんだあ。

「え……いえ、ちょっとコンビニに……」

「わあ、偶ぐう然ぜん！　私もちょうどコンビニに行こうと思ってたんです！　一緒に行きましょ！」

　わざとらしさ満まん載さいで、シノさんはパンと手を打ち鳴らす。

「……あの、もしかしてですけど、俺が出てくるのを張ってたとかそういうのじゃないですよね……？」

「ち、違ちがいますよお！　ええ、なんでそういう風に思うんですかあ？」

　シノさんはすっと目を逸そらして言う。

「コンビニに行こうと外に出て、ちょっとスマホいじってたら堂道さんが出てきたんですよお、あはは……」

「……そうですか」

「と、とにかく、行き先は一緒！　行きましょ！」

　俺はまだ少し心に引っかかるものを感じていたけれども、強く否定するのも悪いと思って彼女の言葉に従うことにした。

「堂道さんって、普ふ段だん何のお仕事をされてるんですか？」

　アパートの階段を下りていると、後ろからシノさんがそんなことを訊きいてきた。

「まあ、いわゆるＩＴ系というやつですかね」

「すごーい！　ＩＴ系ってことは、パソコンとかに詳くわしい感じ？」

「そんなに詳くわしい方ではないですよ。並よりは触さわれる、って程度で──」

「──実はいま、パソコンのネット接続でわからないことがあってえ！」

　シノさんは、食い気味に言葉を被かぶせてきた。まるでこうなることがわかっていたかのような、シミュレーションでもしていたかのようなスムーズさ。

　思わず後ろを振ふり返かえる。

「そのう、詳くわしい人がいたら心強いなあ……なんて」

「普ふ通つうに業者さんを呼んだ方がいいですよ。ＩＴ系って言っても、俺は通信とかの専門じゃないので」

「でも、これも何か縁えんだし！　ご近所付き合いをかねて、是ぜ非ひ、堂道さんにお願いしたいです！　人助けと思って、なんとかネットの接続をやってくれませんか！」

　階段の数段上から、ぐいと顔を寄せてくるシノさん。

「いや、さっきご自分で言ってましたけど、シノさんって一人暮らしなんでしょ？」

「そうだけど」

「じゃあ男を上げちゃまずいでしょ」

「どうして？」

　どうしてって、そりゃあんた……。

　からかわれているのかと思ったが、目の前のシノさんの表情は真しん剣けんそのもので、冗じよう談だんを言っているようには見えない。

　うーむ、これも異文化育ちがなせる業わざなのか……。

「まあ、ネットの接続くらいならいいですけど……」

「──やった！」

　俺が頷うなずくや否いなや、その場で大きくガッツポーズを取るシノさん。

「大げさですよ」

「いえ、いえ！　いまの時代ネット環かん境きようがないと何もできませんからね！　明らかな死活問題であって、それを取り除いてくれた堂道さんは、私にとって命の恩人と言っても過言ではないわけ！」

「過言でしょ」

「そう言えば、あのそばってもう食べた？」

　にこにこと笑いながら、シノさんは話題を転てん換かんした。何だか、いつの間にか口調も馴なれ馴なれしくなっているような気がする。

「え、まだですけど」

「そしたら堂道さんがネット接続してくれてる間、私がそば作るわね。一緒に食べましょ」

　意地でもあのそばを一緒に食べたいのか。

　なんともマイペースな人だ。強引、と言ってもいい。

「シノさんってどこの出身なんですか？」

　ついに俺は、彼女に対してずっと疑問に思っていたことを訊たずねた。

「えっ……あー……そ、その、どこだと思う？」

「日本ではないですよね？　日本語は上手ですけど」

「な、なんでそう思うわけ？　え、私って変……？」

　言いながら、シノさんはペタペタと自分の顔を触さわった。

「変ってわけじゃありませんけど、日本にまだ慣れていないようでしたから。留学でこっちにきたとかですか？」

「──そ、そうなの！　実はそれ！　留学ってやつなのよ！」

　これ幸いといった様子で、シノさんが俺の言葉に頷うなずく。

　なるほど、留学生か。

　やはり彼女は異文化育ちだったのだ。これは日本のイメージを損そこなわないよう、心持ち寛かん大だいな態度で接してやらねばなるまい。

「ちょっと変なこと言うかもしれないけど、日本に不慣れだから許して、あはは……」

「日本語は異様に上手いですね。イントネーションも完かん璧ぺきですよ」

「べ、勉強したからね！　私、エリートだから！」

「勤勉なのはいいことです。シノさんは学生ですか」

「アカデミーは卒業してるわ。首席でね！」

　言いながら、シノさんはふふん、と胸を張る。

　キャミソールに包まれた大きな胸がゆっさりと揺ゆれた。

　そのときになって気がついたが、彼女はかなりプロポーションがよかった。なるほど、こういうところも日本人離ばなれしている。

「あ、でも勤勉ってわけじゃないの。どっちかっていうと、『怠たい惰だ』を愛する女だから」

「自分でそういうことを言う人は珍めずらしいですね。まあ、日本では、という意味ですけど」

「あくせく働くなんて馬ば鹿からしいと思うわ。堂道さんも、そう思わない？」

「思いませんね」

　即そく答とうすると、シノさんは意味深な目つきで、じろじろと俺を見つめてきた。

「何か？」

「ううん、別に。あ、これは仮にの話だけど……もし宝くじとかで十億円くらい当たって、今後の生活を送るのに十分な金銭的余よ裕ゆうができたら、堂道さんはいまの仕事辞やめる？」

「辞やめませんよ。そもそも俺、宝くじなんて買いませんし」

「宝くじはたとえばの話だってば！　だからその……もしすっごく優やさしい人が現れて、あなたを一生甘やかしてあげるって言ったりしたら……？」

「人の心なんてすぐ移り変わるものですからね。そうなったときに備えて、自分自身でしっかりと生活基き盤ばんを持っておかないと」

「結婚してくれるって言ったら？　その人の財産が、法的に半分堂道さんのものになるわけ！」

「その人にふさわしい男になれるよう、必死に働きますかね」

「……くっ……やはり手て強ごわいわね……でもこういう堅かた物ぶつの甘やかし方だってちゃーんとあるんだから……」

　彼女は何やら小声でごにょごにょと呟つぶやいた。

「え？　何か言いました？」

「ううん、何でもないわ！　ほら、早く行きましょ！」

　言いながら、シノさんは俺の手を握にぎった。

　やっぱり海外の人はスキンシップが積極的なんだなあ、とか、きっとこういうことは向こうでは日にち常じよう茶さ飯はん事じなんだろうなあ、などと思いながらシノさんを見ると、なぜか彼女は頰ほおをほんのりと赤くしていた。
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　コンビニで軽食を買ってアパートに戻もどると、昨晩ゆうべ渡されたそばを持ってシノさんの部屋に通された。

　若い女性が一人暮らしの部屋に男を入れるのが、一般的に日本では危険視されていることを説明しようと思ったものの、いまはややこしくなりそうなのでやめておく。

　別にこっちにそういう気はないので、用事が終わってから、帰りにでもそれとなく伝えればいいだろう、と思った。

　そんなことよりも、シノさんの部屋を見て、俺はおやっと意外に思うことがあった。もっと直接的に、驚おどろいた、と言ってもいい。

「昨日引っ越してきたにしては、もうこんなに片付いているんですね」

　引っ越しの直後なので山積みだろうと思っていたダンボールはなく、シノさんの部屋はすでに異常なほど整然としていたのだ。

「私、家事全ぜん般ぱんは得意なの。徹てつ底てい的てきに勉強したから。掃除は初等部からずっと５だったわ」

「家事を勉強したんですか？」

「そうよ？　え、堂道さんはアカデミーで勉強しなかった？」

「しませんよ、そんなこと」

「噓うそ、そしたらはたきの使い方とかモップ掛かけのコツとかどうやって身につけるの？」

「身につけてないですね、そういう技術は」

　するとシノさんはポカンと口を半開きにして、幽ゆう霊れいでも見るような目で俺を見た。それから、大おお慌あわての様相ではたきを持ってくると、半ば強引に俺の手に握にぎらせる。

「ちょ、ちょっとはたいてみて！」

「え……？」

「いいから！」

　そんなことを言われても、はたきなんて使ったことがない。俺が適当に近くの壁かべをはたきでポンポンと叩たたくと、それを見ていたシノさんの顔がさっと青ざめた。

「ストップストップ！　な、何やってるのよお！　それじゃ掃除どころか、埃ほこりを散らすだけでしょ！」

「え、でもはたきってそういうものでは……？」

「違ちがうわよ！　いい？　はたきっていうのは、こうやって──」

　と、妙みようなポーズを取ったところで、シノさんはピタリと止まった。

「そうだわ！　せっかくだし、堂道さんの部屋で実演してあげる！　それがいい！　ね、そう思うでしょ？」

「ええ……？」

「ネット接続の設定してもらうお返しよ！　お部屋をピッカピカにしてあげる！　世の中、持ちつ持たれつってやつじゃない！」

　急に日本的なことを言われて困こん惑わくする。

「いや、でも俺はお返しが欲しくてやるわけじゃありませんから。それに掃除くらい自分でできます」

「絶対できてなーい！　いまのはたきの使い方を見たら、間ま違ちがいなくそう言えるわ！　堂道さんは、『掃除』と思っていた別の何かをこれまでずっとやっていたのよ！」

　語気を強めたシノさんにぐいと詰つめ寄よられ、俺は同じ分だけのけ反ぞってしまった。

「ま、まあその話はパソコンの設定をやってからでいいでしょう……」

「決まりね！　ああ、どんな部屋なのかしら？　腕がなるわ……」

　こちらはいいと言った覚えはないのに、シノさんはすっかり俺の部屋を掃除する気になっているようだった。

　キラキラと瞳ひとみを輝かがやかせる彼女を見て、俺はこの人相当な異文化で生きてきたらしいぞ、と面食らった。海外では、家事を学校で学ぶのか。

　困こん惑わくしっぱなしの俺を尻しり目めに、シノさんは途と端たんに上じよう機き嫌げんになって、脇わきにあるデスクトップパソコンの電源を点つける。

「はい、そしたらこれ、お願いできる？」

「ええ、わかりました」

「じゃあ私、おそばの用意をするから」

「そう言えば俺、さっきコンビニで朝飯を買ってきたんですけど」

「ああ、さっきは朝ご飯を買いに行ってたの？　レジ別だったから見てなかったわね……何を買ったの？」

　そう問われ、そのまま彼女の部屋に持ってきたままになっていたビニール袋から、惣そう菜ざい入りのパンを取りだす。

　途と端たんにシノさんの顔が、またさっと青ざめた。

「そ、それ何……？」

「何って、パンですけど」

「ちょっと見せて……」

「？　いいですよ」

　むしり取るようにして俺の手からパンを受け取ったシノさんは、裏の成分表を見てから、大げさなほどよろよろとよろめいた。

「噓うそでしょ……」

「何がです？」

「あの店、こんな添てん加か物ぶつまみれの塊かたまりを食べ物として売ってるわけ……？」

「何を言ってるんです。ちゃんとした食べ物ですよ、それ。俺なんてその惣そう菜ざいパン、ほとんど毎日食べてますし」

「毎日……これを毎日……」

　それだけ言うと、シノさんはその場にへなへなとへたり込んだ。

「え、栄養学の勉強はした……？　せめて、料理学はちゃんと学んだ……？」

「日本でいう『家庭科』ですかねえ。調理実習とかは一応ちゃんとやりましたよ」

「だ、だったらこんなもの食べるのはおかしいでしょ！　栄養バランスがとんでもないことになるわよ!?」

　お気に入りの惣そう菜ざいパンをこんなもの呼ばわりされて、俺は少し苛いら立だちを覚えた──が、すぐに思い直した。

　なにせ、彼女は異文化生まれの異文化育ちなのだ。

　何に対して怒おこっているのかよくわからなかったものの、宗教上の違ちがいというのがあるのかもしれない。イスラム教徒は豚ぶたを食べないし、ヒンドゥ教徒は牛を食べない。それと似たような感覚で、惣そう菜ざいパンの成分表に彼女の文化では食べてはいけないものが含ふくまれていたのではないか。

　俺は苛いら立だちをすっかり引っ込めると、微笑ほほえんでから口を開いた。

「まあまあ、落ち着いてください、シノさん。日本人はそういう類のパンを食べても神の怒いかりを買わないんですよ」

「そんな壮そう大だいな話じゃないわ！　健康を害するって話よ！」

　シノさんは顔を真っ赤にして叫さけび、すっくと立ち上がった。

「こ、これを朝ご飯に食べるのはもう禁止よ！　ちゃんとしたものを私が作ってあげるから、今日からそれを食べること！」

「な、何言ってるんですか。俺たち、昨日今日会っただけの関係なのに」

　あまりに素すっ頓とん狂きようなことを言われて戸と惑まどってしまう。

　しかしシノさんは俺の戸と惑まどいなど意に介かいした様子もなく、またふふんと胸を張る。

「……私のそばを食べてから同じ台詞せりふが言えるか見ものだわ。『毎日ご飯を作ってください！』って言うに決まってるんだから」

「いや、絶対にそんなことにはならないと思いますけどね……」

「本当の『食べ物』はね？　本能に訴うつたえかけてくるものなの」

　変なことを言っているし、やっぱり宗教の問題じゃないんだろうか、これ。

　ともあれ俺は、没ぼつ収しゆうされてしまった惣そう菜ざいパンにありつくこともできず、空腹を我が慢まんしたままパソコンをネットと接続するための設定を行うことになった。

　しばらくすると、キッチンの方からおいしそうな匂においが漂ただよってくる。

　ふとそちらに意識を向けると、真しん剣けんな表情で鍋なべの中を見つめているシノさんの姿があった。彼女はキャミソールの上から白いエプロンを引っかけている。

　いまの彼女からは、「仕事人」と呼んでいいような雰ふん囲い気きが漂ただよっていて、俺はついその凜り々りしい姿に見み惚とれてしまった。怠たい惰だを愛する？　いや、あれは間ま違ちがいなく、勤労に生きる者だけが発することのできるオーラだ……。

　最初に見たときに抱いだいた不真面目そうなイメージは完全に消え、むしろどこか堅かた物ぶつめいた印象さえ感じた。

　鍋なべから少しすくい取ったつゆを口元に持っていったシノさんの目が、クワッと開く。

「──できたわ！　完かん璧ぺきな引っ越しそばが！」

「こっちも設定終わりましたよ」

「グッドタイミングね！　そしたら、そこに座って」

　言われて、俺は部屋のフローリングに腰を下ろした。

　同じアパートに住んでいるのでわかるが、狭せまい部屋である。少し見渡すだけで、全容を把は握あくできる。すぐ近くに折おり畳たたみのテーブルがあったので、それをちらりと一いち瞥べつしてシノさんに声をかけた。

「このテーブル、組み立てます？」

「堂道さんはじっとしてて」

　シノさんは手て際ぎわよくテーブルを組み立て、部屋の中心に置いた。それから俺の後ろに回り込むと、そっと首元に手を回してくる。

「──え、何を？」

「エプロンつけなきゃ。ほら、じっとしてて……」

　耳元でシノさんが囁ささやき、身体の前に白い布地のエプロンが垂れ下がってきた。

「そばを食べるだけで大げさでしょう……」

「染しみになったら、誰が染しみ抜ぬきすると思ってるのよ」

「クリーニング屋さんですよ」

「……クリーニング屋さん？」

「そういう仕事をしてくれる方々が日本にはいるんです。洗せん濯たくの専門業者って言えばいいですかね」

　しばらくシノさんはきょとんとしてから、考え込むようにして口元に指を持って行った。

「……その人たちに洗せん濯たくを任せて、自分は洗せん濯たく業ぎようをさぼるってわけ？」

「いや、さぼるっていうか、自分でやるよりも遥はるかに衣類が綺き麗れいになるから──」

「──すばらしい心がけだわ！」

　嬉き々きとしたシノさんの声が、俺の言葉を途と中ちゆうで遮さえぎった。

「そうよね！　仕事を他の人に回して、自分は自じ堕だ落らくに生きる！　それこそが人のあるべき姿よ！　な～んだ、堂道さんもわかってるじゃない！」

　勝手に納なつ得とくしたらしく、シノさんは俺のそばを離はなれ、鼻歌交じりでキッチンに向かっていく。

　ドンブリを載のせたお盆ぼんを持って戻もどってきた彼女は、テーブルの上にそれを置くと、俺のすぐ横に正座した。その距きよ離り感かんに、また戸と惑まどう。

「……え、なんか近くないですか」

「ちょっと待ってね」

　箸はしでそばをすくい取った彼女は、そこにふーふーと息を吹きかけて、そのまま俺の口元に箸はしを近づけてくる。

「はい、あーん」

「いや、何ですかこれ」

「食べさせてあげる。箸はしを動かすのって面めん倒どうでしょ？　堂道さんは何もせず、ただ口を動かせばいいから……」

「そ、そんなことできるわけないでしょう」

「口を動かすのも嫌いやなの？　そ、そしたら、その……私が嚙かんだものを、飲み込むくらいだったらできる？」

　シノさんは顔を真っ赤にして、おずおずとそんなことを訊きいてくる。

　それってどういう意味だ。口移しとかそういうことか。

「いや、ほんとに何を言ってるんですか。箸はしを渡してくださいよ。自分で食べますから」

「でも、私の方が遥はるかに上手に堂道さんにそばを食べさせてあげられるんだから、私に任せるのが筋だわ。洗せん濯たくを他の人に頼たのむのと同じ理り屈くつでしょ？　甘えられるところは、だらしなく甘える。そうやって世の中は回っているのよ」

「おかしいですから。自分で食べた方が絶対食べやすいですから」

　俺は変なことをするシノさんに困こん惑わくしていたが、それでもまだ精神的な余よ裕ゆうを保っていた。

　なにせ、彼女は異文化生まれの異文化育ちなのだ。優やさしく接してあげなければなるまい。

「それに、一緒にそばを食べようって言ったのシノさんじゃないですか。これじゃ俺だけしか食べられませんよ」

「そんなこと言ったっけ？　そばを食べさせてあげるって言ったような……」

「発言を捏ねつ造ぞうしないでください。ほら、せっかく作ってくれたそばが冷めちゃいますよ」

　すると、シノさんは不服とはこう表現するのだと言わんばかりの顔で、やっと俺に箸はしを渡してくれた。
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　シノさんの言っていたとおり、彼女の作ったそばは異常なほどおいしかった。あまりにもおいしかったので、それをそばと呼んでいいのかわからないほどである。

「……こんなにおいしいそばは初めて食べました」

「そうでしょ？　味だけじゃなくて、栄養バランスも完かん璧ぺきだから！」

　ドンブリには野菜や肉など、様々な具材が入っている。それらを俺が口に運ぶ光景を、シノさんはにこにこしながら見ていた。

「堂道さんの部屋を掃除した後、今日のお昼も作ってあげるわ。ね、何が食べたい？」

「いや、そんなことまでしてもらうわけにはいきませんよ」

「いいじゃない。どうせお昼は作るんだし、一人分も二人分も一緒だわ」

「あのですね、シノさん」

　流石さすがに、そろそろちゃんと言ってあげるのが彼女のためだと思い、俺は切りだした。

「シノさんの国では他人とフレンドリーに接することが美徳とされているかもしれませんが、日本では違ちがうんです。あまりこういうことを言いたくありませんが、自分以外の全てを蹴け落おとしてでも自己の利益を得ようとする人間が少なからず存在するので、他人をあまり信用しすぎない方がいいですよ」

「そうなの？」

「そうですよ。たとえばこんな風に、知り合って間もない他人を自分の家に上げたりしません。上がり込んでいて言うのもなんですけどね」

　言いながら、思わず肩かたをすくめてしまう。

「変な人間を部屋に入れて、盗とう難なんとかあったらどうします？　もっと言えば俺は男で、シノさんは若い女性でしょう。しかもとびきり綺き麗れいときている」

「き、綺き麗れい……？」

　すると、シノさんはボンッと湯気でも出しそうな勢いで真っ赤になった。

「いや、そういうところに反応しないでもらえます？　俺はいま、シノさんに注意を促うながしているんですよ」

「堂道さんが男で私が女だとどうなるの？」

「どうって……そりゃあ、間ま違ちがいみたいなことが起こるかもしれないでしょう」

「つ、つまり堂道さんは私とそういうことをしたいってこと……？　男女の営み的な……」

　直球を投げ込まれて面食らう。返答に困っていると、シノさんはぎゅっと目を瞑つぶり、祈いのるようなポーズでブツブツと呟つぶやきだした。

「……ああ、我わが主あるじ……怠たい惰ださま……私もいよいよお役目のために、身を捧ささげるときがきたようです……」

「ちょっとちょっと」

「せ、せめて後ろを向いといて。すぐ用意するから……」

　キャミソールに手をかけ、恥はずかしそうにそんなことを言うシノさん。

「ストップ、タイム。さっきから何を言ってるんです」

「その……不ふ束つつか者ものですが、よろしくお願いします……これからは拓たく務むって呼ぶわね……？」

「いや、だから待ってください。勝手によくわからない方向に話を──って、ん？」

　そのとき、俺は首を捻ひねった。

「どうしてシノさんは俺の名前知ってるんです？」

「どうしてって……」

　きょとんとして言ってから、シノさんはすぐにわたわたと慌あわてだした。

「じ、自分で言ってたじゃない？　最初に挨あい拶さつしたとき、『どーも、堂道拓務です』って！」

「あれ、そうでしたっけ？」

「そ、そうよ！　じゃないと私が名前を知ってるわけないじゃない！」

　シノさんに自分の名前を名乗った記き憶おくはなかった。が、確かに彼女の言い分ももっともだ。彼女が知っていることが、俺が名乗った証しよう拠こになるのではないか。

　俺がうーむと首を捻ひねり続つづけているときだった。

「あーもう！」

　──シノさんがいきなり飛とび掛かかってきたのである。

　彼女は俺を押し倒すと、腰の上に馬乗りになってこちらを睥へい睨げいした。

「な、何をするんですか」

「だ、だから──その──するんでしょ！　そういう流れだったじゃない！」

「誤解ですよ。俺はあくまで、シノさんに注意をしようと思って……」

　言い終わる前に、シノさんがキャミソールを脱ぬぎ去さる。

　白い下着に包まれた豊かな胸が露あらわになり、俺は慌あわてて目を逸そらした。
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　こちらも一応、男である。女性の裸ら体たいにはムラムラしてしまうものだし、それが綺き麗れいな女性のものであればなおさら。

　とはいえ、俺はすでに本能を理性で抑おさえる術すべを身につけていた。

「話を聞いてください。気をつけないと大変な目に遭あうかもしれないっていうだけで、俺がシノさんに何かしてやろうって気はありませんから」

「もちろん、拓務は何もしなくていいの！　ただ私にだらしなく甘えて、思うまま快楽を貪むさぼっていればいいんだから……」

　何かする、しない、の意味で会話が嚙かみ合あっていない気がする。

「こ、心の準備ならできてるから、だだ大丈夫！　どうせ、早いか遅いかでこういうことをするんだし！」

　キンキンと甲かん高だかい声が響ひびく。シノさんの方をちらりと一いち瞥べつすると、彼女は身体中を真っ赤にして震ふるえていた。とてもではないが、「大丈夫」には見えない。

　俺は身を起こすと、そばに落ちたキャミソールを拾い上げ、シノさんに手て渡わたした。

「ちゃんと話をしましょう。俺たちはきっと、お互たがいの社会に対してカルチャーショックを受けているんだと思います。異なる文化に対し、戸と惑まどうのは当たり前です。ですが、きっとわかり合えますよ」

　俺はうんうんと頷うなずきながら、異文化育ちの彼女の肩かたをポンポンと叩たたいた。

「……しないの？」

「ははは、しませんよ」

「……私、魅み力りよくない？」

　こっちはそういう話をしてるんじゃないんだけどな。

「魅み力りよくのあるなしじゃなくて、そういうことはきちんとしたパートナーとすべきですよ」

「男は狼おおかみだから、誰だれ彼かれかまわずすぐそういうことをしたがるって教わったけど」

「アカデミーで？」

「うん、アカデミーで」

　こちらが冗じよう談だんで訊きいた質問に、シノさんはコクリと首しゆ肯こうする。

　マジか。海外すごい。そんな実じつ践せん的てきな性教育まで教えているとは。

　とはいえ、

「それは間ま違ちがっていますよ。男の中には、確かにそういう本能的な快楽に忠実な者もいます。ですがそうではなく、本能を超こえた理性的な快楽に従って生きている者もいるんです」

「理性的な快楽……？」

「ルールや倫りん理り観かんを順守することで得られるもの、と言えばいいですかね。誰かから課されたものでもいいですし、自分が自分に課してもいいです。それらのもたらすストレスやプレッシャーに耐たえながら、ひたすら結果を追求すること。その先に理性的な快楽はあります。それを知ってしまったが最後、本能的な肉欲なんて、取るに足らないものに成り下がってしまうんですよ」

「……なんだかよくわからないわ」

「たとえば、軽い負ふ荷かを身体にかけ続けると、人間は快楽を感じるようにできているんです。ランナーズ・ハイとか、クライマーズ・ハイって言葉を聞いたことあるでしょう。その負ふ荷かを規則や秩ちつ序じよとか、人間自身が定めたより高度な概がい念ねんに求めるってことです」

「そこから得られるのが理性的な快楽ってこと？」

「そういうことです。俺はそれを知っているので、あまり本能的な快楽を得ることに積極的じゃないんですよ。生き物としてある以上、エネルギーの摂せつ取しゆと効率化を図るための食欲と睡すい眠みん欲よくはどうしようもないですけどね。性欲は別です。あれはエネルギーの無む駄だでしょう。『三大欲求』とか言われていますけど、本当あれだけ場ば違ちがいじゃないのかってずっと思ってます」

　言いながら、ちょいちょいとキャミソールを指で示すと、シノさんはハッと気まずそうな顔になり、改めてそれを着込もうとして身体を伸ばした。

　目の前で大きな胸がゆっさりと揺ゆれ、俺の本能を刺し激げきしてくる。だが二十六年生きてきた中で身についた俺の哲てつ学がくは、その程度で崩くずれるようなことはなかった。

「ふーん、でもなんか女として魅み力りよくがないって言われた感じがする……」

　きちんと見られる姿になったシノさんは、俺の身体から下りながら、相変わらず気まずそうにそんなことを言った。

「いえ、シノさんの外見は十分に魅み力りよく的てきですよ。自信を持っていいと思います」

「もういいし」

　すねるように言ってから、彼女はちらりと上目づかいでこちらを見た。

「……いま確信を持ったんだけど、拓務って相当変わってるわよね。周りに言われない？」

「言われないよう振ふる舞まう努力はしてますけどね」

「じゃあ自分でも変わってること、わかってるんだ」

　俺は小さく肩かたをすくめた。

　世間知らずだった学生のころならいざ知らず、社会に出てしばらく経てば、自分の立ち位置くらいわかるものだ。ちょっと周りとズレてるかもなあ、と。

「ね、もう一つだけ訊きかせて」

　そのとき、シノさんがどこか観念したような顔で切りだす。

「何です？」

「さっき、自分は理性的な快楽を知ってるって言ったわよね。変わり者の拓務は、何に快楽を見み出いだすの？」

「決まっているでしょう」

　と、俺は壁かべの上部にかかっている時計を見上げて答えた。

　シノさんとコンビニに行ったことで、今日の予定が大きくズレ込んでいた。まあ、まだいくらでもリカバリーは効くレベルだが。

「──労働ですよ」

　俺ははっきりとその言葉を紡つむいだ。

　それを聞いたシノさんの顔が、少しだけ歪ゆがんだ気がした。
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　その後、俺が自室に戻もどろうとすると、シノさんはそうするのが当たり前と言わんばかりに部屋にやってこようとした。

「お礼だから。掃除と、あとはお昼の用意」

「そんなもの、別にいいですよ。おそばもおいしかったですし」

「でも、やらないといけないことだから」

　彼女の意志は固いらしい。

　一応、さきほどと同じように常識的な観点から注意はしたものの、ジロリと睨にらまれ「……どうせ、拓たく務むは私を見てもそういう気持ちにならないんでしょ？」と言われて、閉口してしまう。

　事実そのとおりだったけれども、苦くるし紛まぎれにこんなことを言ってみた。

「いえ、ホームとアウェイでは違ちがうというか」

「どういうことよ」

「自分の家だと、俺も開放的な気分になってしまうかも」

「つまり、狼おおかみになる？」

　どこか目を輝かがやかせた様子で、シノさんはぐいと顔を近づけてくる。

　ほんと、よくわからない文化を身につけた人だなあ、と思った。

「前言撤てつ回かいです。なりませんね」

「じゃあ、いいじゃない」

　その言葉に反して、シノさんはどこか悄しよう然ぜんとしている。

　ひょっとしたらそのまま大人しくしていてくれるかと思って、ここぞとばかりに「じゃ、俺は部屋に戻もどります」と言ってみたところ、シノさんはすっくと立ち上がってみせた。やはり意地でもついてくるのか。

　彼女はうつむいたまま、ごにょごにょと、

「……他の事でも役に立つってこと、証明してみせるわ。べ、べつにえっちなことをするのが私の役目ってわけじゃないし……？」

「何か言いました？」

「な、何でもないわよ！　さあ、部屋をピカピカにしてあげるわ！　勉強の成果を見せてあげる！」

　誤ご魔ま化かすようにシノさんは気き炎えんを吐はいた。彼女は俺の部屋に入ってから、ぐるりと周りを見渡すと、どこか勝かち誇ほこったような顔で俺の方を見た。

「……思ったとおり、これは深刻ね。ステージ４ってとこかしら」

「ステージ４？」

「取り返しのつかないところまで汚お染せんが進んでいるってこと。私のようなエリートじゃないと、このレベルの部屋を綺き麗れいにすることはできないはずよ」

「ははは、そんな大げさな」

　頭をかきながら、彼女にならって自分の部屋を見渡す。

　家具もほとんど置いていないし、汚よごれるところなどほとんどないはずだが。

　俺のそんな思いを見抜いたのか、シノさんはチッチッと指を振ふって言う。

「目に見えるものだけが汚よごれじゃないのよ」

「目に見えるところまででいいんですけど」

　というかこの人、目に見えない汚よごれを感知しているのか？　あれか、匂においとかそういうやつか。嗅きゆう覚かくが人並み以上に優すぐれているとか、そういうことなのかもしれない。

　俺がそんなことを考えている間にも、シノさんはずっと得意げな態度を崩くずさなかった。

「甘いわね。そういった妥だ協きようが、人間の幸福度を下げるの。こんな部屋で暮らすことは、はっきりいって人生の損失よ」

「はあ」

「でも、私がいるからそういう不幸ともおさらばってわけ。拓務は私に偶然会えて、とっても運がいいと思うわ」

　にこにこしながら手を打ち鳴らし、そんなことを言うシノさん。

「さ、そしたらいまから掃除するから、そこらへんでゴロゴロしてて」

「いや、俺もやりますよ。俺の部屋なんですから、家主が働かないと」

「気持ちは嬉うれしいけど、足手まといだわ。さっきのはたきの使い方を見て、基本すらなってないみたいだから。いいから、思うがまま怠たい惰だの限りを尽つくしてて」

　強引に座らされ、俺は仕方なくノートパソコンを開いた。シノさんがここまで言ってくれる以上、俺は俺の仕事をした方がいいと思ったからだ。

　それからシノさんは、まるで新体操の演技のような仕草で掃除を始めた。彼女の掃除はあまりにも美しかったので、それを掃除と呼んでいいのかわからないほどである。

　俺はしばらく彼女の仕事ぶりに見み惚とれていたものの、ずっとそうしているわけにもいかないと思い、パソコンの画面に意識を向けた。そしてプログラムコードを書くために、最初のキーを打った瞬しゆん間かん、

「──ちょっと、何してるの？」

　シノさんの声が響ひびき、また彼女の方を見つめた。

「え、何って、せっかくなのでのんびりさせてもらおうかと」

「のんびり？　のんびりですって？」

　鬼き気き迫せまった表情で、詰つめ寄よってくるシノさん。

　それから彼女は俺の肩かた越ごしにパソコンの画面を覗のぞき込こむと、そこに信じられないものでも見つけたかのように目を剝むいた。

「──どこがのんびりよ！　何よこれ！」

「え？　ああ、これ、プログラムですよ。こういうのを書くのが俺の仕事なんです」

「これが何か訊きいてるんじゃないわ！　私に掃除をさせてるくせに、何で仕事なんてしてるのかって訊いてるのよ！」

「ああ、やっぱり手伝った方がいい感じですか？」

　人に仕事を押し付けておいて、自分のことをするな、ということだろう。とはいえ、そう思ったからこそ、最初に手伝おうとしたわけだが。

「──私が代わりを務めているんだから、あんたはゴロゴロしてないとダメでしょ！」

「……ん？」

「『……ん？』じゃないのお！　せっかく私が身の周りのお世話をしてあげるって言ってるのに、仕事なんてしてたら意味ないじゃない！」

「ちょ、ちょっと何言ってるかよくわかりませんね」

「あ、そうだ！　パソコンを使うなら、せめて娯ご楽らくに使うとかどう？」

「俺にとってはこれが娯ご楽らくみたいなものですけど」

　そんな俺の言葉を無視すると、シノさんはマウスを奪うばい取とり、インターネットに接続して勝手に変なページにアクセスした。

「……何ですこれ？」

「私の推おしアイドルのライブ映像」

　正気かと思って、ふいとシノさんの方を見た。しかしそこには、大真面目な顔で俺を見つめ返してくる彼女がいるだけだった。

　マジすか。

　改めて画面を見ると、フリフリの衣い装しように身を包んだ女の子たちが並んで立っているのがわかった。とはいえ、アイドルやそういうものに関心を向けたことがないので、彼女たちが何者なのかよくわからない。

「……誰ですか、この子たち？」

「怠なまけ坂ざか46っていう地下アイドルなの」

「怠なまけ坂ざか46」

　すごい名前である。

「すっごく可愛いし、見てると現実がどうでもよくなってくるからオススメよ」

「これを見ろと？」

「そうそう」

「この動画、二時間近くありますけど」

「見てたら一いつ瞬しゆんだから。ね？　騙だまされたと思って……」

「興味ないですねえ」

　ブラウザを閉じようとする。

「ま、待ってえ！　そしたら、せめて私が掃除をしてる間だけでいいから見てて！　絶対に後こう悔かいはさせないから！　私を助けると思って！」

　妙みような動画を見ることが、シノさんを助けることとどう繫つながるのかいまいちわからなかったものの、彼女があまりにも必死な様子だったので、ひとまず折れることにした。

「……わかりました。それじゃあ、しばらくこの動画を見ています」

「よかったわ！　ちなみに私の推おしはこのマナって子ね。すっごく甘え上手で、お世話し甲斐がいがあるの」

「何だかそれ、まるで自分がお世話してるみたいな言い方ですね」

「え？　あ……ああ、そういう風に錯さつ覚かくさせるくらい可愛い子ってこと……別にこのグループと、私は何の関係もないしぃ……」

　目線をきょろきょろと動かしながら、シノさんはそんなことを言う。

「と、とにかく、この動画で癒いやされてて！　私は掃除をするから」

「わかりました」

　俺が頷うなずくのを見て、彼女はほっと安あん堵どの表情になって掃除に戻もどった。
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　そうしてしばらくの間、俺は眉まゆをひそめながら、動画の中でフリフリの衣い装しようをまとった少女たちが歌って踊おどる様子を眺ながめていた。

　仕事とはいえ、よくもまあこのようなことができるものだ……いや、仕事だからこそか。彼女たちもきっと、彼女たちのバックにいる組織なり企業なりに役割を与えられた存在で、その業務を忠実にこなしているだけなのだ。

　そうしていると、彼女たちは俺たち企業戦士となんら変わらないと思えてくる。負けてなるものか、と俺は仕事へのモチベーションをさらに燃やすことになった。

「……ふふふ、どう？」

　どれだけの時間が経っただろうか。耳元でシノさんの声がして、俺は食い入るように見つめていた画面から目を離はなした。

「すばらしいですね。やはり仕事に必死になっている人を見ると、心が洗われるようです」

「……いや、そういう感想じゃなくてね？」

「おかげで仕事にやる気が出てきました。ありがとうございます、シノさん」

「仕事にやる気……？　お、おかしいわね……これ、脳からドバドバ快楽物質が出て、他のことがどうでもよくなる電子ドラッグのはずなのに……」

　困こん惑わく顔がおで何やらブツブツと言っているシノさんにかまわず、俺は訊たずねた。

「ちなみにシノさん、掃除の方は終わりました？」

「へ？　う、うん、それはまあ終わったけど……」

「ありがとうございました。では約束どおり、さっそく仕事に──」

「──ちょっと待ってえ！　なんで動画を消すのよ！　なんで消せるのよ！　ここまで見たら、最後まで見ようってなるでしょ！」

「十分癒いやされましたよ」

「なんか癒いやされ方かたがおかしいのよ！　この子たちに夢中になってる感じじゃないし！」

「実は信教上の理由で、偶ぐう像ぞう崇すう拝はいが禁止されてるんです」

「だからなんでそういう壮そう大だいな話にしようとするのよ！　可愛いものを見て、胸の奥がきゅんきゅんする感覚とかないわけ？」

「この子たちよりも、シノさんの方が可愛いと思いますけどね」

　論理をすり替かえて物事を誤ご魔ま化かそうとしたところ、シノさんは顔を真っ赤にして、しばらく口をパクパクさせていた。

「ふ、ふんっ……そ、そうやっておべんちゃらを言って、誤ご魔ま化かせると思わないことね……」

　やっとそう言ったかと思うと、ツインテールの片方を指でくるくるとこねくりまわす。

「おべんちゃらじゃないですよ。というか、おべんちゃらなんて難しい日本語、よく知ってますねえ」

「当然よ、エリートなんだから。おべんちゃらっていうのは、口先だけのウソとかお世辞のことを言うのよ」

　そこはかとなく得意そうに言ってから、急に不安げになって、おずおずとこちらを覗のぞき込こんでくるシノさん。

「……私のことほんとに可愛いと思う？　ほんとにお世辞じゃない？」

「本当に可愛いですよ」

「ふーん、そ、そう……？」

　完全に勢いをなくしたシノさんを見て、俺は上手く誤ご魔ま化かせたなあ、と思っていた。外見が飛とび抜ぬけて優すぐれているわりに、あまりそれを褒ほめられ慣れていないのだろうか？　意外とちょろいというか、扱あつかいやすい人なのかもしれない。

「……じゃ、俺は仕事するんで」

　どさくさまぎれで仕事に戻もどろうとしても、シノさんはもうそれを咎とがめるようなことをしなかった。そもそも、先ほどからなぜ彼女が俺の仕事を咎とがめるのか謎なぞだけれども。

「そ、そしたら、私はお昼の用意をするわね……？」

　頰ほおを上気させたままゆっくり立ち上がると、シノさんはどこか浮うき足あし立だった様子でキッチンの方に向かっていく。

「大丈夫ですか？　なんか足元ふらついてません？」

「……ね、お昼は何が食べたい？」

　赤い顔でくるりと振ふり向むいた彼女は、質問に質問を返してきた。

「……え。いや、腹に入れば何でもいいですよ。空腹の不快さを取り除ければ」

「お任せってことね。わかった、期待してて」

「あ、でも、うちの冷蔵庫には何の食材もありませんけど」

「私の部屋から取ってくるわ」




　それからシノさんが作ってくれたのは、海外育ちとは思えないほど完かん璧ぺきな日本食だった。

　白米と味み噌そ汁しる。煮に物ものに焼き魚。

　使っている調味料が違ちがうせいだろうか、これまたどれも味わったことがないほどおいしい料理だった。

　俺が料理を口に運ぶさまを、シノさんはちゃぶ台を挟はさんでじっと見ていた。

「……どう、おいしい？」

「おいしいですね。朝のそばといい、こんなにおいしいものを食べたのは初めてです」

「えへへ、よかった」

「掃除も料理も並はずれてできるなんて、シノさんは本当にすごいですね」

「そうでしょ？　そしたら、ご飯ずっと作ってあげるわ。掃除も毎日やってあげる」

　またシノさんが変なことを言いだしたので、俺はまた眉まゆをひそめた。

「いや、それは悪いですよ」

「どうして？　おいしいものを毎日食べられて、生活環かん境きようがずっと高いレベルで整ってることが嫌いやなの？」

「そうじゃなくて、シノさんに迷めい惑わくがかかるでしょう」

「私は全然、迷めい惑わくじゃないわ。誰かの幸せそうな顔を見るのが私の幸せだから」

　……いやあなた、聖女か何か？

　普ふ通つうの人間が言うと胡う散さん臭くささこの上ないが、にこにこと笑うシノさんからはそういった邪じや気きが感じられない。ともあれ、俺の価値観では、とうてい理解できない考え方だった。

「俺がシノさんにそこまでやってもらう理由がないって話ですよ。さっきも言いましたけど、俺たち昨日今日会ったばかりの仲なのに」

「でも、拓務も会って間もない私を助けてくれたでしょ？」

「それはシノさんが困っていたからですよ」

「拓務だってそうだわ。こんな汚お染せんされた環かん境きようで、添てん加か物ぶつまみれの食生活を送っているなんて、どう考えても生活に困こん窮きゆうしているじゃない」

「このくらいの生活は、日本では一般的なんです」

「そういう考え方はおかしいわ。みんなが不幸だから、自分も不幸でいいってこと？」

　何と答えればいいかわからず、非常に困った。

　何なら、いまこそ助けてほしいくらいだった。

「……でも、俺はシノさんに何のお返しもできないと思いますし」

「別にお返しなんて求めてないわよ。私が拓務にそういうことをしたいっていう理由だけじゃダメ……？」

　上目づかいで覗のぞき込こまれ、俺はまたむずむずと居づらさを覚えた。

「シノさんって本当に気をつけてないと、悪い男に騙だまされると思いますよ……クズでどうしようもないヒモに、いいように寄生されてしまうとか……」

「ヒモ……？　まさか拓務、ヒモになりたいの!?」

　俺の言葉を聞くや否いなや、途と端たんにキラリと目を輝かがやかせるシノさん。

「いや、俺の話じゃなくてですね」

「──いいわよ、いくらでも養ってあげるから！　ただ私に甘えるだけの自じ堕だ落らくな生活を送りたいっていうなら、すぐにでも叶かなえてあげる！」

「ちょっとちょっと」

　俺の困こん惑わくを尻しり目めに、シノさんはその場で正座すると、ポンポンと自分の膝ひざを叩たたいてから両腕を伸ばした。

　頰ほおはほんのりと朱しゆに染まっている。

「じゃ、その……おいで？」

「──は？」

「膝ひざ枕まくらしてあげるから」

「いえ、結構です」

「私の膝ひざ枕まくらは、実習でアカデミー史上最高の評価を受けた膝ひざ枕まくらなのよ。担当した後こう輩はいが、丸一日目を覚まさなかったんだから」

　そんなことまで授業でやってるのか。マジで海外は進み過ぎだろ。

　というか、待ってほしい。話を勝手に進めないでほしい。

「俺は誰かのヒモになんてなりたくないんですよ。さっきも言いましたけど、労働は俺の喜びなんで」

「私に膝ひざ枕まくらされても、同じことを言っていられるかしら？」

「膝ひざ枕まくらの有う無むと労働の喜びに、因果関係はない気がしますけどねえ」

「──いいから！　おあがりよ！」

　よくわからない言語表現をして、シノさんがプリプリと怒おこりだす。

　放っておくと収しゆう拾しゆうがつきそうもなかったので、俺は仕方なく彼女のそばに近寄った。

　……いや、「仕方なく」というのはフェアな言い方ではない。正直俺は、内心では彼女の言葉に期待してしまっていたのだった。

　というのも、これまでシノさんの言っていたことは、全て俺の予想をはるかに上回っていたのだから。料理や掃除のときと同じく、彼女の太ももからは未知の体験が得られるかもしれない、という純じゆん粋すいな興味があった。

「それではちょっとお試しで……」

　と、そのときになって少し冷静になる。この状況、ちょっと異常じゃない？　と。

「って、あの……膝ひざ枕まくら、本当にいいんですか」

「──おあがりよ！　おあがりよ！」

　顔を真っ赤にして頷うなずくシノさんは、若じやつ干かんキャラが変わってしまっている気がした。ただ俺は特にそれを問題にすることもなく、「よいしょ」と、彼女の太ももに頭を乗せた。

「うっ……こ、これは……!?」

　ふにょん、と。

　刹せつ那な、頭に伝わる柔やわらかい感かん触しよくが、全身に広がっていく──身体が一いつ瞬しゆんで脱だつ力りよくし、目の前が暗くなってくる。

　これはいけない、と妙みような危あやうさを感じて身を起こそうとしたものの、シノさんが優やさしく頭を押さえてきて、あっさりとそれに屈くつしてしまう。

「……ふっふっふ、どうかしら？」

[image: ]

　天てん井じようを見上げる俺の鼻先にあるのは、薄うす手でのキャミソールが包む豊かな双そう丘きゆう……。その向こうから、得意そうなシノさんの赤面顔が覗のぞいている。

「いまは何も考えちゃダメ……ただ私に甘えていればいいからね……？」

　優やさしく髪を撫なでられながら、そんな甘い言葉が耳の奥で反復する……。

　頭の奥がずーんと重くなり、これが睡すい魔まだとようやく悟さとったときには、俺の意識はすでに闇やみの奥おく底そこに吞のみ込こまれてしまっていた。
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「──っは！」

　気がついたとき、俺は布ふ団とんの中にいた。

　眠る前の記き憶おくがあいまいで、あれ？　と、ひたすら混乱する。

　何がどうなってる？　自分の置かれた現状を確認するために目線だけ動かすと、少し上に闇やみで黒く染まった窓があった。そのときになって、俺はようやく、イレギュラーな睡眠を取ってしまったことに思い至った。

　焦あせってガバッと身を起こすと、エプロン姿でキッチンに立つシノさんを見つけた。

「あ、拓務、目が覚めた？」

「し、シノさん……？」

「もうちょっと待ってて。すぐに晩ご飯の用意をするから」

　そう言って、シノさんはにっこりと笑う。

「ひょっとして俺、寝てましたか……」

　自分に問いかけるように言いながらスマホを見ると、すでに十九時前だった。

　シノさんの膝ひざ枕まくらが確か十二時ちょっと過ぎだったので、六時間程度眠ったことになる。一度の睡眠でこんなに眠ったことなど、社会人になってから初めてのことだった。

「疲つかれてるのよ。毎日、無理してるから」

「失態です……まさか自分がここまで情けない人間だったとは……」

「いっつも頑がん張ばってるんだから、ガス抜ぬきくらいしてもいいじゃない。せっかくの休日なんだし、ゆっくりしなきゃ」

「……そういうわけにもいきませんよ」

「でも身体、ちょっと軽くなったんじゃない？」

　そう言われて、俺はずいぶんと肩かたが軽くなっていることに気がついた。知らないうちに凝こり固かたまって、それが当たり前になっていたのかもしれない。

　俺が無言で肩かたを回しているのを見て、シノさんはくすりと笑った。

「晩ご飯を食べたあと、マッサージしてあげるわ。まだ若いからって身体を酷こく使ししてると、ガタがくるのも早いんだから」

「ま、まさかマッサージも」

「アカデミーで勉強したわ！　一番の成績だったから任せて！」

　シノさんは得意そうに胸を張る。

　……ひょっとしてこの人、すさまじい高スペックなのでは？

　いまさらになって、そんなことを思い始める。

「晩ご飯はカレーよ。好きでしょ？」

　なぜ知ってるのだ、と思ったが、カレーが嫌きらいな男も珍めずらしいだろう。

「……好きですけど」

「どうしてちょっと不服そうなの？」

「約束はお昼ご飯まででしたから、借りを作っちゃったなって」

「これからずっとご飯用意してあげるって言ったじゃない！　そんなこと一切気にしなくていいわ。これからは何の遠えん慮りよもなく、ただ私に甘えてくれたらいいから……」

　一いつ端ぱしの大人が、そんな情けない真似まねできるわけがない。そんなことを考えている間に、シノさんは自分の身体を抱だくようにして、左の二にの腕うでを逆の手でぎゅっと握にぎった。わざとではないのだろうが、それで行き場をなくした胸が、強調されるようにして盛り上がる。

「どんな要求にも応えてみせるわ。拓務がしたいことなら……その……私はどんなことでもやってあげるし……」

「いや、あのですね？」

　反論しようと口を開く。

　しかし、赤くなってもじもじするシノさんを見ていると、昼間見た彼女の扇せん情じよう的てきな身体を思いだしてしまって、ムラムラとまたあの厄やつ介かいな感情が膨ふくれ上あがるのを感じた。

　例によって理性を総動員して抑おさえつけようとしたものの、いまの情欲は何だか、いつも以上に大きい気がする。今日一日、仕事という理性的な快楽から、遠ざかり気味だからかもしれない。

　俺はぶんぶんと頭かぶりを振ふり、脳のう裏りにこびりついた彼女の身体を振ふり払はらった。

「シノさんが博愛主義なのはわかりました。ですが、俺にそういうことをしてくれる必要はありませんよ。多分、俺よりもシノさんのような人を求めている人間はたくさんいると思います」

「そうかしら？」

「ええ。たとえば俺の後こう輩はいとかそうですね。現代社会に疲つかれ切きっていて、会社を辞やめたいとか言っているくらいですから」

「すばらしい心がけだわ。そういう人に私の助けはいらないわね」

「……ん？」

「あれ、どうかした？」

「おかしくないですか？　多分、シノさんみたいな人がそばにいたら、あいつはきっと喜びますけどね。癒いやしも得られるし、シノさんにも甘えてくれるかも」

「拓務は私にお世話されて喜ばないの？」

「いまはそういう話をしてるんじゃないんですよ」

　いまいち会話が嚙かみ合あわない。いまは、俺が嬉うれしいとか嬉うれしくないとかはどうでもいいはずだ。

「シノさんのようなすばらしい方が救いの手を差さし伸のべるのに、俺なんかよりもずっと適する人がいる、という話をしているのであるからして」

「適する人云うん々ぬんの話だったら、別に私はおかしいこと言ってないと思うわ。その人は自分でブレーキの踏ふみ方かたを知ってるじゃない。苦しいから会社を辞やめる。きちんとバランスが取れてるわけでしょ？」

「それ、バランスって言うのかな」

「言うわよ。しんどいのに、それをしんどいと思わずに突っ走る人の方が危険だし、グラグラしててアンバランスだわ。どっちが助けを必要としてるか明白でしょ」

「俺は仕事をしんどいと思ったことなんかありませんよ」

「思わないのが問題だって言ってるんじゃない。知らないままに疲つかれを溜ためちゃうような人。ちょっと気を抜ぬいただけで、お昼から晩まで眠りこけるような人とか」

　そう言われて、俺はバツの悪い思いをした。

「私は別に拓務と言い争いがしたいわけじゃないわ。どうして素す直なおに甘えてくれないの？」

「……だってその……社会的な体てい裁さいもありますしねえ」

「体てい裁さい？」

「シノさん、俺よりも年下でしょう」

　言いながら、ますますバツが悪くなる。少女にすら見える年下の女性に、いいように話のペースを握にぎられているからだ。

「……俺はもう二十六です」

「まだ二十六じゃない」

「シノさんはおいくつなんです？」

「十八だけど」

　冷ひや汗あせをかいた。

「い、いますぐ出てってもらっていいですか……？　まさか未成年だったとは……俺、犯罪者になっちゃうんで……」

　アカデミーを卒業とか言っていたので、流石さすがにその辺は大丈夫だと思っていたが。日本の大学とは年齢的なくくりが違ちがうのか。

「私の出身地では、もう立派な一人前だから大丈夫。結婚もできるし……その……必要ならそういうことだってできるし……」

　言いながら、またシノさんは頰ほおを染めて身体をもじもじさせた。

「なんか調子狂くるうなあ」

「と、とにかく、誰かに甘えるのに、年齢とかそういうくだらないことを気にかけるのはナンセンスだと思うわ。私なんて、アカデミーで留年した落ちこぼれの上級生のお世話を、何度も担当してたんだから」

「ちょくちょく出てきますけど、そのアカデミーって何を勉強している学校なんです」

　ついに我が慢まんできなくなって、俺は異文化の学校の詳しよう細さいを求めた。

「端たん的てきに言うと、奉ほう仕しを学ぶのよ」

「奉ほう仕し？」

「そう。仕える人間が何もしなくても生きていけるよう、完かん璧ぺきにお世話する術すべを学ぶの」

　変な学校である。ひたすら内助の精神を身につける学校ということか。

　メイド養成所とか、そんな感じ？　海外には、そんなものが存在するのか。

　にわかには信じがたい話だったが、これまでのシノさんの家事に対する異常なこだわりが、彼女の言葉の確かな裏付けになっている気がした。

「……で、シノさんはその学校の首席卒業生というわけですか」

「そうよ！　卒業式の日、学園長さまにこう言われたわ……『シノ、いまのあなたに甘やかすことのできない人間は存在しないでしょう。誓ちかいとともに、そして誇ほこりとともに、思うがまま甘やかすのです』って」

　これほど誇ほこらしいことはないとばかりに、彼女はえっへんと胸を張る。

「か、仮にも一組織の長が、そんな言葉を」

「だからずっと言ってるでしょ？　エリートだって。私、甘やかしエリートなの」

「甘やかしエリート」

　そんな言葉が存在するというカルチャーショックで、頭がどうにかなりそうだった。

「そう、だから存分に甘えてくれたらいいからね」

「いや、でも、やっぱり何かが引っかかるんですよ……うまく言語化できないんですけど、何かがおかしい気がして……」

「カレーできたわ」

　依い然ぜんとして迷いの中にいる俺を尻しり目めに、シノさんはあまりにも香かおり豊かなカレーの皿を持ってきた。

　見た瞬しゆん間かんに食欲が刺し激げきされ、腹の虫がグーとなる。

　これもきっと味わったことがないほどおいしいのだろう……そう思うと、意図せずにゴクリと生なま唾つばを吞のみ込こんでしまう。

「どれくらいの辛からさが好きかまた教えてね？　今日は甘口にしといたから」

　そう言うと、シノさんはちゃぶ台に両りよう肘ひじをつき、俺がカレーを食べる様子をにこにこしながら見守っていた。
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　その日から、俺の生活環かん境きようは大おお幅はばに改善されることになった。

　朝、シノさんは俺が起きたころを見計らったかのように具材とともにやってきて、キッチンで朝食と、昼の弁当を作ってくれる。

　終電で夜遅おそくに帰っても、作り置きした料理と一緒に待っていてくれる。

　そんなことをしなくてもいいと言い続けているものの、シノさんはまったく取り合ってくれる気配はなく、俺は困こん惑わくとともに日々を過ごす羽目になっていた。

　たぶん、本当に迷めい惑わくならば、ストーカーとかそういう理由で強引にやめさせることができたのだろうが、なにぶん彼女の料理は完かん璧ぺきであり、さらには部屋の掃除やマッサージなど、他のケアも「ありがたい」以外の言葉が出てこないレベルなので、どうにもやりにくかった。

　身体は軽いし頭はよく回るし、仕事の作業能率が上がって仕方がない。自分にこんなにポテンシャルがあったのか、と驚おどろかされるほどである。

「……というわけで、シノさんにはとても感謝しているんですけど」

　今日も今日とて、シノさんの作った夕食を平らげたあと、俺は彼女のペースをはねのけることができずに、マッサージを受ける羽目になっていた。

「こうしていると、日々、自分がダメ人間になっていっているような気がします。人間、やはり易やすきに流されてしまうものなんでしょうか……」

「拓務がダメ人間だったら、世の中の大半がダメ人間になっちゃうわ。いつもこんなに疲つかれが溜たまるくらい、いっぱい頑がん張ばってるじゃない」

　そのときシノさんの指が腰のツボを押し、俺はしばらく身もだえした。

「……気持ちいい？」

「……ええ、すごく」

「……ふふ、もう拓務のいいところ、だいたいわかっちゃったから。我が慢まんせずに、声出していいのよ？」

　何だかいやらしい会話をしているような気になって、ドギマギしてしまう。そうしているうちに、またシノさんが俺のいいところを押す。

「あひんっ」

「……ここ、すごく硬くなってる。念入りに処理しないと……」

「へ、変な表現をしないでください！」

「変な表現？　……あ……」

　シノさんが合点のいったような声を出してから、しばらく気まずい沈ちん黙もくがあった。

「……ひょっとして、そういう気持ちにさせちゃった？」

「そういう気持ちって、どういう気持ちですか」

「だから、その……」

　マッサージをする手が止まる。嫌いやな予感がして固まっていると、背中に「むにゅっ」と無む性しように柔やわらかい感かん触しよくが覆おおいかぶさってきて、身体中の血液が沸ふつ騰とうしそうになった。

　背中越しに身体を密着させながら、シノさんはおずおずと声を出す。

「拓務がしたいなら……私の用意はできてるけど……？」
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「──す、ストップ！　待ってください！」

　俺は猛もう然ぜんと起き上がり、彼女の身体を引きはがした。

「そ、そういうことは求めてませんから！　この前も言いましたけど……」

「そんな……」

　やはり以前と同じように、シノさんはショックを受けたような顔をしている。しかし、今回は前ほど慌あわてふためいていない。彼女の瞳ひとみには確かな覚かく悟ごが宿っている気がして、俺にとっては逆に、それがいっそう危あやうく感じられた。

　背中には、余よ韻いんのように柔やわらかい感かん触しよくが残っている。それを意識的に振ふり払はらってから、呼吸を落ち着かせた。

「……そういうことをすると、疲つかれが溜たまるでしょう……仕事に差さし支つかえてしまいます」

「逆転の発想をしてみたらどうかしら？　仕事をしてるから『疲つかれを溜ためたくない』なんて思うんじゃない？」

「それはもちろんそうです」

　シノさんに疲つかれを抜ぬいてもらっているのも、全て仕事のため。意識が高いのか低いのかわかりかねるが、まだ少女と言ってもいい年齢の女性にこういうことをやってもらっているのも、つまりは日々の業務のパフォーマンスを向上させるためである。仕事第一主義を貫つらぬくため、自責の念と戦っているというわけだ。快楽を最大化させるための犠ぎ牲せいと言ってもいい。

「だったら、ね？　仕事せずに体力が有り余っていれば、いくら疲つかれても問題ないと思わない？　まず仕事を辞やめる。そして、欲求を我が慢まんしない。これこそが人間のあるべき姿だわ」

「いやいや。そういう人間は、きびしい現代社会を生いき抜ぬいていけないんですよ」

「誰かに甘えて、依い存ぞんすれば生きていけるわよ。ただひたすら甘やかしてくれる人を見つければ……」

「残念ながら、そんな聖人はこの世に存在しないので」

「──たとえば、私とか」

　食い気味に言って、シノさんはまたぐいと距きよ離りを詰つめてくる。同じだけ俺は顔を引く。

「……冗じよう談だん言ってますね、シノさん」

「そんなことないわよ。拓務が望むなら、私はずっとあなたを甘やかしてあげる」

「だから、どうして俺なんです」

「この話、またするの？」

「ひょっとしてシノさん、俺のこと好きなんですか？」

　何の気なしにそう言うと、シノさんの顔がみるみるうちに赤くなった。

「な、なぁ……！」

　と、彼女はしばらく、パクパクと口を動かしてから、

「な、なんで私が──拓務を──好きになるのよ！　わ、わけがわからないんだけど！　どどど、どこをどう見たらそんな考えになるのか、さ、さっぱり不思議なんだけど！」

「そうですよね。だからこそ、こっちもわけがわからないんですけど」

　好きでもない相手を世話し、甘やかしたいというのは、いったいどういう心の在り方なのだ。海外に存在する奉ほう仕し型がたアカデミーでは、生徒にいかなる心得を伝授しているというのか。

「私はダメ人間が好きなのぉ！　全てを放り出して、どこまでも堕だ落らくするような人間のクズが！　あんたは真逆じゃない！」

　さっきも言ったが、最近ダメ人間としての自覚が出てきている。しかし、これを口にするとまたややこしくなりそうだったので、黙だまっておくことにした。

　誤ご魔ま化かすようにして、シノさんはぽんぽんとタオルの敷しかれた床ゆかを叩たたいた。

「ほら、まだマッサージの途と中ちゆうでしょ！　早く横になって！」

「もとはと言えば、シノさんが変なことしてきたからじゃないですか」

「……だってそれは、拓務が勘かん違ちがいさせるようなことを言うから……」

「もうさっきみたいなことしないでくださいよ。俺だって男なんですから」

　言いながらちらりと彼女の顔を見ると、シノさんは頰ほおを赤くしたまま、ふんっと鼻を鳴らした。
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　そんなこんなで、シノさんという女性の謎なぞは、いっそう深まるばかりだった。

　俺が仕事に従事する上で、とてもありがたい薬のような存在に違ちがいないのだが、たまに用法を間ま違ちがうと、劇薬めいた刺し激げきをもたらしてくるときもある。

　俺が彼女との今後の在り方を考えながら、昼飯の卵焼きをもしゃもしゃと咀そ嚼しやくしていると、珍めずらしく社員食堂に行っていない宮みや本もとが、俺のデスクの隣となりに腰を下ろした。

「……あれ、堂どう道みちさんって、お昼いつもお弁当でしたっけ？」

「そうだよ」

　と、適当な噓うそを吐つく。まさか隣りん室しつに住む未成年の少女に、毎朝弁当を作ってもらっていると答えるわけにもいくまい。

「へえ、意外と家庭的なんですねえ。堂道さんって、きっといい旦だん那なさんになれますよ」

「俺は結婚なんてしないよ。相手がかわいそうだしな」

「そんなことないと思いますけどね。仕事もできるし、後こう輩はいの面めん倒どう見みもいいじゃないですか」

　そう言って、宮本はどこかいたずらっぽく笑う。

　ちなみにあれから結局、宮本は現げん状じよう維い持じを選んだ。裏では転職活動をやっているのかもしれないが、話しづらいかもしれないと思って、こちらから詳くわしいことを訊きくことはしないようにしている。

「俺は利己的なんだよ。自分のことしか考えてない」

「でも、この前は私の仕事を回せとか言ってくれたじゃないですか」

「詳くわしくは言えないけど、それも結局自分のためなんだよな」

　言いながら、「利己的」という言葉から正反対の位置にいるシノさんのことを思いだし、思わず眉み間けんに皺しわを寄せてしまう。

　彼女という存在から感じている引っかかりが、いまだにわからない。彼女の行動原理が理解できないというのもあるが、それ以前に、何が理解できていないかすらわからない──そんな感覚。

「なあ、宮本」

「何です？」

「自分のことは二の次で、誰かへの奉ほう仕しにのみ全力を尽つくす人種がいるとするだろ」

「堂道さんの話ですか？」

「何言ってるんだ。俺は利己的だって言ってるだろ」

　茶化されたように感じ、俺はすぐに話を戻もどす。

「そういう人の行動原理って、どこにあると思う？」

「特定の人相手ですか？　それとも、誰だれ彼かれかまわず？」

「どういう質問だそれ」

「それによって変わってくるじゃないですか。特定の人相手に尽つくそうとするのは、その人への個人的な感情があればできますよ。誰だれ彼かれかまわずの場合は、博愛主義とかそういう精神性があればできるんじゃないですか。隣りん人じんを愛せよ、的な。知らないですけど」

　そう言われて、俺は首を捻ひねった。

　シノさんは、誰でもいいというわけでもなさそうだった。現に、いま目の前にいる宮本をたとえ話として話題に出したとき、そういう人間に自分の助けは必要ないと言っていたわけだし。

　となると、彼女の行動原理を理解するには、特定の人相手に尽つくそうとする場合を考えればいいのだろうか？

「だったらさ。いま宮本が言った、『個人的な感情』ってのはなんだ」

「たとえば、好意とかですよ」

「ほう、好意」

「何ですかそのジジくさい反応。好きな人の助けになれたら嬉うれしいじゃないですか。堂道さんだって、人を好きになったことくらいあるでしょ？　そのとき、その人に喜んでもらおうと必死になりませんでした？」

　そんな昔のことは忘れた。

　俺の初恋は高校二年生のときで、相手は学年一頭のいい才女だった。思いは成じよう就じゆしたものの、彼女に勉強の方法を聞いてから勉強の方にのめり込んでしまって、彼女とはそれっきりになってしまった。ちなみに、恋愛ともそれっきりだ。

　俺は誤ご魔ま化かすような咳せき払ばらいのあと、

「……好意ねえ。でも普ふ通つう、会って一日、二日の人間を好きになったりはしないよな」

　そもそもその感情が動機になっているわけではないと、シノさん自身が否定していたわけだし。

「一ひと目め惚ぼれとかならワンチャン？」

「お前、意外とロマンティックなこと言うんだなあ」

「失礼な！　こう見えても、私だって乙女おとめなんですよ！」

　宮本はわざとらしく怒おこってみせてから、ニヤリと笑う。

「……堂道さん、ひょっとして何か悩なやみでもあるんですか？」

「悩なやみってほどのもんでもないけど」

「隠かくさなくってもいいですよ！　何だったら、私がじっくり聞いて解決してあげますから。こないだのお返しってわけじゃないですけど、大事な先せん輩ぱいの悩なやみなんだし」

「その顔は百パーセント楽しんでる顔だぞ」

「まさか！　善意ですよ、善意。今度の給料日、一緒に吞のみに行きましょうよ」

「そんなもん、帰りが何時になると思って──ん？」

「？　どうかしました？」

　突然動きを止めた俺を不ふ審しんに思ったらしく、宮本が顔を覗のぞき込こんでくる。

　しかし俺は天てん啓けいのような閃ひらめきに全ての意識を持っていかれていたので、しばらく彼女を気にかける余よ裕ゆうがなかった。

　宮本が言った給料日という言葉。そいつはつまり、給料が会社から振ふり込こまれる日である。

「俺たちが働くのは給料のためだ。つまり、対価のためだ。そうだろ」

「そうですね？　え、当たり前じゃないですか？」

「当たり前すぎて気がつかなかった。そうか、この引っかかりは対価がないせいだったんだ」

「ちょっと堂道さん、さっきから何言ってるんですか」

「ありがとう、宮本。何がわからなかったか解決したよ」

　俺が朗ほがらかに笑って言うと、宮本は胡う乱ろんげな様子で「はあ」と返してくる。

「……え、その様子だともう悩なやみはいいんですか」

「ああ、すべて解決したよ。問題は他の誰かじゃなくて、俺にあったんだ。俺は労働に夢中になるあまり、その基本的概がい念ねんを忘れていた。労働という手段を目的化していた」

「堂道さん、急に悟さとりでも開いたんですか……？」

　宮本はそこで、少し視線を泳がせた。

「……ま、いいや。どうでもいいですけど、さっきの話……吞のみに行きましょうよ」

「いや、もう悩なやみを聞いてもらう必要はない。助かったよ」

「悩なやみとかそういうの関係なしに、行こうって言ってるんです。たまにはいいでしょ？　次の日は休日だし」

　彼女は卓たく上じようカレンダーを引き寄せ、給料日の二十五日を指差す。

　吞のみ、吞のみ、と何度か考えて、ああ、なるほど、と俺は思った。きっと落ち着いた場所で、宮本はこの間の話の続きをしたいのだろう、と。

「……チーフも呼ぶか？」

　周りに意識を向けながら、小声で囁ささやく。

「なんでチーフなんて呼ぶんですか。あんなのがいたら酒がまずくなるでしょ」

「え、でもお前、こないだの話の続きをしたいんじゃないのか」

「それはもういいんですよ。私、もうしばらくここで頑がん張ばるって決めましたから」

「あ、そうなの」

「そうなんです」

　宮本は肩かたをすくめて、どこか気まずそうな態度で窓の方に目をやった。悩なやみを打ち明けてしまった手前、俺に弱みを握にぎられたように感じているのかもしれない。

「まあ、またしんどくなったら言えよ。俺には、仕事をかすめ取るくらいしかできないけど」

「かすめ取るって、何か面白い表現ですね。仕事を、まるで宝物みたいに」

　宮本ははにかむようにして笑った。

　その笑顔には、年相応の明るさが戻もどってきているような気がした。
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　その日の晩、俺がうきうきしながら帰ると、いつものように帰宅の気配を察知したシノさんがやってきた。飛んで火に入いる夏の虫とはまさにこのことである。

「おかえり。今日も遅くまでお疲つかれさま。ご飯できてるわよ」

「ようやくわかりました。労働には、対価が必要なんですよ、シノさん」

「はあ？」

　ポカンと口を開けるシノさんを見て、俺は自おのずと得意になった。

「ずっとわからなかったんですよ、色々なことが。ずっとモヤモヤしていて、それがシノさんの行動原理がわからないせいだと思い込んでいました」

「モヤモヤ？　まさか、何か悩なやんでたの？」

「ええ、でも俺はようやく答えを見つけたんです。シノさんにどういう考えがあるのかってことよりも、目の前にあるのが、俺の価値観に沿った物事じゃないっていうのがモヤモヤしていたんだって。利己的ですからね、俺は」

「とりあえず、食べながら話したら？　せっかくの料理が冷めちゃう」

　シノさんは当然と言わんばかりの態度で俺の部屋に入り込むと、ちゃぶ台を広げて、その上にテキパキと料理を並べ始めた。

「おいしそうですねえ」

「決まってるでしょ。ほら早く、食べて食べて」

　俺が料理を口に運ぶ様子を、シノさんはちゃぶ台の向かい側という定位置から、にこにこして眺ながめていた。

「おいしい？」

「おいしいです。相変わらず、すばらしい『仕事ぶり』です」

　そう言うと、俺はおもむろに財さい布ふを取りだした。

「え、どうしたの急に？」

「シノさんのやっていることは、要するに『労働』ですよ。それに対して対価を支し払はらっていないからモヤモヤしていたんだって、ようやくわかったんです」

「は？」

「働くのは楽しいですからね。シノさんのやっているのが労働だとすれば、行動原理も説明できます。楽しいからやる。理性的快楽を得るために、働く。すべてがつながったというわけです」

「わけわかんないこと言ってないで、それしまってよ」

　シノさんは呆あきれ顔がおで財さい布ふを指差す。

「そういうわけにもいかないですよ。きちんと対価を受け取ってもらわないと、それが労働にならないじゃないですか。そうなると、また物事がややこしくなってしまいますし……」

「ややこしいこと言ってるのはあんたでしょ！　いいから、そんなものしまいなさい！」

「無賃労働は許されません。労ろう基き呼びますよ」

「私は労働してるわけじゃないわよ！　むしろ、その言葉は嫌きらいなの！　言ったでしょ、『怠たい惰だ』を愛する女だって！」

　シノさんはヒステリックに叫さけぶと、二にの腕うでをさすり始めた。

「よ、よくも私のやっていることを『労働』だなんて……ああ、おぞましい！　見てよ、鳥とり肌はだ立っちゃったじゃない！」

「労働をおぞましいとは何です。勤労は国民の義務として、日本国憲法にも記き載さいされているほどなんですよ。労働を馬ば鹿かにすることは、巨きよ視し的てきに見れば日本を馬ば鹿かにしているのと同じこと。反省してください」

「都合のいい視野拡大をするんじゃないわよ！」

「とにかく、対価を受け取ってください。ね、それで全て丸く収まりますから」

　言いながら、万札を五枚取りだす。いままでの分もまとめて払はらおうという魂こん胆たんである。

　しかし、シノさんはむすっと頰ほおを膨ふくらませた。

「……それしまわないと、このご飯食べさせてあげないわよ？」

「食べるから払はらうって言ってるんですよ」

「ああ、もう！　私はお金なんていらないの！　そんなもののために誰かを甘やかしたりするのは、二流どころか三流のアマヤカシストなんだから！」

「あ、あまや……？　何かいま一いつ瞬しゆん、脳が理解を拒こばむような用語が聞こえた気がしましたが」

「アマヤカシスト。人をひたすら甘やかす存在を指す言葉よ。あれ、ひょっとして、こっちではあんまり知られてない？」

　きょとんと、不思議そうな顔をするシノさん。

「そんな言葉が広まってたら、日本ヤバいでしょうね……」

「要するに、私みたいな存在を言うのよ」

　いや、胸を張って言われても困る。

「これでわかったでしょ？　私は誇ほこり高たかい一流のアマヤカシストなの。わかったら、さっさとそれをしまうことね」

「未知の概がい念ねんで丸め込もうとしないでください。なんら説得力ありませんから、それ」

　あまりにシノさんが頑がん固こなので、俺はやり方を変えることにした。

「シノさんは俺が『そんなことしなくてもいい』って言っても、ずっと色々なことやってくれてるじゃないですか。ご飯だって作ってくれるし、掃除だってしてくれるし」

「……迷めい惑わくだった？」

　急にトーンダウンした彼女を見て、思わず慌あわてる。

「い、いえ、違ちがいますよ。もちろん、すごくありがたく思ってます……おかげで、日々のパフォーマンスがすごく上がっていますし」

「それならよかった」

　手の平を返すように、パッと表情を明るくするシノさん。

　……やりづらい。

「……俺がいいって言ってもシノさんはやってくれるんだから、今回はシノさんがいいって言っても、俺はきちんと対価を払はらうべきだと思います。シノさん自身が最初にやってることですから、かまいませんよね」

「あんたも頑がん固こね」

「そうしないと、俺の中で物事がきちんと収まらないんですよ。俺を助けると思って。このままだとストレスで禿はげそうです。シノさんは、俺のために何でもしてくれるって言ってましたよね」

　言いながら、俺はちゃぶ台に万札を置き、シノさんの方にすっと差しだした。

　彼女は、むすっとしたふくれ面つらでしばらくそれを睨にらみつけていたが、いきなり弾はじかれたように顔を上げた。

「──対価を受け取ればいいんでしょ？」

「そうですね」

「だったら、お金以外の方法で受け取るわ！　それでいいでしょ？」

「……お金以外の方法？」

「時間が欲しいの。拓務の時間を、私にちょうだい。時は金なりって言うものね？　時間なら、お金と等価だわ！」

　満面の笑みで、そんなことを言うシノさん。

　彼女は「ちょっと待ってて！」と言って慌あわただしく部屋から出て行くと、三十秒ほどで帰ってきた。手に、札のようなものが握にぎられている。

「ほら、たとえばこれよ。たまたまライブのチケットが当たったんだけど、カップル用なの。拓務が一緒なら行けるんだけど」

「カップル用のチケット？　カップル割とかなら知ってますけど、世の中にはそんなものが存在するんですか？」

「現にあるじゃない、ここに」

　渡されたチケットを見ると、以前シノさんが好きだと言っていた地下アイドル、『怠なまけ坂ざか46』のライブチケットだった。確かに、大きな注意書きで『※カップル用』とある。

「大は小を兼かねる的なノリで、二人用のチケットなら一人でも入場できそうなものですけどねえ」

「ダメダメ！　転売対策で、そういうのはいま厳しいのよ。二人用なら二人でしか入場できないし、カップル用ならカップルでしか入れないの」

「はあ、そういうものですか……」

「そういうものなのよ」

「で、俺にこれについて来いと」

「うん」

「いつです？」

「来週の日曜日」

　シノさんはにこにこ笑っている。どうやら、応おう援えんしているアイドルグループのライブがよほど楽しみらしい。はっきり言って気乗りはしなかったけれども、いつも世話になっているシノさんの頼たのみである。それに彼女が『労働』の対価として同行を求めている以上、こちらも拒きよ否ひするわけにもいくまい。

「ええ、いいですよ」

　俺が頷うなずくと、シノさんは大げさと思うほど大きなガッツポーズを取った。

「──やった！」

「ははは、そんなに喜ばなくても」

「……あんた家にいたら仕事しようとするし、ちょうどよかったわ」

「──え、何か言いました？」

「ううん、何も」

　真顔で首を振ふるシノさん。

「とにかく、これで話はまとまったわね。拓務が平日忙いそがしいのは知ってるから、時間のある休日を私にちょうだい……ほら、私、留学生ってやつだし？　日本文化を勉強したいから！」

「休日ずっとは無理ですよ。持ち帰りの仕事をしないと、翌週の業務が滞とどこおりますし。ただ、持ち帰りの仕事も、最近は減ってきてしまっているんですけどね……」

「なんで残念そうなのよ。それはすごく喜ばしいことじゃない！」

「シノさんのせいというか、シノさんのおかげというか」

「おかげ、よ！　当然でしょ？　仕事しなくてよくなった分、私の日本文化研究に付き合って。いい？」

「勤労の対価として、それを求めるということですね？」

　勤労という言葉を聞いて、シノさんの頰ほおがヒクリと動く。

「……た、拓務がそう思いたいなら、そう思っていればいいんじゃない？　そうじゃないとモヤモヤするっていうんだったら……」

「ええ、シノさんはとても真面目な方です。同じ労働者として、尊敬します」

「ぐっ……っく……」

「無理はしないでくださいね。働きつめて、身体を壊こわしたら元も子もないですから」

「あんたにだけは言われたくないわよ、このワーカホリック！」





６






　ライブ当日、俺とシノさんはアパートのエントランス前で落ち合った。

「──あ、やっと来た。じゃ、行きましょ」

　彼女は俺が下りてくるのを見つけると、ツインテールの片方をかきあげてそう言った。

「お待たせしました……あれ、何か今日のシノさん、イメージ違ちがいますね」

「そ、そう？」

「ええ。女性的って言うとちょっと語ご弊へいがありますけど、すごく素す敵てきですよ」

　彼女はこれまでのイメージのようなラフな格好ではなく、今日はふわりとした白いブラウスと、シックなロングスカートを身につけている。

　彼女は少しうつむいて頰ほおを染めると、おずおずした様子でこちらに右手を伸ばした。

「き、今日拓務の時間は私のものなんだから、ちゃんとエスコートして……」

「俺、自じ慢まんじゃないですけど、いわゆる大人になってから女性とちゃんと付き合ったことないので、エスコートの仕方なんてわかりませんよ」

　言葉どおりまったく自じ慢まんにならないことを言いながら、シノさんの手を握にぎる。

「……どうせ、仕事ばっかりしてたんでしょ」

「そのとおりです。俺の人生にとって、それが一番重要なことですからね」

「ねえ、いま『大人になってから』って言ったけど」

「はい」

「その言い方じゃ、子どものころは女の子と付き合ったことはあるの？」

「ありますよ、一回だけ」

　それで俺は、例の高校のころの恋愛体験を話した。

「でもいまから考えると、俺はその子のことを心から好きだったんじゃなくて、勉強がずば抜ぬけてできる人を尊敬していただけなんだと思います。自分にはできないのに、どうしてこの人はこんなに勉強ができるんだろうって」

「勉強が好きだったってこと？」

「好きでしたねえ。学生のころなんて、結構な時間を勉強に費ついやすじゃないですか。だったら好きになった方がつらくないって話ですよ。でも、全然できなかった」

「その子と付き合ってみて、変わったの？」

「そうですね。その子、別に学がく習しゆう塾じゆくに行ってるとか、点数を取るテクニック的なことを知ってるとかじゃなくて、教科書を暗記するくらい何回も読んでいるだけだって言ってました。教科書って、つまりは基本ですよね。できて当たり前って思って軽視する子が多いんですけど、意外とその基本が身についてないことが多いんです」

　彼女に勉強のやり方を聞いた俺は、それから寝ねる間まも惜おしんで教科書を読みふけるようになった。基本を押さえ、面白いようにテストの点数が上がるようになってからは、ますます勉強が好きになってのめり込んだ。しかしそうしているうちに、いつの間にか彼女への好意が薄うすれていることに気がついた。

「……薄はく情じよう者もの」

「自分でもそう思います。それ以来異性を好きになったことありませんけど、それは俺自身が誰かを好きになる資格なんてないって、わかってるからかもしれません」

「で、いまは恋愛そっちのけで仕事してるってこと」

「そうしてるのが楽しいんですよ。俺はどうしようもなく我わが儘ままで、利己的なんだと思います。両親からは、早く結婚して孫の顔を見せろってずっと言われてますし」

「楽しいと思うことをやるのは悪いことじゃないわ。それに拓務のそれは半分、自衛みたいなものでしょ？」

「自衛？」

「さっき言ったじゃない。結構な時間を勉強に費ついやすなら、好きになった方がつらくないって。それは勉強の話だったけど、いまの仕事好きも根本は同じでしょ？」

「言われてみるとそうかもしれないですね」

「自分が労力を費ついやすものを好きになって、それに熱中できるってすごい才能よ。要するに、拓務は頭に超ちようがつくポジティブ人間ってこと」

　シノさんに言われ、俺は首を捻ひねった。

「そういう考え方をしたことはありませんでしたね。そうなのかな」

「勉強が好き。働くのが好き。でも、それってそのときどきで、たまたま労力を費ついやさないといけないものがその二つだったってだけ」

　そう言うと、シノさんは俺の手をぎゅっと握にぎった。

「……あんたの初めての彼女にアドバイスできるなら、もっと労力を自分に向けさせる努力をしなさいってとこね。そうすれば、絶対にもっと好きになってくれるって」

「でも、女の子にデレデレな自分とか想像したくないですね」

「どうして？」

「どうしてって……何か情けないじゃないですか。自分のアイデンティティを、他人に求めてるみたいで。その人ありきの自分ってことでしょう」

「他人と思うからダメなのよ。もうその人は、自分の一部だって考えればいいじゃない」

「いやいや、それは無理ですよ。その人にも迷めい惑わくがかかりますし」

「私は甘やかしエリートで一流のアマヤカシストだけど、甘えてくる誰かのことを迷めい惑わくだと思ったことはないわ。その人のいいところも悪いところも、全て認めてあげて受容する海のような心を持つことが肝かん心じんなの」

「それはシノさんだけですよ。他の女性は、普ふ通つうそんな寛かん容ようじゃありません」

「重要なのは、いま拓務の隣となりにいるのがその私ってことじゃない？　私にならデレデレしても迷めい惑わくじゃないし、どれだけ甘えても恥はずかしくないわ」

「シノさんには常つね日ひ頃ごろから、十分、甘えさせてもらってるじゃないですか」

　そう言っても、彼女は納なつ得とくしないようだった。

「もし彼女がいたら、こういうことしてもらいたいな～とか、そういうのある？」

「デバグとか」

「え、ハグ……？　その……別にそれくらい、やってあげてもいいわよ……？」

　頰ほおを染めるシノさんは、明らかに思おもい違ちがいをしていた。

「デバグっていうのは、プログラミングコードのミスを洗いだすことなんですけど」

「──仕事以外でよ！」

　勘かん違ちがいが恥はずかしかったのか、顔を赤くしたまま、きゅっと眉まゆを吊つり上あげる。

「……う～ん、プライベートではちょっと思いつきませんねえ」

「拓務って基本は受け身だから、私がニーズ喚かん起きしてあげた方がいいのかもね。勉強も仕事も最初は外圧だったわけだし」

「はあ」

「だ、だから今日は……その……私が拓務の彼女になり切って、いっぱい甘やかしてあげる……ひょっとしたら、気にいるかもしれないし……？」

「最初にエスコートしろって言ったじゃないですか」

「……別にエスコートされることと、甘やかすことは対立しないし……」

　ごにょごにょ言いながら、シノさんはピッタリと身体をくっつけてきた。

　その様がぎこちなかったので、俺はふと気になったことを訊たずねてみることにした。

「そう言えば、シノさんのこれまでの恋れん愛あい遍へん歴れきはどんな感じなんですか？」

「……へ？」

「俺の恋愛体験はいま話したじゃないですか。枯かれた土地みたいだったって。シノさんはどうだったんです？」

「わ、私……？」

「シノさんは綺き麗れいですし、すごくモテそうですけど」

「と、当然でしょ!?　私はエリートなんだから！　恋愛心理学も、恋愛工学だって一番だったのよ！」

「ほう、なるほど」

「何よ、文句ある……？」

　気まずそうに、すっと目を逸そらすシノさん。

「あの、そういった机き上じようの理論だけじゃなくて、実技の方は」

「もももちろん、それらの知識を総合的に活いかした恋愛エキスパートに決まってるじゃない！　個別に挙げるには数が多すぎるから、そんなことはしないけど……」

「まあ、シノさんのルックスならきっと周りの男が放っておかないでしょうしね」

「アカデミーは男子禁制だったけどね」

「……ん？」

「ああ、違ちがう！　もちろん男なんて、校外にはたくさんいたから！　私はそういう話をしてるのよ！」

　シノさんはわたわたしながら、言いい繕つくろうように説明してみせた。

　しかしじっと見つめ続けていると、彼女はまたすっと目を逸そらし、気まずそうに身を縮めてしまう。

　ひょっとして、都合の悪い話を振ふってしまったか。

　実際のところ、彼女には恋愛経験がないか、あるいは少ないのかもしれない。ただ、それをそこまで恥はじに思う必要もないと思うが。

「日本では、あまり経験豊富でない女性の方が好まれる傾けい向こうがあると思いますけどね」

「……そうなの？」

　おずおずと、シノさんが視線を上げる。上目づかいで見つめられ、少しドキリとした。

「遊んでいるイメージのある女性は、男性からパートナーとして見られることは少ないですよ。もちろん、人にもよりますけど」

「……拓務はどう？」

「俺はどっちでもいいです。恋愛にあまり興味ないので」

「どっちでもいいはダメ！　じゃあね、会社からの業務命令で、絶対に女の子と付き合わないといけないってなったらどうする？　どっちのタイプの女の子と付き合いたい？」

「それは仕事で、ということですか」

「そうよ、仕事で！　初心うぶな子と経験豊富な子、どっちがいい？」

　普ふ段だん考えもしない質問を投げかけられ、顎あごをさすって考える。

「難しい質問ですね。でも、う～ん……やっぱり初心うぶな方ですかねえ」

「──そ、その心は！」

　シノさんは、食い気味に言葉を被かぶせてくる。

「そっちの方が困難そうじゃないですか。やりがいがありますよ」

「え……あ、そう……」

「経験豊富な相手だと、勝手に物事が進んでいきそうなイメージがありますし。初心うぶな相手なら、まずこちらからの働きかけが必要になるはずです」

「……もういい、もういいわ」

　シノさんは途と端たんに勢いをなくし、遠い目をしながら前を向いた。

「……そりゃあんたはそういう考え方をするわよね。仕事で、とか訊きいた私が馬ば鹿かだったわ」
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　ライブ会場は想像していたほど広くなく、映画館を一回り小さくしたぐらいだった。

　公演が始まる三十分前には到とう着ちやくし、俺は薄うす明あかりの中、ぼんやりと彼女からライブの説明を聞いていた。

　当然のことながら、こういうイベントに参加したことなどないので、勝手がわからない。ただシノさんも日本に来て間もないはずで、状況としては俺とそんなに変わらないはずなのに、妙みように落ち着いているというか、こなれている感を醸かもしだしていて、俺はそのことに少し違い和わ感かんを覚えていた。

「……わかった？　ペンライトは周りをよく見て、みんながやってるのと同じように振ふればいいから。色を変えるときは私が合図を出すから、遅れないで」

「はあ」

「ま、説明はざっとこんなところかしら。さて、それじゃそろそろ……」

　と、開演間近になって、シノさんはカバンをごそごそやり、マスクとサングラスを取りだした。

「……あれ、何ですそれ？」

「何ってマスクとサングラスだけど」

　言いながら、彼女は迷う素そ振ぶりも見せずにその二つを装着する。

「そんなことはわかってますよ。なんで急に、変装みたいなことを始めてるのか訊きいているんです」

「……ああ、これ？　別に意味なんてないわよ……」

　彼女の言葉の途と中ちゆうで、すっと場内が暗くなった。前方の舞ぶ台たいにスポットライトが当たり、ゆっくりと幕が開いていく。

　舞ぶ台たいには、五人の少女が立っていた。

　そこには、以前シノさんに教えてもらったマナという少女の姿もあった。歳は十代の前半くらいだろうか。明るい色の髪をサイドテールにした、活発そうな子である。

　そのマナが口を開く。

『この世せ知ち辛がらい現代社会にお疲つかれの諸君！　怠なまけ坂ざか46のライブにようこそ！　今日は思うがまま怠たい惰だの限りを尽つくしていってねー！　私も全力ではやらないけど、まったり応おう援えんよろしくー！』

「……お金をもらっている側の人間が、客に向かって放つ台詞せりふじゃありませんね。堂々と職務怠たい慢まんをアピールするとは」

「……そういうノリのグループなのよ。脱だつ力りよく系けいっていうの？」

　俺の小声の突っ込みに、シノさんがヒソヒソとフォローを入れてくる。

『突然だけど、みんなはダルセーニョって言葉知ってるー？』

　マナの言葉に、隣となりの子が勢いよく手を挙げて応える。

『はい、先生！　物事がだるくてたまらないという意味です！』

『おしい！　でも違ちがう！』

　おしくないだろ、と思った。ダルセーニョとは、演奏記号ではなかったか。意味は、その記号があるところで、特定の記号（セーニョ）のある場所に戻もどるとか何とか。

　マナはそのことを得意げに説明してから、バッと衣い装しようの前を開いて見せた。

　そこにあるＴシャツの上には、脱だつ力りよくした字体で「だるせーにょ」とプリントされている。

『そ、それはまさか！』

『そう、これぞ選ばれしダルセーニョの紋もん章しよう！　そしてセーニョは家に置いてきた！　つまり私は、このライブ中いつでも家に帰ることができるというわけだぁ！』

『ずるいぞマナっち、堂々とサボる気だな！』

　そんな少女たちの小こ芝しば居いで、会場に笑いが起こった。

「──ははは、面白いですね」

「……何か目が笑ってないけど大丈夫？　わかってると思うけど、これも全部ショーの一いつ環かんだからね？」

　乾かわいた声で笑う俺を、シノさんが心配そうに覗のぞき込こんでくる。

「歌はいつ始まるんです。彼女たちの仕事は、歌って踊おどることでしょう」

「これはあれよ、アイスブレイクっていうやつなのよ。ビジネスでもあるでしょ？」

「な、なるほど」

　彼女の一言で、俺は頭をガンと殴なぐられたように感じた。

「本題に入る前に、場を和なごませようというわけですかっ……！　ああ見えて、彼女たちはかなりやり手の仕事人なんですね……」

「どうでもいいけど、仕事に関連付けると急に納なつ得とくするのやめてくれない？」

　舞ぶ台たいの上では、少女たちが漫まん談だんじみたことをペラペラと話し続けている。

　内容自体はそこまで面白いものではないように感じたけれども、会場にいる客には大いにウケていた。

　需じゆ要ように対し、適切な供給を行うこと。それがビジネスであり、仕事の本質である。

　そういう意味では、彼女たちは忠実に自分の役割を果たしていることになる。

「俺は、彼女たちの表面的な部分だけを色眼鏡の上から見ていたのかもしれませんね。いまからは彼女たちの仕事ぶりを、しっかり見守ることにしましょう」

「なるべく肩かたの力を抜ぬいて見てね……？　こういう場所って、娯ご楽らくのために来るところだから」

『それじゃー、一曲目いきます！　《怠なまけの国の働かＫＮＩＧＨＴＳナイト》！』
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　マナの宣言とともにイントロが始まり、会場が熱気に包まれる。周りで一いつ斉せいにペンライトの光が灯ともったので、俺も慌あわててそれに倣ならった。





　ここは怠なまけの国　法律はたった一つだけ

　それは働いちゃいけないこと

　王様はずっと夫婦でトランプしていて

　王おう妃ひ様はいつキングを切るか悩なやんでる

　お姫ひめ様はキスをしても起きない

　だって魔ま法ほうで眠ってるわけじゃないから

　ここは争いのない平和な国で　ぼくらはそこを守る騎き士し

　仕事がないから　働かＫＮＩＧＨＴＳ

　働く？　働け？　働かＫＮＩＧＨＴＳ

　サボるのが仕事

　……






　ひどい歌詞である。

　ただ、現代社会に疲つかれたサラリーマンにとっては、こういうのがいいのかもしれない。宮本に教えてやれば案外気にいるかもな、などとぼんやり考えていると、突然肩かたに柔やわらかい感かん触しよくを覚えておやっと思った。

　見ると、シノさんが肩かたを密着させてきている。

「……はい、ここで黄色にスイッチ！」

　周りのペンライトが一いつ斉せいに黄色に変わり、俺も慌あわてて黄色のペンライトを灯火する。

　それからも、たった一曲のうちに何度かペンライトの変へん更こうを要求された。

　これはこのライブ、結構ハードな内容かもしれないぞ、と思う傍かたわら、それらのことを完かん璧ぺきに把は握あくしているシノさんに舌を巻く。

「……どうだった？」

　一曲目が終わり、ヒソヒソとシノさんが聞いてくる。

「この曲、前見た動画にはありませんでしたね」

「あれ、そういう感想？」

「そういう感想って、どういう感想ならいいんです」

「生であの子たちを見ても、まだ心の奥がきゅんきゅんしてこない？　可愛いでしょ？」

　言いながら、シノさんはそっと前列の客を指差す。そこにいる三十代ほどの男性は目をトロンとさせて、心ここにあらずといった感じだった。

「……嫌いやな現実を忘れて、夢の世界に没ぼつ頭とうできる。そういう場所を提供するのが、あの子たち『怠なまけ坂ざか46』なのよ」

『──諸君、働きたいかー！　働きたくないかー！』




　──働きたくなーい！




『──じゃあ働かなくていーい！　今日は日曜日！　明日はー!?』




　──日曜日ィ！




　マナの煽せん動どうに、観客が乗っかっている。

「ははは、黒ミサみたいですね」

「はあ、その反応だと本当に効果がないみたいね……せっかく来たけど、無む駄だ足あしになっちゃったかも……」

「効果がない？　どういう意味です？」

「ううん、何も？　あ、ほら、二曲目が始まるわ！」

『それじゃ、二曲目いっくよー！　《退職代行という選せん択たく肢し》！』




　※　少女公演中　※




　三曲目、《くじけたっていい》

　四曲目、《必要ニードから濁だく点てんを取ってみ？》

　五曲目、《下には下がいる》

　六曲目、《サーボモータ》

　七曲目、《倒とう産さん、母さん、アミノ酸》

　八曲目、《ウザい上司のケツを蹴けり上あげろ！》

　九曲目、《アリス・イン・ワンコインランド》

　十曲目、《半分降りて気楽に生きよう》




　※　少女公演終了　※




　全ての曲が終了すると、シノさんは余よ韻いんという概がい念ねんを知らないと言わんばかりの勢いで立ち上がり、俺の手を引いて足早に会場を出ようとした。

「あれ、何かいまから舞ぶ台たいで握あく手しゆ会かいやるって言ってますけど、そっちに参加はしなくていいんですか」

「え？　あー……今日はいいかなって」

　サングラスにマスクのまま、通路でちらりとこちらを振ふり返かえるシノさん。

「あのマナって子のファンじゃないんですか？」

「私はそういうファンじゃないのよ。こう、アイドルとの距きよ離り感かんを大切にしたいっていうか？」

「よくわかりませんが、まあ、シノさんがいいというなら俺は構いません」




「──シノ姉！　やっぱりシノ姉だあ！」




　そのとき突然、薄うす暗ぐらい通路に何者かの大声が響ひびき渡わたった。

「やばっ……」

　シノさんが小さく呟つぶやくのと、その大声の主が猛もう烈れつな勢いで走り込んできて、彼女に抱だきつくのはほとんど同時だった。

「うわあああ！　シノ姉、しんどいよお！　もう何もしたくないよお、甘やかしてえ！」

「ちょっと、マナ！　ストップ、ストップ！」

「え、マナ……？」

　訝いぶかしく思って見ると、シノさんに抱だきついているのは、他でもない……先ほどまで会場の舞ぶ台たいの上にいた地下アイドル、マナその人だった。
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「シノ姉！　私に会いに来てくれたんでしょ!?　幕が開いた瞬しゆん間かん、すぐわかったんだから！　シノ姉がいるって！　会場にシノ姉成分が溢あふれてたから！」

「ちょ、ちょっとマナ……！　変なこと言わないでよ」

　おろおろしながらシノさんは、抱だきついて離はなれようとしないマナと、いまだに状況を理解できずにいる俺の間で、きょろきょろと視線を動かした。

「私、今日、すっごく頑がん張ばってたでしょ!?　褒ほめてそやして甘やかしてえ！」

「──こらあ、マナ！　何をやっているんです！」

　そのとき、スタッフ・オンリーと書かれた扉とびらの向こうから現れた厳格そうな女性が、慌あわてふためいた様子でこちらに近づいてくる。

「申し訳ございません、お客様！　とんだご迷めい惑わくを……」

　そう言って頭を下げる女性から少しでも逃にげたいという気持ちの表れか、マナはシノさんの背後にさっと隠かくれた。

「ああ、助けてシノ姉！　この鬼き女じよが諸悪の根源だよお！　『将来的に怠なまけられるから』とか上手いこと言って、人を馬車馬の如ごとく働かせる悪魔だよお！」

「シノ姉……？」

　その女性はシノさんの名前を聞くと、パッと顔を上げた。そして、サングラスとマスクで顔を隠かくすシノさんを、戦せん慄りつの眼まな差ざしで見つめる。

「シノとはまさか、あのシノ……？」

「他に誰がいるって言うんだ！　シノ姉はシノ姉だ！」

「おお！　ではあなたが……怠たい惰だアカデミー創立以来の大豊作と言われる『黄金の１１９期』──それを統すべる首席卒業生、《人をダメにする黄金ザ・ゴールデン・スポイラー》シノさま……？」

　なんだその二つ名は。

　甘やかしエリートとかアマヤカシストより、もっとヤバい言葉な気がするけど大丈夫か。

　マナは自分を褒ほめられたかのようなドヤ顔になり、よりいっそうシノさんにしがみつく。

「そうだぞ、支配人！　シノ姉が迎むかえにきてくれたからには、私はもうこんな労働無む間げん地じ獄ごくからオサラバするんだ！　今日で私の労働は終わり！　参ったか！」

「くっ……！」

「──ちょっと勝手に話を進めないでよ。私は別に今日、マナをどうこうしようと思ってきたんじゃないわよ」

　そのとき、シノさんがマナを引きはがしながら言う。

「ええ、なんでえ！　前みたいに、私を甘やかしにきてくれたんでしょ!?」

「今日はあんたたちの力を借りにきただけよ。無む駄だ足あしになっちゃったみたいだけど」

「無む駄だ足あし？　どういうこと？」

　きょとんとするマナ。

　そのとき、俺は周りの通路に人だかりができていることに気がついた。マナは先ほど舞ぶ台たいを終えたばかりで、衣い装しようもそのままなので目立つことこの上ない。

「……い、いけませんね。立ち話もなんですから、お話をするなら奥に行きましょう。シノさま、どうぞこちらへ……」

　先ほど「支配人」と呼ばれていた女性が、スタッフ・オンリーと書かれたドアを指差す。

「いや、今日はもう帰らないといけないから……一緒に来てる人もいるし……」

　シノさんはおどおどしながら、俺の方をちらりと一いち瞥べつする。

　それでようやく、マナと支配人の二人は俺の存在に気がついたようだった。

　マナは突然険悪な雰ふん囲い気きになり、こちらを睨にらみつけてくる。

「……は？　何なのこいつ？」

「私がいま甘やかしてる人」

「な、なあにいぃぃぃ！　シノ姉、私というものがありながら、他にも甘やかしてるやつがいるのかあ!?　そんなのビッチじゃん！　甘やかしビッチじゃん！」

「へ、変なことを言うんじゃないわよ！　あんたはあくまでも、アカデミーの実習でお世話してあげてただけでしょ」

「そんなあ！　それじゃあシノ姉は、私に本気じゃなかったの!?　その場限りの都合のいい甘やかし対象だったの!?」

「いまは他の上級生が甘やかしてくれるでしょ？　それで我が慢まんしなさい」

「やだやだ！　みんなお世話が下手くそなんだもん！　私はシノ姉以外の甘やかしを受けつけない身体になっちゃったの！」

　またシノさんにしがみつこうとするマナを、背後から支配人ががっちりと拘こう束そくした。

「……マナ？　シノさまを困らせてはいけませんよ。シノさまには怠たい惰ださまから与えられた重要な役割があるのです。そして、あなたにも」

「ぎゃあああああ！　は、放せえええ！　私は働かないぞ！　シノ姉に甘やかされながら、一生ダラダラして暮らすんだあああ！」

「『働く』などと、何を人聞きの悪い。あなたのやっているのは『遊び』ですよ。みなを笑顔にする『遊び』……さ、握あく手しゆ会かいでファンのみなさんを笑顔にし、ひいては現実の過か酷こくさを浮うき彫ぼりにし、明日からの勤労意欲を削そぎ落おとすのです」

「助けてシノ姉えええええ！　労働は魂たましいの殺人！　支配人は残ざん忍にん！　マジ堪かん忍にん！」

「何をちょっと、韻いんを踏ふんでいるのです。しかし、『労働は魂たましいの殺人』というフレーズはいいですね。次の曲に活いかしましょう……」

　支配人が、マナを引きずって扉とびらの向こうに消えていく。

　取り残された俺たちはしばらく無言だった。場には気まずさが漂ただよっていたが、シノさんが俺の手をぎゅっと握にぎって「……帰りましょ」と小声で呟つぶやいたのをきっかけに、俺たちは劇場を後にすることになった。

「あの、シノさん」

「──訊きかないで」

「まだ何も言っていませんよ」

　隣となりを歩きながら、彼女は極きわめてバツが悪そうな顔をしていた。

「なんでマナと知り合いか、とか、どうしてそれを隠かくしてたか、とかそういうことが訊ききたいんでしょ」

「そうですね。あと、本当に海外からの留学生なんですか、とか。日本に、普ふ通つうに知り合いがいたわけですよね」

「拓務の言いたいことはわかるわ。でも、お願いだから何も訊きかないで」

「うーん」

「私が誰で、どんな存在であるかなんてたいした問題じゃないわ。重要なのは、私があなたを存分に甘やかすことのできる能力と、その意志を持っている、ということよ」

「それはそれで問題だと思うんですけどね」

「私のすべてを自由にしていいから、今日のことは不問にして」

　シノさんは頑かたくなだった。

　俺とて、普ふ段だんから世話になっている人を困らせたいわけではない。ただ、せめてどこかに着地点というか、納なつ得とくできるポイントが欲しかった。

　いまのままでは、彼女のことが本当に何もわからない。詐さ欺ぎや金銭目的と言われた方が納なつ得とくできるが、そもそもこちらからのお礼に金銭ではなく時間を求めてくるくらいだから、その線はないだろう。

　そこらのミステリー小説よりも、遥はるかに彼女の行動原理は謎なぞめいている、と思った。動機がわからなすぎる。

「それならせめて、シノさんが俺のお世話をしてくれている目的だけ話してくれませんか。なぜ俺なんです？　さっきマナちゃんも、シノさんにお世話されたいってお願いしていたじゃないですか」

　しばらくの間、俺たちは無言で歩いた。ちらりとシノさんの横顔を盗ぬすみ見みると、彼女は眉まゆをひそめて考え事をしているようだった。

「……何をあげればいいの？　お金？　身体？　何をすれば喜んで、ただ黙だまって私に甘えてくれるの？」

　ようやく口を開いたかと思うと、シノさんは観念した様子で、力なく頭かぶりを振ふった。

「シノさんの言う『甘える』の程度がよくわかりませんが、俺はずっとシノさんに甘えさせてもらっているつもりですよ」

「……あんたみたいな人間がいるなんて、完全に想定外だわ。私はもう、どうしたらいいかわからない」

　え、これって俺が何か悪いことしてるの？　悔くやしそうな表情のシノさんを見ているとそんな気になって、罪悪感が膨ふくれ上あがってくる。

「アカデミーの教科書に、あんたみたいな人間がいるってことも載のせないといけないわね。こんな目に遭あうのは、私だけで十分」

　シノさんは、おずおずと視線を上げて俺を見つめた。

「……わかったわ。そしたら私が何者であるかと、目的をきちんと話すわ。でも、いますぐは無理よ。許可を取らないといけないから」

「そうですか」

　許可とは何の許可で、誰の許可だろう、と思ったが、そのことも彼女はきっと話してくれるだろうと思って、いま訊きくのはやめておいた。

「……でも、それで」

「はい？」

「……私が何者であるかわかっても、拒きよ否ひしないで欲しいの。これはその……単なる私のわがままだけど……」

　そう言って、シノさんは握にぎる手にぎゅっと力を込めてくる。

「善処します。まあ、働くなとか言われない限り、大丈夫ですよ」

　罪悪感の手前、俺は彼女を精せい一いつ杯ぱいフォローしてみせた。

　しかしそんな言葉を聞いて、シノさんの表情が一いつ瞬しゆん、ピシリと固まったような気がした。
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　その夜、俺は持ち帰りの仕事を終わらせた後、早めに布ふ団とんに入った。

　そして、シノさんが別わかれ際ぎわに言っていた言葉の意味をしばらく考えていた。

　何者であるか、そして目的は何なのか。

　それらをきちんと明らかにすると。

　逆に言えば、最初から彼女の中にその二つはあったのだ。もちろん、わけのわからない博愛主義者であるよりも、そっちの方がよっぽど落ち着くというものだが。

「……考えていても仕方ない」

　俺はそう独りごちると、導どう眠みん目的でプログラミングについて書かれた実用書をしばらくパラパラと眺ながめてから、寝ることにした。

　電気を消し、静せい寂じやくに対して耳を澄すます──と、そのとき、ごそごそと何か部屋の中を動く物音が聞こえて、おやっと思った。

　シノさんだろうか？

　最近、あの人が自分の部屋にいて当たり前になっているので、物音の正体として最初に浮かんだのは彼女だった。

　ただ、どうやって、という疑ぎ問もん符ふはつく。ある程度、親密になったとはいえ、鍵かぎを渡すようなことはしていない。

　そんなことを考えているうちに、不安が膨ふくれ上あがっていく。

　一体、誰だ……？　目的は何だ……？

　強ごう盗とう、殺人──そういう普ふ段だんは他人ひと事ごとでしかない単語のいくつかが頭をよぎり、身の危険を強く感じた。

　侵しん入にゆう者しやを刺し激げきせず起きるにはどうすればいいだろう……と、布ふ団とんの中で身体を硬こう直ちよくさせていると、胸部にいきなり強い重圧を感じ、思わずくぐもった呻うめき声ごえを上げてしまった。

「……ぐえぇっ」

「──し、静かにしろ！　シノ姉に気づかれちゃうだろ！」

　幼さを残すその声には、どこかで聞き覚えがあった。

「くそっ、暗くてどうなってんのかわかんないな……なあ、電気のスイッチはどこ？　ちょっと点つけてよ」

　必死になって手て探さぐりでリモコンを探し当て、侵しん入にゆう者しやのその要求どおり部屋の電気を点つける。

「──わあ！　って、なんだ。電気が点ついただけか」

　きょろきょろする侵しん入にゆう者しやの姿が、光で浮うき彫ぼりになった。

「……ま、マナちゃん？」

「ちゃんとか言うな！　マナって言うか、マナさんって言え！」

　そこにいたのは、昼間のライブで見た地下アイドル、マナだった。

　彼女は布ふ団とんの上に馬乗りになり、眉まゆを吊つり上あげてこちらを見下ろしている。

　なぜ彼女がここにいるのだ、と思った瞬しゆん間かん、不思議と不安感と緊きん張ちよう感かんが消えていくのを感じた。シノさんが彼女のことを「脱だつ力りよく系けいアイドル」とか言っていたと思うが、マナには、文字どおり周りを脱だつ力りよくさせる力でもあるのだろうか。

　目が合うと、マナはドヤ顔になってふんっと鼻を鳴らした。

「お前は私のライバルだからな！　舐なめられるのは許せない」

「ら、ライバル？」

「シノ姉に甘やかされるライバルだ」

　変なことを言う少女である。緊きん張ちよう感かんはほぐれたとはいえ、状況がわからず混乱する。

「ちょっと身体から下りてもらっていいですか。これ、話すのに適切なシチュエーションじゃないと思うので……」
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「なんだ、お前。なんでビビッてないんだ。私は闇やみ討うちにきたんだぞ」

「いや、めちゃくちゃビビりましたよ……マナちゃ……こほん……マナ、なんでここにいるんです」

「だから闇やみ討うちに来たんだってば。わからないやつだな」

　言いながら、マナが「よいしょ」と布ふ団とんの上から下りる。

　身体がやっと自由になり、俺は身を起こした。

「──闇やみ討うち？　それってつまり、闇やみにまぎれて俺をボコボコにしようとしにきたってことですか」

「どこまでやるかは決めてない。私はライブ感を大事にするタイプだから」

「あ、そう……」

「でもお前は私にとって邪じや魔まなんだ。目の上のコブ取り爺じいさんというやつ」

「目の上のコブ、まででいいですね。邪じや魔まと言いたいんだったら」

「うるさいな！　悪魔の世界では、そう言うんだ！　とにかく、シノ姉を返してもらうために闇やみ討うちに来たんだ！　そのために手段は選ばないぞ……」

　腕組みしながら、ニヤリとほくそ笑むマナ。

「悪魔……？　え、いまなんて言いました？」

　一方の俺は、状況にそぐわない言葉を聞いた気がして、ますます困こん惑わくすることになった。

「何だお前。シノ姉と一緒にいるくせに、とぼけやがって。悪魔って言ったら悪魔だ」

「何ですそれ」

「だから悪魔だよ。シノ姉から聞いてるだろ」

「聞いてませんけど」

「ははーん、わかったぞ。さてはあれだろ～突っ込み待ちだろ～。あくまでも悪魔を知らないふりっていうヤツをやりたいんだな」

「──何言ってるんですか？」

　俺が言うと、マナは途と端たんに頰ほおを染めて、気まずそうに目を逸そらした。

「ま、まさかのマジレスとか……いや、ひょっとしてお前」

「なんです」

「……まさか、本当にシノ姉から何も聞いてないとか……？」

「はい」

　俺が短く答えてから、しばらく、シンと嫌いやな沈ちん黙もくがあった。

　……え、　何なのこの沈ちん黙もく。俺が何か悪いことした？

「……え、あ、なんかごめん。お前がそんなにシノ姉に信用されてないなんて思わなかったから……」

「何で急に憐あわれみモードなんです」

「お菓か子し食べる？」

「いりませんよ」

　ポケットから取り出された飴あめ玉だまを断ると、マナはそれを自分で食べてしまう。「んー」と言いながら飴あめ玉だまをコロコロと口の中で転がしているうちに、彼女はどういうわけか上じよう機き嫌げんになったようだった。

「なーんだ、この程度の相手ならわざわざ闇やみ討うちに来なくてもよかったな」

「どういうことです」

「だってお前、シノ姉のこと何も知らないじゃん。甘やかされるのって、共同作業だから。甘やかす方と甘やかされる方に真の協力体制があって、初めてそこに理想的な甘やかし環かん境きようが築かれるわけ。わかる？」

「さっぱりわかりませんね」

「私はシノ姉のことよく知ってる。お前は知らない。どっちがシノ姉にふさわしくて、どっちが甘やかされるべきなのかは誰の目にも明らか」

「そうですか」

「というわけで、シノ姉の甘やかしを辞退してくれる？」

　目を輝かがやかせて、マナが詰つめ寄よってくる。

「辞退してもいいですけど」

「──ほんとか!?」

「その代わり、シノさんのことを教えてくれませんか。俺、あの人のこと何も知らないので」

「……あれ、それって何かおかしくない？　お前がシノ姉のことを知ったら私と同じ高みまで登ってくるじゃん。そしたら辞退するのはおかしくならない？」

「俺とマナはライバルなんでしょう。俺だけ知らないのはフェアじゃありませんよ」

「むむむ」

　マナは腕を組んで考えだす。しばらくしてから、

「……まあ、いいか。スポーツマンヒップにうっとりとも言うし」

「スポーツマンシップにのっとりでしょうね、それを言うなら」

「うるさいな！　悪魔の世界では、そう言うんだ！」

　顔を赤くして叫さけぶ。

「それですよ、さっきも言ってましたけど、その悪魔っていうのは何なんですか。シノさんとも関係があるっぽい雰ふん囲い気きをだしてましたよね」

「関係があるっていうか、シノ姉がまさにその悪魔だからな。人を甘やかして堕だ落らくさせる悪魔」

「……それは比ひ喩ゆ的てきな意味で？」

「違ちがう違ちがう、そのままの意味で。七つの大罪神が一柱、放ほう蕩とうの怠たい惰ださまにお仕えする悪魔なんだ。怠たい惰だアカデミーっていうところで、人間を堕だ落らくさせる術を学んでから人間界にやってくるわけ」

　それを聞いて俺は、どうやらマナは本気で話す気がないらしい、と思った。こんな夜よ更ふけにファンタジー議論でもしたいのか。

　俺のそんな思いが伝わったのか、彼女は不服そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「む、何だその顔は。私がいま説明してるのに。『はいはい、ワロスワロス』みたいな顔をしやがって」

「だって悪魔とか言われても」

「お前たちだって悪魔を知ってるだろ。『悪魔の証明』って言葉もあるくらいなのに」

「それは存在しないものの証明は困難だっていう言葉ですけど」

「うーん、また見解の相そう違いか。人間ってめんどくさいな……」

　困り顔で腕を組むマナ。

「とりあえず、仮定でもいいから認めて。そうじゃないと説明できないし。悪魔はいます」

「……わかりました。ひとまず悪魔がいる世界線があったとして」

　言っていてむなしくなる。どうしてこんなくだらない話を、こんな真夜中にやらなければならないのだ。

「さっきの続きですね。なぜ悪魔は人間を堕だ落らくさせるんです」

「怠たい惰ださまが、それを糧かてに生きてるから。人間の心にある怠なまけ心ごころが好物なわけ。逆に、働き者たちの中にある働き心は大だい嫌きらいで、それを怠なまけ心ごころに変えてこいって言って、部下である悪魔に命令が下りてくるんだ」

　──部下である悪魔──

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、俺は眠ねむ気けが吹き飛ぶのを感じた。

「部下──ということは、その怠たい惰ださまというのは、悪魔にとって上司だと」

「そうそう……え、何か急に食いつきよくなったけど、どうしたの……？」

「──俺のことはいいんですよ。つまり、怠たい惰ださまと悪魔は労使関係にある、ということですか？　命令というのはすなわち、業務命令？」

　言いながら俺がぐいと詰つめ寄よると、マナは露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「近いんだけど……しかも目が血走ってて、キモいんだけど……」

「引かないでください。もう少しで、シノさんのことがわかりそうな気がするんです。シノさんが悪魔だと仮定して、その先を教えてください。つまり……彼女は」

　俺は、自分の声が震ふるえていることに気がついた。




「……労働者、ということですか」




「みんなは否定するけど、まあそうだよね。役割とか、使命とか言いかえて誤ご魔ま化かしてるだけで、結局のところは怠たい惰ださまのために働く労働者だと思う」

「──すばらしい！　なんということだ！」

　気づくと俺は大声を出し、猛もう然ぜんと一人で布ふ団とんの上に立ち上がっていた。

「エウレッカア（わかつたぞ！）！　シノさんの行動原理は、勤労意欲だったわけだ！　謎なぞが全て解けたぞお！　そうだったんだ、やはりシノさんは労働の喜びを知る人だったっ！」

「きっしょ」

「きしょくないですよ！　これを喜ばずにいられますか！」

「一応忠告しておくけど、そういうこと、あんまりシノ姉の前では言わない方がいいぞ。シノ姉、自分が働いてるとか思ってないし、そういう指し摘てきをされると怒おこるから」

「ははは、奥ゆかしい方なんですねえ」

「とりあえず、わかってくれた？　悪魔の証明できた？」

「そう仮定しないと物事が成り立たないんだから、認めざるを得ないでしょう！　シノさんはあくまで労働者！　決まりだあ！」

　いまから思えば、シノさんが異なる文ぶん化か圏けんから来た外国人のように感じたのも、そういう理由があったからなのだろう。これまで、人間社会とは異なったコミュニティで生活していたのだ。

　俺がウオーと吠ほえていると、玄げん関かんがドンドンとノックされるのがわかった。

「──ちょっと、拓務!?　大丈夫!?　何があったの!?」

「……あ、シノ姉だ！　もう話は終わりね！　ちゃんと説明したんだから、ちゃんとシノ姉に辞退するって伝えてね？　甘やかさないでいいって！」

　そう言うと、マナは飼い主が帰って来た子犬さながらの勢いで、玄げん関かんまで駆かけて行った。
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「わーい、シノ姉だあ！」

「な、なんであんたがここにいるのよ！」

　玄げん関かんのドアから飛び出してきたマナを見て、シノさんは目を丸くした。

「シノ姉に会いにきたの！　もう限界だもん！　私を甘やかせるのはシノ姉だけなのお！」

「ちょ、ちょっと待って……拓務は……」

　部屋の中にいる俺と、シノさんの視線が交こう錯さくする。

「あ、拓務、無事？」

「ええ、おかげさまで、とてもいい気分です。最近の中では、一番というくらい」

「いい気分って……マナ！　あんた、二人っきりで拓務と何してたの！」

　切せつ羽ぱ詰つまった表情で、シノさんがマナに凄すごむ。

「え、何もしてないぞ」

「噓うそ！　拓務があんなに朗ほがらかな笑顔になってるとこ、見たことがないわ！　いったいどうやったのよ！　ま、まさかあんた、私が知らない甘やかしテクを……」

「だから、何にもしてないってば。ただ、説明しただけ」

　シノさんに抱だきつきながら、ぴょんぴょんと飛とび跳はねるマナ。

「……説明？　何の説明をしたの？」

「シノ姉が、怠たい惰ださまのために頑がん張ばってるってこと。そしたら、あいつが急に大声出して喜びだしたんだ」

「怠たい惰ださまのために……？　あんた、まさか、私たちのこと話したの？」

　シノさんはおろおろしながら俺の方を見つめた。

「話したよ。人を甘やかして堕だ落らくさせる悪魔だって」

「な、何やってるのよ！　いま身分開示の手続きをして、ようやく許可をもらったとこなのに！　許可なく話したことが上に知られたら、あんたタダじゃすまないわよ！」

「え……」

　シノさんに[image: 叱]しつ責せきされ、マナは急に不安げな顔になった。

「タダじゃすまないって……どうなるの？」

「強制労働施し設せつに連れて行かれて、限りなく生産性の低い労働をさせられるわ。無む駄だなことを延々とやらされて、魂たましいをゴリゴリと削けずられていくの……」

「嫌いやだああああ！　無む駄だなことはやりたくないいいい！　そもそも働きたくないいいいい！」

　マナは頭を抱かかえて、その場をのたうち回った。

　流石さすがに見かねて、俺は彼女たちの間に割って入った。

「まあまあ、シノさん。そのくらいにしてあげてください」

「逆に、あんたは何でそんなに落ち着いてるのよ！」

　シノさんはビシリと突っ込みを入れてくる。

「マナを責めないであげてください。彼女にはとても感謝しています。おかげでシノさんのことを知ることができて、とてもスッキリしているんですよ」

「私のことを知って……」

　するとシノさんは頰ほおを染めて、もじもじし始めた。ツインテールの片方を手で弄もてあそびながら、

「そ、そうなの？　ふーん……」

「シノさんは労働者だったんですね」

「──違ちがうわよ！　何をどう聞いたらそういう結論に辿たどり着つくの！」

　彼女がまたすぐに怒いかりを露あらわにしたので、俺はなだめるようにして、いまマナに聞いたことをそのまま伝えた。

　腕組みしながら、じっと話を聞いていたシノさんは、俺が全てを話し終えるのを待ってから、口を開いた。

「……不ふ審しんに思ったり、怖こわがったりしないの？　私たちが悪魔って聞いて」

「私たちって、マナも悪魔なんですか」

「そうよ。この子はまだ見習いで、上級生から甘やかされてる時期なの。人間にとって、『怠たい惰だ』という感情がどういうものなのかを覚えるためのカリキュラム段階よ」

　シノさんは、すぐ近くで正座させられているマナをちらりと一いち瞥べつした。

「はあ、なるほど。それで一時期、マナを甘やかす実習を担当していたのが、シノさんだったってことですね」

「そういうことね。あと数年もしたら、この子も下級生を甘やかす側の実習に入るのに、心配だわ。ちゃんと堕だ落らくの悪魔として自覚が芽生えるのかしら？」

「ううう……そんな先のことなんて知らないもん……」

　またマナにシノさんの怒いかりの矛ほこ先さきが向きそうだったので、俺は慌あわてて話を戻もどした。

「で、悪魔が怖こわいかって質問でしたっけ」

「そうよ。私たちが自分の正体を隠かくすのは、そういう存在を一般的には人間が恐おそれるからよ。超ちよう常じよう的てきな力を使うこともできるし、生命力も強くて寿じゆ命みようも長い。一生命体として考えるなら、人間よりも遥はるかに強い力を持ってると思うわ」

「超ちよう常じよう的てきな力って、たとえばどんなことができるんですか」

「空を飛んだり、壁かべをすり抜ぬけたり」

　そう言えば、マナは鍵かぎの閉まった部屋にいきなり現れたんだっけ。

「あと私くらいのエリートになれば、錬れん金きん術じゆつも使えるわ」

「れ、錬れん金きん術じゆつ……？」

「物質を金に換かえる力よ。これはアカデミーでも特に評価されたわ。甘やかし対象から労働を排はい除じよするのに、これ以上強力な力はないって」

　シノさんはどこからか五百円玉を取りだすと、それを指でピンと撥はねた。

　五百円玉は空中でクルクル回転しながら、しばらくの滞たい空くう時間のあと、シノさんの手の平にポトリと落ちる。見ると、そこにあるコインは美しい金色になっているではないか。

　思わず目を剝むく。

「な、なんてことだ……」

「あげるわ」

「いりませんよ！　日本では貨か幣へいにいたずらしたら犯罪なんですよ……」

「え、そこ？」

　きょとんと目を丸くしてから、シノさんはまた表情を引ひき締しめる。

「……本当に、あんたは警けい戒かいレベルを上げなきゃいけない人間だわ。物事に対する考え方が、その都度イレギュラーすぎるもの。Ｓ級リストに載のっているだけのことはあるわね」

「何ですかそのＳ級リストってやつは」

「度が過ぎたワーカホリックたちの中で、さらに対策が困難であろうと判断された者だけが名を連ねることを許されたリストよ。そういう者たちには、怠たい惰だの悪魔の中でもとびきり優すぐれた実力者が派は遣けんされるの。つまり、あんたのところに派は遣けんされた優ゆう秀しゆうな悪魔っていうのが、私なんだけど」

　言いながら、シノさんは悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんでいた。

「でも、私は井の中の蛙かわずだったんだわ……怠たい惰だアカデミー創立以来の天才とか言われて、舞まい上あがっていたのよ。やっぱり、いきなりＳ級はやめておくべきだった……」

「ええ！　こいつ、シノ姉にも甘やかせられないのか!?」

　落ち込むシノさんを見て、マナが驚おどろきの声を上げた。

「そうよ。いまだに私は、拓務に満足な甘やかしを与えることができていないもの」

「ほんとに人間かよ……」

　二人に胡う乱ろん気げな眼まな差ざしで見つめられ、流石さすがに俺も異を唱える。

「ちょっとちょっと。俺は十分シノさんに甘えているでしょう。そんな異常者みたいに言われるのは心外なんですが」

「甘え方が足りないのよ！　もっと魂たましいと肉体全てを投げだして、溺おぼれるようにして甘えて欲しいのに！」

「具体的に、俺がどういう甘え方をすればシノさんは満足なんです」

「ずっと家でダラダラして、必要なことは全部私にやらせるの。苦痛がない状態で、ただひたすら快楽を貪むさぼることだけを考えていればいいのよ。ダラダラして、快楽を追求する姿勢。業界用語で、これをダラクというんだけど」

「ダラク……？」

「要するに、人間の怠たい惰だに対する向き合い方が、最大になった状態のことをいうの。私たち怠たい惰だの悪魔が理想とする境地。あんたに私が求めるのは、そのダラクの状態よ」

「それは俺に働くなということですか？」

「……そうよ！」

　シノさんが、キッと目つきを鋭するどくする。

「マナのせいでちょっとややこしくなっちゃったけど、私が身分を明かす許可を上にもらったのは、そうした方が、拓務が私に甘えられると思ったからよ。わけのわからない状態だと甘えられなくても、きちんと役割を示せば甘えられるだろうって」

「まあ、いまの方がスッキリしているのは事実です」

「そうでしょ？　もう遠えん慮りよすることなんてないわ。私がどういう意図を持ってあんたを甘やかしたいと思ってるか、わかったでしょ？」

「でもシノさん」

「でもじゃないのお！」

　シノさんは、どこかやけっぱちになっているようだった。

「シノゴノ言わずに、あんたは私に甘えてればいいの！」

　そのときジワリと彼女の目に涙なみだが浮かび、俺は大いに慌あわててしまった。

「そ、それは無理ですよ。しかもズルい」

「ズルい？」

「そうでしょう。俺が働かなくなったとして、シノさんはずっと、そんな俺の周りでこれ見よがしに労働する気でしょう。対象を甘やかす、という労働を」

「私は働いているわけじゃないわ。ただ与えられた役目を果たすために、そうしようと思っているだけよ」

「与えられた役目を果たそうとするのは労働ですよ。シノさんは俺に、労働のゼロサムゲームを仕し掛かけているというわけです。俺の仕事が増えればシノさんの仕事が減り、俺の仕事が減ればシノさんの仕事が増える」

「くっ、屁へ理り屈くつを……」

「いま、最初の質問に答えます。悪魔というのは、本当に恐おそろしいですね。俺にとって、もっとも大事なものを奪うばい取とろうとするんですから」

　するとシノさんは涙なみだ目めのまま、目を伏ふせた。

「ですが同時に、とてもすばらしいですね。生まれながらにして労働者なわけですから」

「……はあ？」

「そうでしょう。自分の人生の意味をあれこれと探して、ときに悩なやんだりする人間と違ちがって、悪魔は役割が明確です。しかも、それが最初から労働に向いているとは！　すばらしいじゃないですか！」

　言いながら、俺は彼女たちの立場が心底羨うらやましいと思った。自分が悪魔として生を受け、生まれながらの仕事というやつと向き合ってみたときのことを考えると、何というか、その──興奮した。

　しかしシノさんとマナが若じやつ干かん引き気味にこちらを見ていたので、すぐに場を取とり繕つくろおうと咳せき払ばらいする。

「……こほん。俺はそれがどういう職業であれ、働いている人を見るのが好きですよ。ですから、シノさんの仕事も応おう援えんします」

「……そしたら、いまの仕事やめてダラクしてくれる？」

「それは無理です」

「じゃあ応おう援えんしてないじゃない！」

「ですから、俺たちの間にあるゼロサムゲームの構造自体を、変える必要があります。俺とシノさんの両方が笑って働ける方法を、考えればいいじゃないですか」

「そんなことは不可能だわ」

「人間は昔、錬れん金きん術じゆつを不可能と結論付けたそうですよ。それをやすやすとやってのけるシノさんが、人間である俺でさえ諦あきらめていない物事に対して、不可能というんですか」

「……シノ姉、こいつやっぱり頭おかしいぞ」

　ずっと黙だまっていたマナが、呆あきれ顔がおでぽつりと言った。

　一方のシノさんは、悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんでいた。
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　シノさんの正体を知った次の日の晩、俺が終電で仕事から帰ると、部屋の前に彼女が佇たたずんでいるのを見つけた。いつもは俺が帰って来た気配を察知してからやってくるのに、今日はずいぶんとせっかちである。

　シノさんは俺の姿に気がつくと、意味深な笑顔になった。

「おかえり、拓務」

「ただいま帰りました。どうしたんです、こんなところに立っているなんて。夜はまだ冷えるでしょう」

「実は隣となりの部屋、解約することにしたの」

「え」

「解約することにしたの」

　同じ言葉を繰くり返かえし、シノさんは自分の部屋を指差した。

「荷物も全部実家に送っちゃったから、部屋の中はもう空っぽ。一応、契けい約やくは今月終わりまで続くんだけどね」

　突然のことで、しばらく俺は彼女の言っていることがよくわからなかった。

　それはどういうことだ？　昨日の話から明らかなように、彼女はここに働きに来ていたのである。つまり、この部屋は職場と言ってもいい。それを解約する……？

「……シノさん、まさか退職されるんですか」

　シノさんは何も言わない。

　彼女の顔は赤く、しかもこの上なく気まずそうだった。いまから切り出す言葉が、極きわめて言いづらい内容であるとばかりに。

　しばらくしてから、意を決した様子で彼女が顔を上げる。

「私、もう決めたの」

「……そうですか、残念です」

　俺は力なく頭を振ふった。

「先に言っておきますが、俺が昨日シノさんのことを応おう援えんしたいと言ったのは本心です。しかし、シノさんがそういう決断を下されたのなら、仕方ありません。結局のところ人には、他人の人生に口出す権利はありませんから」

　彼女は人ではないのかもしれないけど、とぼんやり思って、内心で苦く笑しようする。

「応おう援えんしてくれるのなら、好都合だわ。じゃ、鍵かぎを開けて」

「……ん？」

「今日から、私は拓務の家に住むことにしたから」

　俺はまた、しばらく彼女が何を言っているのかよくわからなかった。

　ようやくその意味を理解できたとき、目の前に立つ彼女がにこにこと笑っていることに気がつく。

「……それは無理ですよ」

「無理って、不可能ってこと？　人間の見方ではそうかもね。でも、私は錬れん金きん術じゆつすら可能な悪魔よ」

「それ、昨日の意い趣しゆ返がえしのつもりですか。家主の俺がダメと言っているんですからダメです」

「正体を明かした以上、隣となりの部屋にいようとあんたの部屋にいようと同じことなのよ。言ったでしょ？　壁かべなんていくらでもすり抜ぬけられるって。それならあんたも、私が目の届くところにいた方が安心できるんじゃない？」

　俺がどう断ろうと思っていると、シノさんは軽かろやかな足取りで、一歩俺との距きよ離りを詰つめた。

「……そう言えば、その前にひとつ言っておかないといけないことがあるわ」

「何です」

「私が悪魔って知っても、怖こわがらずにいてくれてありがと……」

　そう言ってその場でクルリと回り、背中を見せるシノさん。首筋が真っ赤だったので、照れているのかもしれない。

　それを見て、俺は溜ため息いきを吐ついた。そして、ポケットから鍵かぎを取りだす。

「……怖こわいですよ。昨日も言ったでしょう」

「怖こわがり方かたが想定してたやつじゃないからセーフ。ほら、早く鍵かぎを開けて」

「壁かべをすり抜ぬけられるなら、俺が鍵かぎを開けるのを待つ必要もないじゃないですか」

　そんなことを言いながら、鍵かぎを開けて部屋の電気を点つける。

　すると、部屋の奥から「ぎゃー！」と聞き知った声が聞こえてきた。

「……は？」

「明るいいい！　目がああああ！　目がああああ！」

「ちょっと、ここで何やってるのよマナ！」

　シノさんが、俺の布ふ団とんの上でのたうち回るマナを[image: 叱]しつ責せきする。

　するとマナは、すぐに暴れるのをやめてシノさんに抱だきついた。

「あ、シノ姉だあい！」

「質問に答えなさい！　なんであんたがここにいるの！」

「シノ姉の部屋に行ったら誰もいなかったんだもん！　家具もなくなって、シノ姉どっか行っちゃったのかって……でもこいつの部屋にいれば、きっと来るって信じてたから！」

「あ、あんたねえ……」

「シノ姉、こいつにゾッコンって感じだったし！　絶対に諦あきらめるわけないって思ってたから！」

「──はあああああ!?　な、何を言ってるのよ！」

　シノさんは急にあたふたと、顔を真っ赤にした。

「信じてたよ、シノ姉！」

「あ、あくまで甘やかし対象としてよ!?　私は悪魔なんだから！　人間を、その……そういう目で見たりはしないし……だから……」

「そういう目？　それってどういう目？」

　純じゆん粋すいに不思議がっている様子のマナに覗のぞき込こまれ、ますます真っ赤になるシノさん。彼女はこほんと咳せき払ばらいすると、しがみつくマナを引きはがした。

「こ、こんな話をしている場合じゃないわ。拓務は疲つかれて帰ってきてるんだから。マナ、今日ここにいることは不問にしてあげるから、手伝いなさい……」

「手伝う？　何を？」

「お風ふ呂ろ入れて。私はご飯を作るから」

「わかった！　でも、あれやらなくていいのか？」

「あれ？」

　きょとんとするシノさんを尻しり目めに、マナは俺の方に駆かけ寄よってきて、腰をくねつかせた。

「……お風ふ呂ろにする？　ご飯にする？　それとも私？」

「どれもまだ用意できてないでしょ！　できたらやる予定だったわよ！」

　やる予定だったのか……。

　眉まゆを急にしてマナを[image: 叱]しかりつけるシノさんを見ながら、俺はまた溜ため息いきを吐ついた。

「にぎやかですね。俺は一人っ子ですけど、兄妹きようだいがいたらこんな感じだったんでしょうか」

「お前の妹になったつもりはない！」

　マナは俺にビシリと指差して言う。

「でも、奥さんにならなってやってもいいぞ！　お前と結婚すれば、お前を甘やかしにきたシノ姉に甘やかしてもらえるからな！」

「──あんた、私をさしおいて何を言ってるのよ！　じゃなくて……その……マナ、あんたねえ、結婚なんて軽々しく言うことじゃないのよ！　拓務も本気にしちゃダメだからね！」

　あまりにも必死に言いい募つのってくるシノさんに面めん食くらう。

「わ、わかってますよ、そんなこと。マナだって冗じよう談だんで言ってるに決まってるじゃないですか」

「冗じよう談だんじゃないぞ。なんだったら、今日一緒に寝るか？　夫婦は一緒に寝るんだろ？」

　マナの言葉で、空気がピシリと凍こおりつく。

　シノさんの纏まとう雰ふん囲い気きがとんでもないことになっていたが、マナはそれにまったく気づいていないようだった。

「あはは、私も甘やかしに目覚めちゃったかもなー。抱だき締しめられて、よしよしって頭を撫なでられるとすごく気持ちいいんだぞ。今日、私がやってあげるね」

「マナ──お風ふ呂ろ──早く」

　シノさんは浴室を指差すと、断だん片ぺん的てきに言葉を発した。

「はーい、わかった。こいつが入った後、一緒に入ろうね、シノ姉。お背中流して！」

「わかったから──早く──」

「やったあ！　一緒に入るって約束したからね！」

　浴室にマナが消え、「ふんふーん♪」と彼女の鼻歌が聞こえてきてから、シノさんはやおら俺ににじり寄ってきた。

「な、なんです」

「あんたまさか、ロリコンってわけじゃないわよね……？　いままで私に反応しなかったのも、実は幼女趣しゆ味みがあったからとか……」

「違ちがいますよ」

「ロリコンはみんなそう言うの、私は知ってるのよ？」

「じゃあどう答えたらいいんです。神に誓ちかって、俺は潔白です」

「怠たい惰ださまに誓ちかうのなら間ま違ちがいはなさそうね……」

　変な勘かん違ちがいをされてしまう。そう言えば、確か七つの大罪神だったか。

　敷しきっぱなしになっている布ふ団とんにちらりと視線を落とし、シノさんはほんのりと頰ほおを染めた。

「マナはこの後、ちゃんと帰すから」

「え？　こんな夜中にですか」

「夜中って言っても、あの子は悪魔なんだから。むしろ本領を発揮できる時間帯だし、危険なんて何もないわ」

「はあ、そうですか」

「布ふ団とんは一つしかないし、あの子の寝る場所がないもの。仕方ないわ」

「そう言えば、シノさんはどこで寝るんです？」

　言ってしまってから、流石さすがにいまのはデリカシーに欠けた質問だと自分でも思った。

「ああ、布ふ団とんはシノさんが使って下さい。俺はその辺で寝るんで。明日になったら、ホームセンターで布ふ団とんを買ってきてくれると助かります」

「あんたはちゃんと布ふ団とんで寝るの。疲つかれてるんだから、当然でしょ？」

「でも、そしたらシノさんが寝る場所がありませんよ」

「私も拓務と一緒の布ふ団とんで寝るから……」

　目を伏ふせたままだったが、シノさんははっきりとそう言った。

　一緒に寝る、か。

　──うん、なるほど。

　つまり、同どう衾きんする、と。

　ちょっと言いい換かえてみても、状況は何も変わらなかった。

「いや、流石さすがにそれは……」

「大丈夫、安あん眠みんは約束するわ。この間、私の膝ひざ枕まくらで熟じゆく睡すいしたこと覚えてるでしょ？」

　その言葉で、シノさんの太ももの柔やわらかさを思いだす。

　ああ、あれは確かに、体験したことのない心地ここちよさだった、と。

「──でも私の本気は、あんなもんじゃないから」

「いや、何をする気なんです」

「期待してて」

　そう言って、シノさんはくるりと背を向けると、キッチンの方に向かっていく。しかし彼女の首筋が真っ赤になっているのを、俺は見み逃のがさなかった。
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「お風ふ呂ろ沸わいたぞ！　ほら、早く入れ！」

　しばらくするとお湯の準備ができたらしく、マナにぐいぐいと背中を押されて、俺は洗面所に向かった。

「マナ、もう時間も遅いですから、声は少し抑おさえ目でお願いします。隣となりの部屋は空いているとしても、近所迷めい惑わくになってしまいますよ」

「あ、そうか。あはは、ごめんごめん」

　笑いながら、彼女は上着に手をかけた。そしてこちらが制止する間もなく、「よいしょ」の掛かけ声ごえとともに肌はだ着ぎ姿すがたになる。

「……ちょっと、何をしているんです」

「何って、服を脱ぬいでるんだけど。そのまま入ったら濡ぬれちゃうだろ、馬ば鹿かだなあ」

「いや、人にお風ふ呂ろに入るよう勧すすめといて、なんで自分が入る気まんまんなのかを聞いてるんですけど」

「お背中を流してあげる。私はあとでシノ姉にやってもらうから、お前は私がやってやる。仲間外れになっちゃったら、かわいそうだもんな」

「自分でできるのでいいですよ」

「遠えん慮りよするなよ～。他の人に背中こすってもらうと、すっごく気持ちいいんだぞ」

　マナは手をわしゃわしゃと動かし、一人でニシシと笑っている。

「──マナ！　出過ぎたことをするんじゃないわよ！」

　そのとき、シノさんが慌あわてふためいた様子で現場に駆かけつけた。彼女はマナを背後からがっちりと羽は交がい絞じめにして、ずるずると部屋の向こうに連れて行く。

「わあああ!?　シノ姉なにするの!?　私は善意でやってあげてるんだよお！」

「見習いのあんたに、そんな高レベルな奉ほう仕しができるわけないでしょ！　いいから大人しくしてなさい！」

「そんなあ……」

　しょんぼりするマナを床ゆかに正座させてから、シノさんが大おお股またで洗面所まで戻もどってきた。

「すみません、シノさん。助かりました」

「当然のことをしただけだわ。あの子の不始末は、巡めぐり巡めぐって私たち怠たい惰だの悪魔の評価を下げることに繫つながりかねないんだから」

「ご自分の仕事にプライドを持つのはいいことです」

　と、冷静を装よそおって言ったものの、内心あまり気が気ではなかった。

「……シノさん、俺の入浴中、マナが入ってくるようなことがないようにお願いしますね。あの子、ちょっと何をするかわからないところがあるので……」

「もちろんよ」

　シノさんのその言葉を聞き、ほっと安あん堵どの息を吐つく。しかし一人で生活しているときには、こういう心理的なプレッシャーはなかったのだが。

　シノさんが洗面所からいなくなってから、俺はいそいそと衣類を脱ぬいで風ふ呂ろに入った。

　浴室でも落ち着かず、早めに出ようと思って急いで汗あせを流すことにする。

　そのとき、扉とびらの向こうで誰かがごそごそ動いてる音が聞こえ、俺は心臓が止まるのではないかと思うほど驚おどろいた。

「ちょっと、シノさん！　マナを見張ってくれてますよね!?」

「──大丈夫よ、マナが入ってくる必要がないわ」

　その言葉とともに、ガラリと無ぶ遠えん慮りよに扉とびらが開き、Ｔシャツと半パンというラフな格好のシノさんが浴室に入ってくる。

「は!?　ちょ──ええ!?」

「お背中流しの奉ほう仕しは高度な教育を受けた私が担当するから、マナの出番はないわ」

「いや、シノさんも入ってこないでくださいよ！　自分でやるって言ってるでしょう！」

「そんなに照れないでよ。こっちまで恥はずかしいことをしてる気になるじゃない……」

　浴室の湯ゆ煙けむりごしに見えるシノさんは、ほんのりと頰ほおを上気させていた。

「いや、恥はずかしいことをしてる気になるって、事実恥はずかしいことをしてるでしょう。こっちは裸はだかなんだから」

「じゃあ、私も裸はだかになればいいの？」

「なんでそうなるんです」

「いいから、あんたは黙だまって私に背中を明あけ渡わたしていればいいの。べ、別に変なことはしないから……あんたがしたいなら別だけど……」

　変なことって何だ。

　久方ぶりに顔に血が上ってくる感覚を味わいながら、俺はいまこの場においての抵てい抗こうは、どうあってもいい方向に転ばないと思い、ただひたすら石のように固まっていることにした。

　なにせ、こちらは文字どおり丸まる腰ごしなのだ。

　柔やわらかいタオルが背中に押し付けられ、その向こうからシノさんの手のぬくもりを感じた。

「……どこかかゆいとこ、ある？」

「いえ、特には……」

　それからしばらく、ゴシゴシと背中をこすられる音だけが浴室に響ひびいていた。

　このこと自体はとても気持ちがいい。ただ、どうしてもシノさんを意識してしまう。

　以前のマッサージのときに押し付けられた柔やわらかい感かん触しよくが脳のう裏りに蘇よみがえり、本能的な欲求がむくむくと膨ふくれ上あがってくる。

「……何度かマッサージしてあげたことあるけど」

　そのとき背後でぽつりと、シノさんがそんなことを言った。ちょうど「マッサージ」のことを考えていた手前、考えを見み透すかされたようでドキリとしてしまう。

「……はい」

「こうして直じかに触さわるのは初めてね……」

　今度はタオル越しではないシノさん自身の手が、俺の背中をそっと撫なでる。

　それでまた、浴室に気まずい沈ちん黙もくが広がった。

「……だ、黙だまっていると何だか変な気持ちになってしまいますから、何か話をしましょう」

「……変な気持ちになったら、それに従ってもいいのよ。拓務だって男なんだし、仕方のないことだわ」

「ですから、そういうのはパートナーとやるべきだって言っているじゃないですか」

　俺がしたかったのはこういう会話ではない。しかし、シノさんにそんな俺の思いは通じなかったらしい。

「快楽のために、性的な行こう為いをすべきじゃないってこと？」

「そうです。そういうことは繁はん殖しよく行こう為いであって、遊びでしていいことではありません」

「快楽のために、そういうことをすべきじゃないっていうのはナンセンスだわ。もしセックスに快楽が伴ともなっていなかったら、生物なんてとっくに絶ぜつ滅めつしているもの。私たち怠たい惰だの悪魔が学ぶ性教育では、繁はん殖しよく結けつ果かこそがセックスの副産物とされているわ」

　セックス、とはっきり言われて面めん食くらう。シノさんはこれまで、その辺りはぼかして言っていたはずだが。ひょっとしたら、学問的な観点から捉とらえたときには、彼女のセックスに対する羞しゆう恥ち心しんは薄うすれるのかもしれない。

「それはあなた方が、快楽を第一義的なものとして挙げているからでしょう。ダラダラして、快楽を追求する姿勢。ダラクでしたっけ」

「私たちだけじゃなくて、世の中すべてそうよ。拓務だって、よりよい快楽を知っているっていう理由で、性的な快楽を否定してるだけじゃない」

「まあ、それはそうですが」

「でも、拓務はどうしてその……理性的な快楽だったかしら？　それの方が、肉体的な快楽よりも優すぐれているって思うの？　学生のとき付き合ってたっていう女の子と、セックスはした？」

「いいえ」

「じゃあ誰ともしたことないんでしょ？　なら、なんでそう思うの？」

「そこは理り屈くつじゃないのかもしれませんね」

　なぜか深夜の浴室で、背中をこすってもらいながら哲てつ学がく的てきな話をしている。この妙みようちくりんな状況に、笑いがこみあげてきそうになる。

「ただ俺はどちらかと言うと、内向的な人間です。外方向への快楽は好きじゃないのかも」

「外方向への快楽？」

「発散型の快楽でしょう、それは。男だけかもしれませんが」

「え、ああ、そういう……」

　シノさんの手がピタリと止まる。

「それに何より、疲つかれますからね。ちょっとした快楽のために体力を消しよう耗もうするなんて、きっとそっちの方がナンセンスです」

　ちょうどいいタイミングだと思った俺は、彼女に隙すきができたのをこれ幸いに、この気まずい時間を打ち切ることにした。

「終わりましたか？　ありがとうございました。とても気持ちよかったです」

「え？　でもまだ、前が残ってるけど……」

「それは結構です。前は自分で洗った方が早いですから」

　ありがたいことに、シノさんはそれ以上食い下がってくることなく、扉とびらを開いて浴室から出て行ってくれた。

　大きな危機が去り、どっと安あん堵どの息を吐つく。

「あれ、シノ姉顔真っ赤だぞ！　まさかお風ふ呂ろの中で、あいつに変なことされたのか！」

　そのとき外でマナの大声が響ひびき、俺は本能的に身を縮めてしまった。

「だ、誰の顔が真っ赤だって言うのよ！　あんた、変なこと言ってると後で一緒にお風ふ呂ろ入ってあげないわよ！」

「うわあああ！　ごめんなさいいい！　シノ姉は普ふ通つうでしたあああ！」

　この世の終わりと言わんばかりの音量でマナが叫さけぶ。これには流石さすがの俺も、近きん隣りん住民からのクレームを覚かく悟ごするほどだった。





６






　シノさんの用意してくれた晩ご飯を食べているうちに、シノさんとマナの二人は入浴を済ませた。

　風ふ呂ろ上あがりのシノさんは髪を下ろしていて、いつものツインテール姿と比べてずいぶんと大人っぽいように感じた。着ているのは、ネグリジュというやつだろうか。耐たい久きゆう性せいのなさそうな赤い布地で、彼女の扇せん情じよう的てきな身体のラインを浮き立たせている。

　一方のマナは、クマのプリントされたパジャマ姿だった。こういう格好をすると、さらに幼さが増すように感じる。

　俺は二人の悪魔を意識的に見ないようにしながら、ちらりと時計に目をやった。

「……もう二時ですね。流石さすがにそろそろ寝ないと明日に響ひびきます」

「そうね。それじゃ、マナ。あんたは帰りなさい」

「ええ！　噓うそでしょ!?」

　あんぐりと口を開け、マナが異を唱える。

「私は今日こいつと一緒に寝てあげるんだぞ！　ほら、パジャマだって着たし！　それに約束したもん！　抱だき締しめて、頭をよしよしってしてあげるって！」

「何を言っているのよ。それは私がやるから」

「いや、シノさんも何を言っているんです。そんなこと、誰にもやってもらうつもりはありませんよ」

「いまからじゃ四時間くらいしか寝られないじゃない。快適に眠って、身体を回復させるためには仕方のないことなのよ」

「いや、誰かと一緒だと睡眠の質は落ちるでしょう……」

「私は怠たい惰だの悪魔よ？　溺おぼれるように眠らせるやり方くらい心得てるわ」

「私だって怠たい惰だの悪魔だぞ！」

　マナが胸を張って言う。

「あんたはまだカリキュラムを終えてないからダメ」

「むー！」

　さらりとマナの言葉を流すと、シノさんはまるでそれが寝慣れた自分の布ふ団とんとばかりの態度で、俺の布ふ団とんに潜もぐりこんでしまった。

　それからポンポンの自分の横を叩たたき、ちらりとこちらを一いち瞥べつする。

「ほら、拓務……はやく寝ないといけないんでしょ」

「いや、だからそれはまずいでしょうって」

「別にいやらしいことをするわけじゃないのよ。あんたがいやらしいことをしたいっていうなら別だけど……」

　さっきの会話と同じだった。議論が堂どう々どう巡めぐりをしている気がする。さっき同様シノさんは頰ほおを染めているし、俺はどうにもやるせない気持ちになった。

「あんたが何をそんなに意地を張っているのかわからないわ。いわば、私は快かい眠みんグッズと同じよ。そこにあれば、すごくよく眠れるっていう」

「自分のことをよくそんな風に言えますね」

「冬場の湯たんぽ的な」

「いや、ですからね？」

「大丈夫よ。恥はずかしい、とか思う前に意識を失っているから。夢を見ることもなく、次の瞬しゆん間かんには朝がきてるから安心して」

「……そんなわけ」

　ないでしょう、と言おうとした瞬しゆん間かん、この間の膝ひざ枕まくらを思いだした。彼女は常にこちらの予想を上回る。

　まさかあれは、何か超ちよう常じよう的てきな力を使っていたのだろうか。そして今回も……？

「シノ姉と一緒にお布ふ団とんにいると、どんなに起きようと思ってても無理なんだ。クリスマスにサンタを捕つかまえようとして、何度シノ姉のせいで台無しになったことか」

　うむうむ、と頷うなずきながらそう言うマナは、まるで自分のことを自じ慢まんしているかのようなドヤ顔だった。

　いや、おたくら悪魔でしょ、と突っ込みを入れたくなる。悪魔が聖人の誕生日を祝っているんじゃない。

「埒らちが明かないわね。マナ、拓務をこっちに連れてきて」

　俺が困こん惑わくしている間に、シノさんはマナに指示を出す。

「ふん、いくらシノ姉のお願いでも、そればっかりは聞けないぞ。私がシノ姉に甘やかされるわけでもないのに。私がライバルに砂糖を送るとでも？」

「砂糖を送る……？」

「塩を送るって言いたいんじゃないですかね」

　困こん惑わく顔がおのシノさんを俺がフォローすると、マナは頰ほおを膨ふくらませて怒おこった。

「甘やかされるんだから、甘いものを送った方がいいだろ！　いちいち悪魔のやり方に人間が口を出すなよな！」

　同族のシノさんもわかっていない様子だったが、それはいいのだろうか。

　こほんと一つ咳せき払ばらいすると、シノさんは改めてマナに向き直る。

「いいからマナ、拓務を捕つかまえてこっちに連れてきなさい」

「やだやだ！　私は、他のやつがシノ姉に甘やかされるところなんて見たくない！」

「劇場の支配人に言って、怠なまけ坂ざか46の活動のことでもっと融ゆう通ずうを利きかせてあげるから」

「──ほんとお!?」

「ほんとよ」

「むむむ」

　と、マナは頭を抱かかえて葛かつ藤とうしだした。

「それに拓務がいない間は、ここに来てもいいから。甘やかしてあげる」

　好機と見たのか、即そく座ざにシノさんが追い打ちをかける。

「……いや、ここは一応俺が借りている部屋なんですから、勝手に決めないでくださいよ」

「──よし、わかった！」

　俺の抗こう議ぎは、マナの決断によって打ち消された。

「今日のところは、シノ姉を譲ゆずることにする！　断腸の粗あら挽びきウインナー！」

　謎なぞの掛かけ声ごえとともにマナが飛とび掛かかってきて、俺の腰を両腕でがっちりとホールドした。

　まだ幼い子どもにしか見えない外見にかかわらず、彼女の力はすさまじく、俺はその場から一歩も動けなくなってしまった。

「なっ……!?」

「わはは、悪魔の力を思い知ったか。このまま寄り切ってくれる」

　両足が床ゆかから離はなれ、マナの「のしのし」という掛かけ声ごえと一緒に、俺はシノさんの待つ布ふ団とんへと連行されていく。

「ちょ、ちょっと待ってください！　これでは寄り切りではなく吊つり出だしですよ！」

「この際、決まり手にはこだわらない」

「いい子ね、マナ」

　そうして俺は、さながらアリジゴクに捕ほ獲かくされる蟻ありさながらに、シノさんの腕に吸い込まれていった。
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　布ふ団とんに寝かされた俺の耳元に、隣となりに寄より添そうシノさんの甘い声が響ひびく。

「……大丈夫よ。ちっとも恥はずかしいことじゃないからね？　さあ、全身の力を抜ぬいて、私に全てを任せて……」

　とろけるような感覚に目の前が暗くなり、身体の奥から疲つかれがどっと押し寄せてくる。

　顔が何か柔やわらかいものに包まれ、そこで思い切り息を吸うと、とてつもなく甘い香かおりがした。痺しびれるような心地ここちよさに包まれながら、俺の意識は闇やみに落ちていった。





※






「……拓務、拓務」

　身体を誰かに揺ゆすられ、俺はゆっくりと目を開けた。

　すぐに眠りから目覚めたのだとわかり、眠る前の記き憶おくが鮮せん明めいに蘇よみがえった。

　不思議とまどろみが一切なく、いきなり脳が回転し始めるのを感じる。焦あせりや恐きよう怖ふで目が覚めればこうなることもたまにあるが、いま俺の心に満ちるのは、ただひたすらな平安だった。

「あ、起きた？　おはよ……気分はどう？」

　目の前にあったのは、慈じ愛あいに満ちたシノさんの美しい笑顔。それを見て、俺は聖母とはこういう人のことを言うのかもしれない、とさえ思った。

「とてもいいです、かつてなく……」

　言いながら、身体を起こす。これが本当に自分のものかと思うほど、身体が軽くなっていることに気がついた。いまなら空も飛べるのではないか、とすら思う。

　そのときシノさんが愛いとしげな様子で、俺の頭を撫なでた。

「よかったわ。もう朝ご飯できてるわよ」

「お、俺に何をしたんです」

「別に変なことはしてないわ。ただ、睡眠の質を上げてあげただけ。人って、無意識化の複雑な心理が働いたり、身体に不調があったりすると、睡眠の質が下がるの。それを強制的に上げる術を、私たちくらいの甘やかしエリートは心得てるものなのよ」

「強制的って、なんだか怖こわいですね」

「大丈夫、副作用とかはないわ。あくまでも睡眠による人間本来の回復力を、１００％近くまで高めているだけだもの」

「何だか冗じよう談だん抜ぬきで、十歳くらい若返った気分ですよ」

「じゃあいま、初恋してたときくらい？」

　シノさんがにっこりと笑い、俺はドキリと胸の奥で心臓が跳はねるのを感じた。

「……からかわないでください。お金を渡しますから、今日は布ふ団とんを買ってきてくださいよ。シノさん用の布ふ団とんです」

「そんなもの必要かしら」

「必要ですよ」

「わざわざ睡眠の質を下げるの？　私と一緒に眠れば、どれだけすばらしい体験ができるかわかったはずよ。あんたが仕事を一いつ生しよう懸けん命めいしたいって思うなら、なおさら私を利用すべきだと思うけど」

「利用って……昨日もそうですけど、自分をそんな道具みたいに言わないでください」

「……それに寝てるときの拓務、とっても可愛かったわ」

　言いながら、シノさんは頰ほおを染め、もじもじと身体を揺ゆらす。

　それを見て、うっと詰つまる。眠っている間、俺はシノさんにどんなことをされていたのだろう。しかしそれを聞くには、いまの俺には勇気が足りなさすぎた。

「あ、朝ご飯をいただきます……」

「……え、うん」

　奇き妙みような共同生活が始まってから初めて作ってくれた朝ご飯は、当然のことながらとんでもなくおいしかった。
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　共同生活を送るにあたって、いまの部屋は狭せますぎる気がした。まず、お互たがいにプライベートな空間がないので、着き替がえに困る。

「別にそんなこと気にすることないんじゃない？　私の身体を見ても、拓務は反応しないんでしょ」

「抑おさえられるというだけで、ムラムラしますよ。俺だって男なんですから」

「え……」

　そんな身もふたもない会話をしたこともある。そういうときは大体いつものように、

「だったら我が慢まんしなくてもいいのに」とか「拓たく務むがそういうことをやりたいなら、別にやってもいいけど」と、シノさんが言いだすというお決まりの展開になるので、何というか、その……すごく困る。

「悪魔は上からの業務命令で、そこまでのことを求められるわけですか」

　ある日、俺は思い切って聞いてみることにした。彼女たちの価値観は、基本的人権が当たり前となっている現代日本では、理解するのが難しいと思ったからである。

「やり方はそれぞれに任されてるわ。ただ、人間の男をダラクさせるのにもっとも効率のいい方法が、そういうやり方だって教わるけどね」

「しかし好きでもない相手とそういうことをするのは、シノさんだって嫌いやでしょう。そこまでする執しゆう念ねんはどこからくるんです」

「そ、それは、その……私はエリートだから！　みんなから期待されてるのよ。だから、あんたをダラクさせるためには手段を選ばないってだけ……」

　シノさんは頰ほおを染めて目を泳がせると、居い心ごこ地ち悪そうにそう言った。

「でもシノさん」

「でもじゃないの！　シノゴノ言わずに、あんたは私に甘えてればいーの！」

「担当する人間を決めるとき、悪魔はめちゃくちゃその対象のことを調べ上げるんだぞ」

　そのとき、マナが口を挟はさんだ。彼女はほとんど毎日のようにやってきて、もはやいて当たり前になっている。

「へえ、そうなんですか」

「そうだぞ。だからシノ姉はお前のこと調べまくってて、ある程度こいつには何をされても構わないっていう覚かく悟ごを持って来てるんだ」

「なっ──!?」

　マナの物言いを聞き、シノさんが顔を真っ赤にする。言葉が出てこない様子で、彼女がパクパクと口を動かしている間に、マナは言葉を続ける。

「逆に、『うわ、こいつないわ～』ってやつのところには、そもそも来ない感じだな。成績の悪い悪魔なら選せん択たく肢しがない場合があるけど、シノ姉はその年で一番の悪魔だったから、担当なんて選び放題だし」

「わざわざそんな状況で俺を選ぶなんてどうかしてますね」

「ドラフト一位だぞ！　今後の活かつ躍やくに期待する」

「え、Ｓ級リストにいたから、たまたまよ！　私は困難な担当を選んだっていうだけ！」

「ちなみに対象を調べ上げるって、どうやってやるんです？」

　俺はシノさんとマナ、どちらともなく訊たずねた。

「身辺調査するんだ。スパイ映画みたいに潜せん入にゆう捜そう査さして」

　そう答えたのは、マナの方だった。

「スパイ？」

「うん、小動物になったりして、近くから観察するんだって。変身術の授業で別の生き物の姿になる方法を教えられるから、それを使って」

「悪魔はそんなことまでできるんですか」

「簡単だぞ！　私だってできるんだからな」

　言うが早いか、マナは両手を上に向かってピンと伸ばした。

「──変身、とう！」

　ピンク色のモヤが部屋に充じゆう満まんし、その奥からのっそりと巨大な虎とらが姿を現す。

「う、うわ！　虎とらじゃないですか！」

「私は猛もう虎こ主義だから。勝ちたいんや」

「さっきからドラフトとか、何かちょっと方向性が偏かたよってませんか」

「ウサギは皆みな殺ごろしにする」

「馬ば鹿かなこと言ってないで、戻もどりなさい、マナ！」

　慌あわててシノさんが口を挟はさんだ。

「もふってもいいぞ、シノ姉！　こういう毛むくじゃらの生き物を甘やかすの好きだろ！」

　巨大な虎とらはシノさんの言葉などお構いなしに、彼女に飛とび掛かかった。しかしその勢いを利用する見事な一本背負いを喰くらい、背中から床ゆかに叩たたきつけられてしまう。

　猛もう獣じゆうが投げ飛ばされるところなど初めて見た。驚おどろきで固まってしまった俺を尻しり目めに、シノさんは、腹を見せたままの虎とらの脇わきに片かた膝ひざをついた。

「あら、いい毛並みね……よーしよしよし」

「ゴロゴロゴロ……」

　脇わきや腹を撫なでられ、喉のどを鳴らす虎とら。

　一人と一頭は時間を忘れた様子でじゃれあっていた。しばらくして、またボンッとピンク色のモヤが溢あふれ、巨大な虎とらがいたところに寝ね転ころんだマナが現れる。

「うー、ごろごろごろ……」

　すると、はっと我に返った様子で辺りを見回してから、シノさんは気まずそうにこほんと咳せき払ばらいして、マナの頰ほおをつねった。

「……あんた、変身もう解けてるわよ」

「虎とらになってほっぺた凝こったから、揉もみほぐしてー」

「ダメ」

　言いながらシノさんが立ち上がると、彼女の腰にしがみついたまま、マナもつられるようにして立ち上がった。

「シノ姉、私、変身上手くなっただろ。褒ほめて！」

「そんな動物に変身したって、人間社会に潜もぐりこむことなんてできないでしょ。もっと練習しなさい」

「むー！」

「はあ、驚おどろきました。本当に変身なんてできるんですねえ」

　ずっと蚊帳かやの外で驚おどろいているだけだった俺は、ようやく人間が入っていける状況になったと感じて口を開いた。

「まあそうね。でもこんなの、初歩の初歩ってやつよ」

「ちなみにその身辺調査ってやつをやるとき、シノさんも何か動物に変身して俺の周りにいたんですか」

「……え？　まあそうね……猫とかになって家の近くまで来たことはあったかしら。けど、あんた基本的に会社にいるでしょ？　だから、変身術はあんまり役に立たなかったわね」

「シノ姉の猫はすっごく可愛いんだぞ！　シノ姉！　変身してみせてよ！」

　キラキラと目を輝かがやかせて、マナが叫さけんだ。

「嫌いやよ。なんでそんなことしないといけないの」

「シノ姉の猫なら、こいつを癒いやせること請うけ合あい。猫を嫌きらいな人間なんていないから」

「あんた、人間の何を知ってるっていうの」

　そう言ってから、どこか怪け訝げんそうな態度で俺の方を見るシノさん。

「拓務……あんたまさか、ケモナーってわけじゃないわよね……？　いままで私に反応しなかったのも、実はケモノ趣しゆ味みがあったからとか……」

「だからどうして毎度、俺の性的嗜し好こうを疑ってくるんです」

「お前も猫好きだろ！　シノ姉の猫見たいよな!?」

　マナは諦あきらめきれないようだった。シノさんを動かせないと見るや、今度は俺にすがりついてくる。

「いえ、別に」

「噓うそ吐つけ。ほんとは見たくてたまらないくせに」

「昔、実家で猫を飼っていたんですが、その子が死んだときむちゃくちゃ悲しかったんですよ。それ以来、猫との距きよ離り感かんを測りかねているというか……」

「可愛いと思うからつらいんだろ、馬ば鹿かだなあ」

　マナに正論を言われ、思わず肩かたをすくめてしまう。

　そんな俺を、シノさんは興味深そうにジロジロと見つめていた。

「意外ね。仕事以外に、あんたの感情を動かすものがあったんだ……？」

「ちょっと待ってください。俺をロボットか何かだと勘かん違ちがいしていませんか」

「……ふーん」

　シノさんは考え込むようして腕を組み、俺とマナを交こう互ごに見つめた。

「どうしたの、シノ姉？　私を甘やかしたくてたまらない、みたいな顔して」

「そんな顔してないわよ……でも、いいわ、今回は特別にマナのお願いをきいて変身してあげようかしら」

「ほんと!?」

「ええ」

　パッと顔を輝かがやかせるマナに、意味深な微笑ほほえみを投げかけるシノさん。

「よく見ておくのよ。あくまでも見本として変身してあげるんだからね」

　その言葉とともに、ボンッと黄色のモヤが部屋に溢あふれ、奥から金色の美しい毛並みをした猫が現れる。

「うわあ、可愛い！　シノ猫だあい！」

　飛びつくマナを軽い身のこなしで躱かわすと、シノさん扮ふんする猫は俺の足元にまで歩いてやってきた。そして、すりすりと身を寄せてくる。

「どう？　なかなか可愛い猫でしょ？」

　猫がシノさんの声を発した。

「……確かに可愛いですね」

「癒いやされる？」

　言いながら、また彼女はすりすりと身体をこすりつけてくる。

「なあ知ってた？　猫のこういう行動って匂においをつけてるだけで、甘えてるわけじゃないらしいぞ」

「あんたは黙だまってなさい。いま誰も猫の生態なんて問題にしてないでしょ」

　マナの空気を読まない豆知識に、シノさんが突っ込みを入れる。

　それからシノさんはぴょんと跳ちよう躍やくし、俺の右足と胸を二度足場にして肩かたまで登ってきた。

　金色の毛並みに首筋を撫なでられ、心地ここちよいくすぐったさで思わず身を縮めてしまう。

「撫なでてもいいのよ。昔飼ってた猫にやってたみたいに」

「何か犯はん罪ざい臭しゆうがするんですが」

「変なとこ触さわらなきゃいいでしょ。あ、尻尾しつぽもダメだからね」

　シノさんが首筋に何度も身体をこすりつけてきて、あまりのくすぐったさを辛しん抱ぼうできなくなった俺は、彼女を捕つかまえて腕に抱だいた。

　見上げてくる彼女とばっちり目が合う。

「……う」

「ほら、早く」

　促うながされるまま、俺は彼女の頭を撫なでた。続いて、喉のど元もとをくすぐる。

　ゴロゴロと気持ちよさそうに喉のどを鳴らす金色の猫を見て、俺は自分の理性が熱されたバターのように溶とかされていくのを感じた。

　これはたまらん──と、ずっと閉じていたはずの禁きん忌きの扉とびらを、こじ開けられてしまったように感じる。

「そ、そう言えばこのアパート、ペット禁止なんですよ……」

　息苦しさすら感じながら、必死の思いで言い訳を繰くり出だす。このまま流されていてはいけない気がしたからである。

「別に私はペットじゃないし」

「それはそうですが」

「それともまさか、あんた奴隷ペツトが欲しかったの……？　いままで私に反応しなかったのも、実は嗜し虐ぎやく心しんが満たされなかったからとか……」

「だから、何でそうやって俺の中にアブノーマルさを見み出いだそうとするんです」

「お前ばっかりズルいぞ！　私にもシノ猫をもふらせろ！」

　そのときマナが引ひっ手た繰くるようにして俺の腕からシノさんを奪うばい取とり、ようやく俺は抗あらがいがたいその魅み力りよくから解放されることになった。

「えへへ、可愛いなあ。私、これくらい可愛い子だったら、いくらでも甘やかせる自信あるぞ」

　顔をすりつけてくるマナを前に、シノさんは複雑そうな表情をしていた。

「……何だか納なつ得とくいかないわ。猫のときの方が、みんなの反応がいい気がする」

「私は普ふ段だんのシノ姉の方が、甘やかされたいって思うぞ！　でも猫のときのシノ姉は甘やかしたいって思う」

「それじゃダメじゃない」

　ボンッとまた黄色のモヤが溢あふれ、シノさんが元の姿に戻もどる。彼女は思案気な様子で口元に手を当て、一人でブツブツと呟つぶやき始はじめた。

「……癒いやしを与えてるからセーフ？　それともこういうのって、甘やかしてるうちに入らないのかしら？」

　もはや三人とも何の話をしていたかを忘れ、その日の夜は過ぎていった。
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「最近の堂どう道みちさん、すごく調子良さそうですね。なんか変わったことあったんですか？」

　会社の昼休きゆう憩けい中ちゆう、例によってシノさんの手作り弁当を食べていると、宮みや本もとが話しかけてきた。

「調子良さそうに見える？」

「ええ、とても。目の下にあったクマもなくなっちゃったし、こなしてる仕事量もハンパないし」

　宮本はニヤリと笑って、声をひそめた。

「……ひょっとして、彼女ができたとかですか？」

　咀そ嚼しやくしていたおかずが喉のどに詰つまり、思わずむせ返ってしまう。

「……死ぬかと思った。変なこと言うなよ」

「あれ、何ですかその反応。まさか本当に彼女が……」

　宮本が怪け訝げんそうに眉まゆをひそめたので、俺は内心で大きく慌あわてふためいた。

　頭にあったのは、もちろんシノさんのこと。

　シノさんは彼女ではない。しかし、それ以上のことをしてもらっていると言っても過言ではない。

　人間として考えれば未成年で、少女と言ってもいい年齢の人に、である。万が一このことが公おおやけになると、俺はきっと社会的に死ぬ。

「なんで俺の調子が良さげだったら、彼女ができたなんて思うんだ。お前まさか、恋愛脳ってやつか」

「だって守りたい人ができたら、人間頑がん張ばるものじゃないですか」

「弁べん慶けいが主君のために仁に王おう立だちしたとか、そういうことか」

「そういうことですよ。それはちょっとＢＬっぽいですけど」

「ＢＬ？」

「気にしないでください」

　宮本は真顔で首を横に振ふる。

「彼女なんていないよ」

　と、俺は話を戻もどした。

「でも、守りたいものっていうのはあってるかも」

「どういうことです？」

「実は最近、ペットを飼い始めてさ」

　納なつ得とくしてもらえそうな回答をでっち上げるためとはいえ、シノさんにものすごく失礼なことをしている気になった。本心じゃないので、と彼女に内心で言い訳してから、言葉を続ける。

「すごく可愛い猫なんだ。そいつのために、最近は頑がん張ばれているのかもしれない」

「猫ですか！　へえ、どんな猫なんです？」

　宮本が予想以上の食い付きを見せたので、とても面めん食くらう。

「え、ひょっとしてお前、猫とか好きなの」

「好きですよ！　この世で一番可愛い生き物だと思います！」

「俺はパンダだと思う」

「それも猫みたいなものですよ。てか猫飼い始めたくせに、よく他の動物を可愛いなんて言えますね。堂道さんって、意外と浮うわ気き性しようなんですか？」

「冗じよう談だんだって」

　でも、パンダを猫みたいというのは暴論だと思う。漢字で熊猫だっけ。たったそれだけの理由に違ちがいない。

「写真見せてくださいよ、写真。どうせ、携けい帯たいの待ち受けにしてるんでしょ」

「していないな。写真も一枚も撮とってない」

「はあ？」

　途と端たんに宮本は呆あきれ顔がおになった。

「堂道さん、飼い主としての自覚あります？　飼ってるペットの写真を撮とるのは飼い主の義務ですよ、義務」

「そんなもん俺の勝手だろう」

　と、平静を装よそおって言ったものの、俺の内心は穏おだやかでなかった。実家で猫を飼っている時分はそんなルールなかったと思うが、ひょっとして、いまはそういうのがスタンダードになってるのか。

　ボロを出さないようにしなければならない。いま家にいるのは、猫にもなれる女の子であるからして。

「ネグレクトはしないように気をつけてる」

「そんなもん、ドヤ顔で言えることじゃないですよ。当たり前です」

「何かさっきから、上から目線猛たけ々だけしいな。ひょっとして宮本、お前ペット上級者か」

「ペット上級者って何ですか、それ？　ちょっといやらしい表現ですね」

「さては疲つかれてるな」

「上級者かどうかはわかりませんけど、実家では飼ってますよペット」

　宮本は携けい帯たいを取り出し、その画面をこちらにズイっと押おしだしてきた。

　見ると、ブラウンの毛並みの可愛らしい猫が写っているのがわかった。

「ムギっていうんです。可愛いでしょ」

「……へえ、可愛いじゃん」

「たまに実家に帰ったときも大人しく私の話を聞いてくれるし、すっごく賢かしこい子なんです」

「ははは、猫が人間の言葉を理解できるわけないだろ」

「言葉なんて必要ないんですよ。私とムギは心で通じ合ってるんで」

　やっぱり疲つかれてるな、こいつ。

　いまの宮本は見たことのない表情をしていた。うっとりと虚こ空くうを見つめていて、心ここにあらずといった様子である。

「いいですよねえ、猫は……」

「宮本がそんなに猫好きとは思わなかったな」

「今度吞のみに行くの、猫ＢＡＲにしましょうか」

　そのとき、彼女は急に変なことを言いだした。

「……え？」

「何ですその反応。この前、吞のみに行く約束したじゃないですか」

「それはわかってるけど、猫ＢＡＲ……？」

「知らないんですか？　猫カフェとか、最近よく聞くでしょ。それの吞のみ屋やバージョン」

　いまのご時世にはそんなもんまで存在するのか……すごいな。

「まあ、いいけど」

「じゃ、決まりですね」

　そう言うと、宮本は嬉うれしそうにくすくすと笑った。

「でも堂道さん、どうしていきなり猫なんて飼おうと思ったんです？」

「どうしてって……まあ、その……迷い込んできた感じかなあ」

　慌あわてて言いい繕つくろう。

　ただ、間ま違ちがった表現ではないと思う。向こうに明確な目的はあったらしいが、そもそも俺を選別した時点で迷めい走そうしている気がするし。

「野の良らですか。じゃあ可愛くて、そのまま家の子にしちゃおうって感じですか？」

「出て行ってくれない感じ。いや、もちろん嫌いやじゃないんだけど」

　と、いないシノさんに向かって言い訳する。そしてすぐにそのことに気がついて、またバツの悪い思いをした。

「人に慣れてるならどこかの飼い猫かもしれないので、保健所とかに迷子届けが出てないか確認した方がいいですよ。あと、ちゃんと病院に連れて行きました？」

「そ、その辺は大丈夫だ。俺も昔、実家で猫飼ってたし……」

「まあ、堂道さんにはいらぬお節せつ介かいだったかもしれないですね」

「どういう意味だ」

「信用してるって意味です」

　宮本はまた、くすくす笑った。

「今度の吞のみは猫トークですね」

「え、うん」

「楽しみにしてます」

　昼休みが終わり、宮本が自分のデスクに戻もどって行く。彼女の後ろ姿を見ながら、俺は猫を飼っている風を装よそおうなら、もう少しちゃんとしないとボロを出してしまうかもしれないぞ、と気を引ひき締しめた。
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「──というわけで、猫になったときの写真を撮とらせてもらえませんか」

　家に帰ると、俺はその日に会社であったことをざっくり説明し、スマホ片手にシノさんににじり寄った。

「……宮本さんと吞のみに行くの？」

　シノさんはジロリとこちらを睨ねめつける。

「何ですかその言い方。宮本のこと知ってるんですか」

「そ、そりゃあ、あんたのことを事前に調べてるんだから、人間関係くらい摑つかんでるわよ。あの年下の女の人でしょ」

「わかってるなら話は早いですね。あいつ、無類の猫好きらしいんですよ。そのために、どうか写真を」

「なんで私が、その人を喜ばせるようなことをしないといけないのよ。あんたのためならともかく」

　シノさんは不ふ機き嫌げんそうに腕を組んでいる。

「……なんでいま、後こう輩はいってぼかしたの？」

　彼女の言葉が明らかにとげとげしくなり、俺はおやっと思った。

「……ぼかした？　どういうことです」

「どうして一緒に遊びに行く相手を後こう輩はいとだけ言って、女ってことを隠かくしたの？　私はそう訊きいてるのよ」

「別に隠かくしてないですよ。そこまでこと細かく説明する必要もないって思っただけです」

「どうかしら？　同居人の私を、猫だって説明したところもおかしい気がするわ。ひょっとして拓務、宮本さんのこと……」

「宮本のこと、何です？」

「──好きなのか？」

　いきなりそう言ったのは、部屋の隅すみでごろごろしているマナだった。

「好き？　なんでそうなるんです」

「じゃあシノ姉のことは好きか？」

「なっ──!?」

　マナの言葉を聞き、シノさんが一いつ瞬しゆんにして顔を真っ赤にする。

「シノ姉は嫉しつ妬としてるんだぞ。お前が他の女のこと好きなんじゃないかって。それくらいわからないのか」

「だ、誰が嫉しつ妬としてるっていうのよ！　わわ私は誇ほこり高き怠たい惰ださまの悪魔であり、嫉しつ妬との悪魔なんかじゃないわ！　そういうことを言われるのは心外なんだから！」

　シノさんは猛もう然ぜんとマナに詰つめ寄より、彼女の頰ほおをわしゃわしゃと弄いじくり回まわした。

「あ、あんたねえ！　いまからそんな思いつきの出まかせばかりを言ってるようじゃ、将来いい悪魔になれないわよ！　もっと誠実さを持って発言するようにしなさい！」

「あえー！　シノ姉、ごめんなさいいい！」

　いい悪魔になるには誠実でいなければならないのか。ちょっとイメージと違ちがうんだけど。

　ハアハアと息を荒あらげて戻もどってきたシノさんは、顔を真っ赤にしたまま俺を再びキッと睨にらみつけた。

「……あんたが誰と遊びに行こうとどうでもいいけどね？　毎日、体調管理してる身から意見させてもらうと、あんたの生活リズムで仕事終わりにどこか行くなんてナンセンスだわ。いつも帰りが終電ギリギリのくせに」

「まあ、その次の日は休日なので」

「そんなの関係ないわよ。無理をしたら、必ずどこかでそのしわ寄せがくるんだから」

　シノさんは頑かたくなだった。

「でも、もう約束してしまいましたし。一緒に猫ＢＡＲに行くって」

「──猫ＢＡＲ!?」

　シノさんのほっぺた揉もみほぐしから回復したマナが、嬉き々きとして叫さけんだ。

「それ、ひょっとして猫がいっぱいいる場所なのか!?」

「そうらしいですね。俺もそんな店があるとか、今日まで知らなかったんですけど」

「シノ猫はいる!?」

「いるわけないでしょ」

　シノさんがピシャリと言った。しかし彼女はそれから、何かを考え込むように目を伏ふせた。

「あれ、どうかしました？」

「……そう、猫ＢＡＲに行くの」

「はい。さっき調べてみたら、なんかそこ、昼は猫ねこ喫きつ茶さで夜には猫ＢＡＲになるそうですよ」

「行ってみたい、行ってみたい！」

「あら、そんなに行きたいのマナ？　しょうがないわねえ」

　急に猫なで声になり、にこにこし始めるシノさん。

「……そしたら拓務、その猫ねこ喫きつ茶さ兼けんＢＡＲの場所を教えてくれる？」

「え、マナと行く気なんですか」

「ええ、下見に──じゃなくて、こうなるとマナってうるさいから」

「教えるのはいいですけど、写真撮とらせてください」

　と、最初の話を蒸むし返かえす。話がわき道にそれてしまったが、そもそも俺は猫を飼っているというアリバイ作りをしたいだけなのである。

「私の写真だとまずいわね。マナ、ちょっと猫になりなさい」

「わかった！」

「いや、マナがやると虎とらになるじゃないですか。日本人はアパートで虎とらなんて飼わないんですよ」

「あれからシノ姉と一緒に練習したんだ。任せておけ」

　制止する間もなく、マナが「変身、とう！」と叫さけぶ。

　ピンク色のモヤとともに、またしても巨大な生き物が現れる。

　──パンダだった。

　パンダは「おっす」とでも言いだしそうな雰ふん囲い気きでのっそり腕を上げてから、ごろんと横になった。

「……」

「ほら、いくらでも写真を撮とってもいいぞ」

　そんなパンダ姿のマナは仰あお向むけになり、短い両手両足を天に向けて動かしている。

「……それ、何をしてるんです」

「エアタイヤ。この姿だと、無む性しように丸いものに抱だきつきたくなって」

「俺は猫の写真を撮とりたいんですよ」

「でもパンダって熊くま猫ねこっていうじゃない」

　その議論はもう済んだのだ。

　シノさんの発言は天然なのかボケなのかわかりづらかったものの、一応指し摘てきしておくことにする。

「パンダを猫と主張するのは、カニカマをカニと言い張るより酷ひどいですよ」

「笹ささが食べたいぞ、笹ささが食べたいぞ」

「もう戻もどってください、マナ。あなた方が、俺のアリバイ作りに非協力的だということはわかりましたから」

「宮本さんがこの部屋に来ることなんてありえないんだから、適当な猫の写真でいいでしょ？　それとも、彼女をここに招待する気？」

「しませんよ」

「じゃあ、いいじゃない。それに宮本さんには野の良ら猫ねこって言ったのよね？　私はそんな野の良ら感かん出せないし」

　言われてみると確かにシノさんの変身した姿は、どこぞの富ふ豪ごうが飼っていると言われても信じてしまいそうなほど美しい猫だった。野の良らどころか、そもそも日本にいることすらない気さえする。

　小動物への変身が人間に違い和わ感かんなく近づくための方法なら、そもそもそんな姿でいいのかとも思ったが、いまの議論には関係ないので言うのはやめておいた。

「……わかりました。そしたら猫の写真は諦あきらめることにします」

「いまの私の写真なら、いくらでも撮とって待ち受けにしていいわよ」

「猫（隠いん語ご）」

「二人ともふざけないでください。それができないから、猫の写真が欲しかったのに」

「……当日の話だけどね。どんなに遅くなっても、ちゃんと帰ってきなさいよ。外がい泊はくは禁止だから」

　シノさんは俺の胸を人差し指で突つつきながら、実の母親にも言われたことがないようなことを言いだした。
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　そんなこんなで月末の給料日、俺と宮本は約束どおり、仕事終わりに猫ＢＡＲに繰くりだしていた。

　予約を入れていた旨むねを伝えると、店員さんが俺たちを奥のテーブル席に案内してくれる。

　周りには大量の猫たちがいた。

　席に辿たどり着つくまでの間にも、すでに何匹かの猫が足元にすり寄ってきたので、宮本はずいぶんとご満まん悦えつな様子だった。

「ほほー、逃にげないのかねー、君は」

　言いながら、彼女は手近な一匹をひょいと抱だき上あげる。その猫は抵てい抗こうすることもなく、彼女の腕にすっぽりと収まってしまう。

「おお、やっぱりこういう店の猫だからか、すごい慣れてるな」

「ああ、可愛い……」

　猫の頭を撫なでながら、宮本はうっとりと目じりを下げた。

　普ふ段だんあまり……というか、まったく見ない表情なので、少し戸と惑まどう。

「……お前、そんな顔できるんだな」

「うるさいですね、こういうときは自分を押し殺した方が負けなんです」

　席についてから、捕ほ獲かくした猫をこれ見よがしに可愛がる宮本を見ていると、俺も出で遅おくれた気になって、周りをきょろきょろと見回した。

　近づいてくる猫がいないものか。

　せめて一ひと撫なでくらいしないと、こういう場所に来た意味がない。

　だが俺に猫寄せの才能がないのか、相手をしてくれそうな猫はまったくいなかった。

「堂道さん、この子撫なでていいですよ」

　こちらの心理状態を見み抜ぬかれたのか、得意顔の宮本がそんなことを言う。俺は憮ぶ然ぜんとしたまま、その言葉に従うことにした。

「貸しですよ」

「何を馬ば鹿かな」

　言いながら、宮本の抱だく猫に手を伸ばしたときだった。

　視界の端はしから端はしを金色の残像が横切り、驚おどろいた俺は思わず手を引っ込めてしまった。

　何が起こったのか確かめようとしてその残像を追うと、テーブルの隅すみに金色の毛並みをした美しい猫がいるのがわかった。

「……あれ？」

「にゃあ」

　なんだ猫か。一いつ瞬しゆんシノさんかと思った。あまりにも彼女の変身した猫に似ていたから。

　金色の猫は俺の方に歩いてくると、自分から腕の中に潜もぐりこんでくる。

「わあ、すごく綺き麗れいな子ですね！　堂道さんに懐なつくなんて、変わり者っぽいですけど……」

「これが俺の人望というやつだ。宮本、撫なでていいぞ」

「何を偉えらそうに」

　先ほどの自分の行こう為いを棚たなに上げ、宮本は唇くちびるを尖とがらせた。しかし、すぐ満面の笑みになってこちらに向かって手を伸ばす。

「フーッ！」

「え、めっちゃ怒おこってる……」

　金色の猫に威い嚇かくされ、宮本はパッと手を引っ込めた。

「ははは、嫌きらわれたな」

「えー、堂道さんだけずるい！」

　金色の猫はツンとした様子で、そっぽを向いてしまう。

　店員さんに注文を入れ、ひとまず飲み物で乾かん杯ぱいしてから、俺たちはしばらく猫トークで盛り上がった。宮本は実家の猫がいかに可愛いかをことさらに自じ慢まんしてから、俺がいまアパートで飼っている（ことになっている）猫のことを訊きいてきた。
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「もう新しい住処すみかには慣れた様子ですか？　そう言えば、なんて名前なんでしたっけ？」

　え、名前……？　俺は咄とつ嗟さに、

「シノだよ」

「へえ、シノちゃんですか」

　そのとき、猫がガブリと腕に嚙かみついてくる。

「痛ッ……！」

　視線を落とすと、不服そうな表情の猫と目が合った。

「にゃあ」

　なんだ猫か。一いつ瞬しゆん、シノさんかと思った。彼女の名前を出したときに反応したから。

「名前から察するに、シノちゃんは女の子ですか？」

　宮本は俺が嚙かまれたのを見て笑いながら、そんなことを言った。

「そうだけど」

「だったら発情期は大変ですよ。すごく大きな声で鳴きますし、脱だつ走そうしようとすることもありますし。早めに対策をしておいた方がいいかもしれませんね」

「その辺は大丈夫だと思う。たまに大きい声を出すけど、別に発情してるわけじゃないはずだから」

　ふと視線を落とすと、また不服そうな表情の猫と目が合った。

「……」

「堂道さん、どうかしました？」

「え？　あ、いや、何でもない……」

　ちょっと待って。やっぱりシノさんなんじゃないのか、この猫。シノさんと見せかけた猫と見せかけて実は本当にシノさんなんじゃないか。

　疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいったので、店員さんに訊たずねてみることにする。

　この猫、ちゃんとおたくで飼ってる猫？　と。

　しかし、注文を持ってきた店員さんに話しかける寸前で、金色の猫は俺の腕から脱だつ走そうしてどこかに行ってしまった。機を逃のがしてしまい、問題をうやむやにしたまま店員さんをスルーすると、また猫は戻もどってきて俺の腕の中に収まる。

「ちょっとお手洗いに行ってきますね」

　ちょうど宮本が席を外したのを見て、俺は金色の猫の顔をまじまじと覗のぞき込こんだ。

「……あの、つかぬことをおうかがいしますけど、シノさんじゃないですよね……？」

「にゃあ」

「やっぱり普ふ通つうの猫か」

「……誰が発情期よ」

　猫が言葉を発して、俺は思わず顔を覆おおった。驚おどろくというより、うわーやっぱりか、という思いの方が強かった。

「……何してるんですか、シノさん。こんなところで」

「見張りにきたのよ、もちろん」

「見張り？」

「あんたが宮本さんに誘ゆう惑わく……じゃなくて、あ、あんたが何を食べてるか、とかそういうところをよ！　こっちは毎食のカロリーを計算して食事を出してるんだから、一食でも抜ぬけ漏もれがあるとダメなの！」

「そこまでしなくていいと思いますけど」

「……今日の宮本さん、メイク気合い入ってるわ」

　俺の言葉を無視し、シノさんは警けい戒かい心しんも露あらわにそんなことを言った。

「メイク？　いつもと変わらないんじゃないですか。そもそもあいつ、普ふ段だんから化け粧しようなんてしてます？」

「ナチュラルメイクってやつよ。でも、今日はいつものやつよりもさらに巧こう妙みようになってるわ。目立たずに……音を立てず、獲え物ものの背後にそっと忍しのび寄よる肉にく食しよく獣じゆうのように……」

「なんか宮本に詳くわしくないですか。そんな身近で、あいつを見る機会があったんですか」

　そうこうしているうちに、宮本が席に戻もどってくる。

　俺は宮本がメイクをしていると聞いて、意識的に彼女の顔を眺ながめてみた。しかし、いつもと違っているようには見えない。

「な、何ですか。人の顔をそんなにまじまじと見て……」

「え？　あ、いや」

　そんなやりとりをしていると、またシノさんが俺の手にガブリと嚙かみついた。
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　初めて知ったのだが、宮本は酔ようと絡からみ癖ぐせがあるようだった。

　仕事終わりで疲つかれているせいか、アルコールが回るのも早く、彼女はすでに出来上がってしまっている。

「──つまりれすねえ、堂道さんはこれまでも多くのチャンスを逃のがしてるってことなんす！　この間だって庶しよ務む課かの女の子に、取り次いで欲しいって言われたんれすよ！　マジっすよこれ！」

「いや、でも俺は忙いそがしいし」

「そう思って、私が全部それとないことを言って断ってるっす！　あえて嫌きらわれ役を演じてる私の身にもなって欲しいれすねえ！　絶対気が利きかないか、面めん倒どうくさがりなやつって思われてるっす！」

　グラスをどんと置くと、宮本は据すわった目でこちらを睨にらみつけてくる。

「そう言えば、去年インターンで来た女の子も堂道さんのことしつこく訊きいてきたっす！」

「インターン？　ああ、そういえば去年は一人だけ来てたっけ？」

「そうっすよ！　で、ペーペーだからって私が世話役を任されて！　でもその子、仕事のことよりも堂道さんのことばっかり訊きいてきたから、私も頭きたっすよ！　仕事を舐なめとるんのかって！」

「え、そうなの？　結構、真面目そうな子だったけどなあ……」

　言いながら、少しがっかりしている自分に気がついた。せっかくリアルな職場に来ていたというのに、あのインターンの彼女は仕事に本気になれなかったのか。

　太い黒くろ縁ぶち眼鏡めがねに、黒い髪。そのくらいのことしか印象はない。名前は何だっけか、と考えている俺に、宮本が酒さけ臭くさい顔をずいっと寄せてくる。

「でもあれも、もとはと言えば堂道さんが悪いんれすよ？　あの子に回した仕事、ほとんど引ひき継ついでやっちゃってたれしょ？」

「その日その日の終業時間が来たからだろ。インターンに残業させられないし……」

「らったら、他の人に任せたらいいじゃないれすか！　堂道さんばっかりあの子のフォローしてたから、あの子だって堂道さんにその気になっちゃったんれしょうがあ！」

　宮本はバンバンとテーブルを叩たたく。

「……ああいう真面目そうな子に限って、裏では遊んでたりするんれす。騙だまされちゃいけませんからね！」

「はあ」

「とはいえ堂道さんは誰かと付き合おうとか思わないんれすか？　たぶん、自分で思ってるよりもモテると思いますよ」

「うーん、自分の知らないところで人気があってもなあ」

「逆に、堂道さんには気になってる人とかいないんれすか」

「いないよ」

　俺がそう答えると、腕の中でシノさんがピクリと身を動かした。

「でも、まずやってみないとわからないこともありますからね。いま気になってなくても、とりあえず付き合ってみたら好きになるかもしれませんし。恋愛ってそういうもんれしょ」

「そういうもんかなあ」

「そういうもんれすよ！」

　宮本はグラスの残りを一気に飲み干し、大きく息を吐はいた。




「──なんだったら、私とお試しで付き合ってみますか？」




　真っ赤な顔で宮本がそんなことを口走ったとき、空気がピシリと凍こおった気がした。背筋に寒気を感じて視線を下ろすと、シノさんが全身の毛と尻尾しつぽを逆立てているではないか。

「いいれしょ？　私も堂道さんもフリーなんらし」

「そういう問題じゃないだろ」

「趣しゆ味みも合うし、お互たがい寂さびしい独り身じゃないっすか！　支え合って、この世せ知ち辛がらい社会に対たい抗こうしましょー！」

「……おい宮本、お前だいぶ酔よい回ってるぞ。今日はもうその辺にしとけ」

「酔よってなんかないれす！　私は正気！」

　宣言するようにそう言うと、今度宮本はテーブルに突つっ伏ぷし、めそめそと泣き始めた。

「ううう、ひどいっす……告白したのに、そうやって誤ご魔ま化かして」

「こんなの、絶対後で記き憶おくないって言いだすパターンだろ。へべれけの吞のんだくれの言ってることなんて真に受けるか」

「うわーん、私の心を弄もてあそんだあ！　この人でなしい！」

　宮本は顔を伏ふせたまま俺のカッターシャツの袖そでを摑つかみ、ぐいぐいと引っ張ってくる。

「おい、待て宮本。暴れるな……」

「ちくしょうめえ！　こうなったら、今日はとことん吞のみましょうよ堂道さん！　このクソッタレな現実を忘れましょう！」

　どうやらすでに、宮本は変なことを口走ったことも忘れてしまっているようだった。

　めんどくさいなあ、おい……。

　こいつがこんなに酒さけ癖ぐせが悪いとは思わなかった。

「そ、そろそろお開きだな。もう十分ハメを外したろ……」

「まだまだあ！　夜は始まったばっかじゃないれすかあ！」

　本格的に呂ろ律れつが回らなくなってきた宮本が心配になり、俺は会計を済ませて店を出ることにした。ふと気になってシノさんの方を見ると、彼女は猫の姿のまま俺のカバンの中にゴソゴソと侵しん入にゆうしているところだった。




　その後も宮本に引きずり回され、三軒目の吞のみ屋やを出たときには三時を回っていた。

　真っ暗な空から、雨が降っている。予報にはなかったので、急な通り雨なのだろう。

　酔よいが回って自分で歩けない宮本に肩かたを貸しながら、俺は誰にともなく「参ったな……」と呟つぶやいた。

「……堂道さん、雨やむまでちょっろ休きゆう憩けいしていきますか？」

　相変わらず、宮本は呂ろ律れつが回っていない。

「休きゆう憩けい？」

「やだなあ。お互たがい、もう子どもじゃないんだからわかるれしょ」

「タクシー呼んでやるから、ちゃんと帰れ」

「やだっ！　まだ帰りたくないもん！」

　もんってあんた……。

　俺が厄やつ介かいな酔よっ払ぱらいの扱あつかいに戸と惑まどっていると、すぐ横で突然聞き知った声がした。

「──あら、拓務じゃない！　こんなところで何してるの？」

「……は？」

　振ふり返かえったところにいたのは、額に青筋を浮かべたシノさんだった。あれ、と思ってさっきまで彼女が入っていたカバンを見ると、ファスナーが開けっぱなしになっている。

　まさか、困っている俺を見かねて助けに入ってくれたのか。

　ありがたい。素す性じようを上手く隠かくしてくれさえすれば、いまこの場においては力強い援えん軍ぐんになるはず──

「ねえ拓務、これどういうこと？　今日は遅くなるって言ってたけど、まさか他の女と遊ぶためにそんなこと言ったの？」

「……ん？」

「まあいいわ。私は夜遊びも、ある程度までなら男の甲か斐い性しようだと思ってるし？　さ、それじゃ私たちの家に帰りましょ」

「ちょ、ちょっと待ってください。そういう誤解を招くような言い方は……」

　俺は慌あわてて、シノさんに言いい募つのった。

　味方してくれるのではなかったのか。場を収めるどころか、これでは余計に荒あら立だてるようなものではないか……。

　しかしシノさんは俺の腕に自分の腕を絡からめ、挑ちよう戦せん的てきな目を宮本に向けた。

「……どなたか知りませんけど、人の彼氏にちょっかいかけないでくれます？」

「なんらとお！　あんたこそいきなり出てきてなんら！」

　宮本は宮本で、充じゆう血けつした目でシノさんを睨にらむ──と、その目が突然丸くなった。

「あれえ、なんでここに篠しの塚づかさんがいるのお……？」

「篠塚さん……？」

「あなた、篠塚さんよね？　インターンでうちの会社に来てたれしょ？」

「え」

　驚おどろいてシノさんの方を見る。すると、彼女は何度か目を泳がせたあと、居直るようにして口を開いた。

「ち、違ちがいますけど？　誰か他の人と勘かん違ちがいしてるんじゃないですか？」

「噓うそ、ろう見ても篠塚さんじゃない！　でも、ずいぶんイメチェンしたのねぇ。前は分厚い眼鏡をかけてたしぃ、髪もいまみたいな派手な色じゃなかったのにぃ……」

「そ、そんな人のことなんて知りませんから！　言いがかりはやめてください！」

　シノさんは気まずそうに言い放ち、それから俺の方をキッと睨にらんだ。

「もう、早くタクシー呼んで！　こんなところでべろべろに酔よった人と話してても時間の無む駄だだわ！」

「うーん、おかしいのら。なんでこんにゃところに篠塚さんがいるのら……」

　変な言葉を発しながら、宮本は俺に身体を預け、カクリと首を落とす。

「おーい、こんなとこで寝るなよ」

「ね、寝かせてればいいでしょ……静かにしてもらってた方がまだマシだわ……」

　冷ひや汗あせを拭ぬぐいながら、シノさんはそんなことを言った。
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　タクシーに乗せても宮本はしゃんとしなかったため、結局俺とシノさんの二人で彼女を家まで送り届けることにした。

　このご時世だし、万が一ということもある。

　道中、宮本の目が覚めたときにシノさんがいるとまたまずいことになりそうなので、猫になってカバンに入っていてもらえないかとダメ元で提案したところ、意外にも彼女はほとんど抵てい抗こうせずにそれを了りよう承しようしてくれた。

　しかし変身する前、シノさんはちらりと俺の方を一いち瞥べつして言った。

「……わかってると思うけど」

「何です？」

「女の人の部屋に行くからって、変なことしちゃダメよ」

「当たり前ですよ。シノさんのときも俺は何もしなかったでしょう」

「……そう言えばそうだったわね……」




　宮本のアパートは、いつも彼女が下りる駅からそう遠くない場所にあった。

「ほら着いたぞ。寝るなら家の中でゆっくり寝ろよ」

「うーん」

　俺は部屋の前で宮本と別れるつもりだったが、彼女はただ鍵かぎを渡してくるだけで、ドアを開けようとしない。

　仕方なく俺はその鍵かぎでドアを開け、彼女を部屋の中まで連れて行った。

「俺はもう帰るけど、ちゃんと鍵かぎかけろよ。あと、雨で身体濡ぬれてると思うから、着き替がえてから寝るんだぞ」

「あはは、堂道さん、お母さんみたい～」

「風邪かぜひいても知らないぞ。体調不良になって仕事ができなくなったら、結局困るのは自分なんだからな」

「水～水ください～……」

　俺の話を聞いているのかいないのか、宮本はゾンビのようにそう呻うめいた。

　仕方なく俺は勝手のわからない部屋のキッチンに向かい、コップに水を注いできて彼女に渡してやった。

「ほら、こぼすなよ」

「飲ませて～」

「わがまま言うな」

「やだ！　飲ませてくれないと飲まないもん！」

　ええ……。子どものように駄だ々だをこねる後こう輩はいに俺が軽く引いていると、カバンの中がもぞもぞ動くのがわかった。

　ひょっとしたら、シノさんは職しよく業ぎよう柄がらこういう甘えてくる相手を見ると、いても立ってもいられないのかもしれない。

　ただ、いまこの厄やつ介かいなやつを相手取っているのは俺である。溜ため息いき交じりに、宮本の口元にコップを近づけた。

「……ほら、ゆっくり飲めよ」

「うーん」

　ゴクゴクと喉のどを鳴らして、宮本は水を飲んでいく。

　しばらくすると、彼女はコップを俺の手から受け取って自分で飲み始めた。

「はー、ちょっと落ち着きました……」

　水を飲み干してから、少しの間宮本は虚こ空くうを眺ながめていた。それからいきなりハッと息をのむと、虚うつろだった目がしっかりしてくる。

「あ、あれ……ここは……？」

　彼女はきょろきょろと周りを見回した。まるで、ようやくこの場所が自分の部屋だと気づいたと言わんばかりの様子である。

「な、なんで堂道さんが私の部屋にいるんですか……？」

　宮本は俺を見ると、酒で赤い顔をさらに真っ赤にした。

「お前がへべれけになったから、ここまで送ってきたんだよ」

　よかった。やっとまともな会話が可能になったっぽい。

「送おくり狼おおかみですか？」

　いや、まだ大丈夫じゃなかった。

「そんなわけないだろ」

「冗じよう談だんですって。私は堂道さんを信用してますから……」

　眉まゆをひそめる俺を前にして、宮本は頭を手で押さえてブツブツ呟つぶやきだす。

「あれー……？　猫ＢＡＲで猫と戯たわむれてるとこまでは覚えてるんですけど……」

　逆に、そこまでしか記き憶おくがないのか。重じゆう症しようだろ、君。

「お前、酔ようと結構面めん倒どうくさいぞ。今後自重しろよ」

「わ、私、ひょっとして変なこと言ってました？」

　宮本の顔は、依い然ぜんとして真っ赤だった。

「あれなんですよ！　私、酒を吞のむとあることないこと言っちゃうみたいで……堂道さんにも失礼なこと言っちゃったかもしれません！」

「いや、別に変なことは言ってなかったよ。何だかんだ、俺も楽しかったし」

　覚えていないのなら、彼女の不ふ名めい誉よな発言を蒸むし返かえす必要もないだろうと思って、当あたり障さわりのないことを言っておく。

「た、楽しかった……？　そ、そうですか……」

　宮本ははにかむようにもじもじして、身を小さくする。

　ちゃんと意思疎そ通つうができるようになったと思ったので、先ほどと同じ注意をしてから帰ることにした。鍵かぎをかけて、着き替がえてから寝るようにと。

「はい……ほ、ほんと、ご迷めい惑わくをおかけしました……」

「そう言えば宮本、帰りに珍めずらしい人と会ったけど、それも覚えてない？」

　玄げん関かんで靴くつを履はきながら、俺は何気なさを装よそおって訊たずねた。

「珍めずらしい人？　誰ですか？」

「いや、覚えてないならいいんだ」

「何ですそれ、気になるじゃないですか」

「退職者みたいなもんかな。昔うちで働いてたけど、いまは無関係というか」

「そんなの、いっぱいるでしょ。うちブラックだし」

「そうだな……変なこと訊きいて悪かった。それじゃ」

　話を切り上げ、俺が外に出ようとすると、宮本が背中越しに声をかけてきた。

「そ、その……もう遅いですし、うちに泊とまって行ってもらってもいいですよ……？」

「いや、それは悪いよ」

「よ、よく母が泊とまりにくるんです！　だから来客用の布ふ団とんもあって！　その、変な意味じゃなくって……」

　宮本は真っ赤な顔で、しどろもどろになりながら言う。

「大丈夫、大丈夫、もうすぐ始発出ると思うし。気を遣わせて悪いな」

　ガチャッとドアを開いて外に出た。雨はまだ降り続いていた。

「それじゃ、宮本。また月曜、会社でな」

「……はい」

「おやすみ。風邪かぜひくなよ」

　すると少し間を取ってから、宮本は意を決したような顔で口を開いた。

「あ、あの、堂道さん。今度は気をつけますから、また吞のみに行きましょうね……？」

「え？　ああ、うん。わかった」

「あ、ありがとうございます。それじゃ、その、お休みなさい……」

　流石さすがに疲つかれすぎているのか、彼女はずいぶんとしおらしい様子だった。




　宮本のアパートを離はなれてから、俺は雨降りの中、近くのコンビニまで走った。

　ビニール傘がさを買って外に出たとき、そこにシノさんが立っているのがわかって、あれっとなる。

　見ると、カバンのファスナーがまた開きっぱなしになっている。

「窮きゆう屈くつかもしれませんけど、カバンの中にいた方がいいですよ。外にいると濡ぬれちゃうんで」

「私は別に、ちょっと身体を冷やしたくらいじゃ風邪かぜなんかひかないわ」

　シノさんはツンとそう言ってから、俺のさす傘かさの中に入ってくる。そして、ぴったりと身体をくっつけてきた。

「あんたこそ、身体が冷え切ってるじゃない。少しでもあっためないと」

「そんなにくっついたら歩きづらいですよ」

「シノゴノ言わないの。で、これどこに向かってるの？」

「駅です。もうすぐ始発出る時間ですから」

　それからしばらく俺もシノさんも何も言わず、ただ雨の音だけが響ひびいていた。

「あの、宮本の言ってたインターンの話ですけど」

　俺は、さもいま思いだしたかのように切りだした。

「……うん」

「篠塚さんですか。そう言えば、彼女はそんな名前だった気がします」

「う、うるさいわね！　別にいいでしょ！」

　顔を赤くして、ごにょごにょ口ごもるシノさん。

「はあ、シノさんが俺の身辺調査で取った方法って、かなり力ちから技わざだったんですね」

「……しょうがないじゃない。そうしないと情報なんて集められないんだし」

「まったく気がつきませんでしたよ。髪色を変えるだけで、人の印象ってずいぶんと変わるものなんですねえ」

「……あんたが仕事以外のことに興味ないってだけでしょ」

　まあ、それは否定できない。俺は小さく咳せき払ばらいしてから、

「でも、よくインターンとか言って潜もぐりこめましたね。シノさんって、日本の大学に属してたわけでもないんですよね？」

「悪魔にも悪魔の伝つ手てがあるのよ。そういう、こっちの世界と悪魔の世界との取引は淫いん魔まが得意だから、そいつらに頼たのむ感じかしら」

「へえ、淫いん魔まとかいるんですか」

「いるわよ。でも、あんたみたいな人間には一番縁えん遠どおい悪魔よね」

「縁えん遠どおいって、どういう意味です」

「そのまんまの意味よ。枯かれてるって言うか」

　シノさんは呆あきれ顔がおでそう言った。

「……なんだか、自分が馬ば鹿かみたい。心配して損したわ。ついさっきのやりとりだって、逆に宮本さんがかわいそうになるくらいだったし」

「宮本のどこがかわいそうだって言うんです。あいつはあいつなりに、毎日頑がん張ばって生きてるんですよ」

「そういう意味じゃないわよ。でもまあ、そんな反応をしてるうちは、どんな意味かなんて一生わからないんじゃないかしら」

　シノさんはどこか棘とげのある言い方をした。不ふ機き嫌げんなのは明らかだったが、彼女が何を怒おこっているのかがわからず困こん惑わくする。

「……あんたってもうこの先、誰かを好きになることないの？　自分でどう思う？」

　いきなり、シノさんがぽつりとそう言った。

「何の話をしているんです」

「……私はずっとそういう話をしてるつもりだけど」

「ずっと？　そうだったんですか？」

「そうよ。宮本さんも猫ＢＡＲで言ってたわよね。いま好きじゃなくても、付き合ってみたら案外好きになるかもって。拓務はそういうのって、自分に起こり得ると思う？」

「わかりませんよ、先のことなんて。ただ……」

「ただ？」

　訊きき返かえしながら、シノさんはちらりと俺の方を見る。

「シノさんも言ってたじゃないですか。俺が超ちようポジティブ人間だって。なら、付き合ってる人を好きになることもあるんじゃないですか。その人といる時間が多くなるわけですから、好きになった方がいいっていう、例の理論で」

「まるで他人ひと事ごとみたいな言い方ね」

「そりゃ、俺も俺のことよくわかんないですからね。そもそも自分のこと、ちゃんとわかってる人間なんてほとんどいないでしょう」

「……それは……そうかもね」

　そう言って、シノさんは小さく笑った。

　彼女が機き嫌げんを直してくれたと思って、ほっと安あん堵どの息を吐つく。

「これ、宮本と付き合えとか、そういう話ですか？」

「──は？　なんでそうなるのよ」

　途と端たんにシノさんがきゅっと眉まゆを吊つり上あげて、俺はまた慌あわてた。

「え、だって話の流れ的に……」

「何をどう考えたらそうなるのよ！　ああ、もう！」

　シノさんは頭を乱暴にかきむしり、ヒステリックに叫さけんだ。

「とっとと帰るわよ！　ほんとに風邪かぜひいちゃうわよ、あんた！」





７






　体調に異変を感じたのは、翌日というか土曜日の夕方だった。

　寝たのが朝になってからだったので、目が覚めたのが昼の一時ごろ。それから持ち帰りの仕事を片付け、シノさんと一緒に夕食の買い物に行った帰り、喉のどがいがらっぽく感じた。

　そのときは久しぶりに酒を吞のんで、喉のどが酒焼けしたくらいにしか思わなかったが、さらにその翌日の日曜日には、喉のどの違い和わ感かんはいっそうひどくなった。

　痛みを覚え、鏡で喉のどの奥を見ると腫はれている。ただ、このくらいのことはこれまで何度もあったので、俺はそのことを特に大事と思わなかった。




　……しかし休日明けの月曜日、布ふ団とんで目を覚ますと身体が異常なほどだるくて、俺は思わず顔をしかめてしまった。

　無理やり上体を起こしたものの、頭がふらふらする。全体的に熱っぽく、身体の節々に痛みを感じた。

　俺が起きたのに気がついたのか、キッチンからシノさんが声をかけてきた。

「あら、起きた？　おはよ、拓務」

「……おはようございます」

　俺のしわがれ声を聞いて、シノさんは眉まゆを寄せた。

「何その声──って、大丈夫？　顔真っ赤よ」

「……何てことだ、風邪かぜをひいてしまったかもしれません」

　絶望的な気分になりながら額に手をやる。

「うーん、熱はないようですが」

「な、何とぼけたこと言ってるのよ！　手も熱を持ってたら、額が熱いかどうかもわからないでしょ！」

　シノさんは慌あわてて布ふ団とんのそばに腰を下ろし、俺の額に手を当てた。

　途と端たんに、ひんやりと心地ここちよい感覚が伝わってくる。

「ひ、ひどい熱だわ……大変！」

「やはりこの間の雨がよくなかったですかねえ……」

　そのときシノさんが肩かたをやんわりと押してきて、俺はまた布ふ団とんに横になった。

「寝てないとダメ」

「何を言ってるんですか。仕事に行かないと」

「今日はゆっくりしないとダメよ。無理していい熱じゃないわ」

「……？　今日は平日ですよ？　シノさん、今日を休日と勘かん違ちがいしてないですか」

「あんたのそういう反応、ときどきゾッとするからほんとにやめてくれない？」

　シノさんは溜ため息交じりにそう言った。

「朝ご飯は食べやすいものに変えるわ。ちょっと待ってて」

　彼女がキッチンに戻もどったのを見て、俺は即そく座ざに布ふ団とんから抜ぬけだした。しかし両足で床ゆかを踏ふみしめた瞬しゆん間かん、眩暈めまいに襲おそわれて片かた膝ひざをつく。

「な、何っ──!?」

「何やってるのよ、ばか！　寝てないとダメって言ってるでしょ！」

　猛もう然ぜんとシノさんが戻もどってきて、俺を布ふ団とんの中に押し込む。

「私は別にあんたに仕事させたくなくて、こういうこと言ってるんじゃないのよ！　体調が悪いときに無理して、取り返しのつかないことになったらどうするの！」

「ははは、たかが風邪かぜで大げさな」

「あんたこの間言ってたわよね？　自分のこと、ちゃんとわかってる人間なんてほとんどいないって。いまのあんたがまさにそれだわ。どれだけ大変な状態かわかってない」

　シノさんはどこからか体温計を取り出し、熱を測るように促うながしてくる。

「……さっき触さわった感じじゃ、三十八度七分あったわ」

　ピピピッと音が鳴り、測定の終わった体温計を取りだして見ると、三十八度七分だった。

「……」

「ほら言ったじゃない」

「な、なんで一分の違ちがいもなくわかったんです」

「一流のアマヤカシストが、人の体温くらいすぐチェックできないでどうするの」

　そういうものなのか。

　アマヤカシストなる謎なぞの概がい念ねんを、初めてすごいと思ってしまった。

「数字で見て、自分がどういう状態かわかった？　そんなに熱があるのに、会社に行っても役に立つどころか足を引っ張るだけだわ。倒れて介かい抱ほうされることになったらどうするの？　救急車を呼ばないといけない事態になったら？」

「むむむ」

「マナの真似まねしないで。今日会社に行くなんて無理よ」

「し、しかし」

「──ストップ。一歩でも布ふ団とんから出たら、私がすぐに会社に欠勤の連絡を入れるわよ？　でも大人しくしてたら、始業三十分前に自分で入れさせてあげる」

「結局、欠勤するんじゃないですか！」

「どっちがいいの？　女から電話がかかってきたら、きっと会社で変な噂うわさが立つわよ」

　枕まくら元もとから俺の携けい帯たいを取り上げ、有う無むを言わせぬ勢いで迫せまってくるシノさん。

「……大人しくしてます」

「それでいいのよ。大丈夫、今日一日で万全の体調に戻もどるようにしてあげるから」

　年下の少女に優やさしく頭を撫なでられ、バツの悪い思いをする。

「……情けないことこの上ないですね。後こう輩はいに風邪かぜひくなとか言ってて、自分が風邪かぜひいてたら世話ないです」

「拓務はあの人の面めん倒どうを見過ぎただけでしょ？　猫ＢＡＲですぐ別れて帰ってたら、きっとこんな風にはなってなかったわ」

「じゃあシノさんも俺の面めん倒どうばかり見てたら、体調崩くずすかもしれませんね」

「拓務の面めん倒どうを見るのが、私の役割だから。それに悪魔はそんなにやわな身体をしてないから平気よ」

　俺が大人しくなったのがそこまで嬉うれしいのか、シノさんはこれまで見せたことがないくらいのにこにこ顔だった。

「何でも言ってね、拓務。今日はいっぱい甘やかしてあげる」

「……俺が動けないからって」

「動けないからよ。たまには素す直なおに私に甘えるの。わかった？」

　俺はぶすっとしたまま返事をせずにいたものの、シノさんはそれを気にした様子もなく、むしろ満足げな顔で立ち上がった。

「おかゆ作ってあげるわ。栄養満点なやつをね」





※






　その後、俺はシノさんに仕事道具のノートパソコンを取り上げられてしまい、打つ手もないままおとなしく布ふ団とんの中で過ごす羽目になった。

　リンゴに始まり、昼ご飯に作ってくれた野菜の卵とじを食べる際にも、彼女は決して箸はしを渡してくれなかった。

「はい、あーん」

「せめて自分で食べさせてください……」

「ダメ。はい、あーん」

　しぶしぶ口を開いて料理を運んでもらい、咀そ嚼しやくして飲み込む。

　味は申し分ない。が、その度に自分の誇ほこりというか、何かそういう大事なものが削けずられているように感じる。

「……すばらしい働きぶりですね。シノさんほど見事な労働者は見たことがありません」

「はいはい、それでいいから」

　せめてもと繰くりだした嫌いや味みにも、シノさんは慣れ始めているようだった。

　俺が食事を食べ終わると、彼女は満足そうに濡ぬれタオルを取りだし、俺の額の汗あせを拭ふいてくれた。

「……嬉うれしそうですね」

「えー、そう見える？」

　あくまで、にこにこ顔を崩くずさないシノさん。こっちは仕事ができないというのに、自分だけずるい。

「……いまのシノさんの胸を占しめる感情こそ、勤労の喜びですよ。俺の担当から外れれば、それをいくらでも得られると思いますけどね」

「でも、現に私の担当は拓務だし。そういう仮定は無意味だわ」

「一ついいですか。この質問、何度目かになりますけど」

「ん、なーに？」

「──なんで俺なんです？」

　何気なくそう訊たずねると、シノさんはどこか居い心ごこ地ち悪そうにそわそわしながら、ツインテールの片方をいじりだした。

「……あんた、いっつも定時になると私から仕事を取り上げて、帰るように言ったでしょ」

　シノさんが急にそんなことを言いだし、俺はわけもわからず眉まゆをひそめた。

「いきなり何の話です？」

「インターンの篠塚さんの話」

「ああ、インターンの」

「あのときに……その……拓務に決めたっていうか……」

　言いながら、彼女は目を逸そらした。

「……そんなことで俺に？」

「うん」

「ある程度こうして俺と接したいまなら、シノさんにもわかるでしょう。俺は誰かを助けようとしていたんじゃなくて、他の人の仕事が欲しくてそう言ってただけですよ」

「それはそうでしょうね。でも最初は、私に気があるのかとも思って……」

「気がある？」

「毎日あんな露ろ骨こつに手を貸そうとしてきたら、そういう風に思われても仕方ないんじゃない？」

　シノさんは頰ほおを染め、少しこちらを糾きゆう弾だんするようにそう言った。

「ああ、勘かん違ちがいさせてしまったらすみません。誓ちかって、違ちがいます」

「そんなことはわかってるわよ！　私だって、この人は仕事が欲しくてやってるだけだって思ったわ。これはきっと、度の過ぎたワーカホリックに違ちがいないって……」

　そこまで言って、シノさんはまたそわそわと髪の毛をいじった。

「でも、それを確かめないといけない、とも思って……」

「確かめる？　俺がワーカホリックってことをですか？」

「あ、安心するためよ！　あんたがワーカホリックなら、別に私に好意があったわけじゃないってわかるわけだし？　怠たい惰ださまの悪魔として、私は恋愛なんてやってる暇ひまなんてないわけだし……？　その、誰かに好きになられても困るし……」

「話が見えませんねえ」

「つ、つまり、どっちみち私はあんたを担当として選ぶ必要があったってことよ！」

　シノさんは誤ご魔ま化かすようにして、横になる俺をビシリと指差した。

「もし本当にワーカホリックなら、怠たい惰ださまのため、これ以上の狼ろう藉ぜきを許すことはできないわ！　逆に、もし私のことが好きだったら……その……い、いいように心を弄もてあそんで、怠たい惰だにしてやればいいだけだし！」

「玄げん関かんの前で会ったとき、俺はシノさんのこと初対面だと思いましたよね」

「そうね。あの瞬しゆん間かん、あんたがワーカホリックの方だって確信したわ。私に気があったら、髪型とかちょっとした印象を変えただけで……見み間ま違ちがえるわけないもん……」

　後半にいくにつれ、シノさんは気落ちしたように勢いを失っていった。

　それを見て、彼女が何をこんなにしょんぼりすることがあるのだ、と困こん惑わくしてしまう。

「ひょっとして俺、シノさんと会ったとき、インターンの彼女だって気づくべきでしたか」

「──はあ!?　な、何でよ！」

「いや、だってその方がよかった、みたいな顔をいまシノさんがしているから」

「し、してないわよ！　私はそんな恋愛脳じゃないわ！　あくまでも自分の責任とプライベートは、わけて考えられるタイプだから！」

　しどろもどろになりながら言われても、あまり説得力がない気がした。

　そのとき俺は、シノさんが以前、あまり恋愛経験に恵めぐまれていないことを匂におわせた一件を思いだした。

　思えば、彼女も若い女性である。将来を有望視されているエリートとはいえ、仕事にかこつけて恋愛ごっこの一つや二つをやってみたかったのではないか。

「改めて申し訳ないですねえ、俺がこんな人間で」

　気づいたとき、俺は彼女に詫わびを入れていた。

「……こんな人間って、どんな人間よ」

「恋愛とは真逆にいる人間っていうか」

「──だから、別に私はそういうことを求めてるわけじゃないの！」

　またシノさんは真っ赤になって大声を出す。

「怠たい惰だの悪魔と担当者がそういう関係になりやすい、とか！　結婚して子どもまで作る悪魔の数が年々増えてる、とか！　そういうことはあくまでデータに過ぎないのであって……私には関係ないことなの！」

「え、それ初耳ですけど」

　マジか、と驚きよう嘆たんする。まあでも、人間を果てしなく堕だ落らくさせるという彼女たちの性質上、そうなっても不思議ではないのかもしれない。

「い、言っとくけど……私は拓務のこと、そういう風に見てないから……」

「シノさんの与えられた役割からすれば、それが正しい態度ですよ。やっぱり、仕事に私事を持ち込むのはよくないですからね」

　うむうむと頷うなずく。

「……もちろん、あんたがどうしてもっていうなら話は別だけどね……？」

「いえ、俺の方を心配してもらう必要はありませんよ。大丈夫です」

　俺がノータイムで返した言葉を聞いて、シノさんは途と端たんにむすっとした膨ふくれっ面つらになった。そしてその瞳ひとみに、意地というか向こう意気というか、どこか挑ちよう戦せん的てきな光が灯ともった気がした。

「……そろそろ肌はだ着ぎを換かえた方がいいわね。身体起こせる？」

　急に作り物じみた微笑ほほえみを浮かべ、彼女はそんなことを言いだす。

「え、起きていいんですか」

「一時的によ。着き替がえたらまた寝るの」

　シノさんに大げなほど丁てい寧ねいに支えられながら、俺は上体を起こした。

「はい、ばんざいして。ばんざーい」

「ちょっと。俺は子どもじゃないんですよ」

「いいからばんざいしなさい」

　抵てい抗こうしてやろうと思って、自分でスウェットと肌はだ着ぎを脱ぬぐ。シノさんは一いつ瞬しゆん不服そうに唇くちびるを尖とがらせたが、すぐにまた悠ゆう然ぜんと微笑ほほえみを浮かべると、濡ぬれタオルで俺の身体を拭ふき始はじめた。

「……もし私が体調を崩くずしたら、拓務は同じことしてくれる？」

　耳元で甘い声が響ひびき、もともとふらふらする頭が、いっそうふらつくのを感じた。

「シノさんはそんなに軟なん弱じやくじゃないんでしょう……」

「誰かからもっと直接的に風邪かぜをもらったら、わからないわ。ねえ、拓務……人にうつすと風邪かぜはよくなるっていうし、私にうつしてみる？」

「うつす……？　どうやって」

　狼狽うろたえる俺の顔を、シノさんがじっと覗のぞき込こんできた。あまりに彼女の顔が近く、お互たがいの息づかいすら聞こえてしまうのではないかと思った。

　甘い香かおりがして、目の前にピンク色の霞かすみがかかったような感覚に襲おそわれる。

　上気した頰ほおと、とろんと潤うるんだ瞳ひとみ。いまほんの鼻先にいる彼女には、この世のものとは思えない、まさに悪魔的な美しさがある……。

　一いつ瞬しゆん、なぜ自分はこれほどの美しさに抵てい抗こうしているのだろう、という気分になった。彼女の方にはとっくに準備ができていて、あとは俺がちょっとした意地を捨てるだけ……。

　そのままシノさんは目を閉じて、顔を近づけてくる。
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「ちょ、ちょっとシノさん……冗じよう談だんにしては……」

「別に意識することじゃないでしょ……？　拓務は恋愛とは真逆にいるらしいから……」

　何が起きているのかわからず、俺は驚おどろきで身体を硬こう直ちよくさせた。

　そして、お互たがいの唇くちびるが触ふれてしまいそうになったとき、




「──あー！　何してるんだ二人で！」




　マナの声が響ひびいて、俺はハッと息を吞のんだ。シノさんも慌あわてて俺から離はなれ、何もなかったことをアピールするように手を振ふる。

　……が、あまりにも見られた状況が悪すぎた。俺は半はん裸らであり、しかもシノさんはそんな俺に抱だきつくように手を回していた。変な誤解をされてもおかしくはない。

「ま、マナ!?　い、いまのは違ちがうのよ！」

「察するにそいつが風邪かぜをひいて看病してたってとこか」

　何でそんなに察しがいいのだ。

　誤解しそうな場面を一いつ瞬しゆんで正しく理解したマナは、うむうむ、とひとしきり頷うなずいた。

「私も風邪かぜをひいたとき、シノ姉に身体を拭ふいてもらったからな」

「そ、そうなのよ！　拓務が体調崩くずしちゃって、大変なんだから！」

「今日は月曜日だもんな。へー、じゃあ仕事さぼったんだ」

　俺の近くに来ると、マナはニヤリと笑った。

「……実に遺い憾かんですが、今日は断腸の思いで欠勤することにしました」

「さぼるの最高だろー、これからはどんどんさぼるといいぞ」

　そう言って、マナはポケットから飴あめを取りだして自分の口に放り込んだ。「んー」と言いながら、おいしそうに口の中で転がす。

「いえ、こんなことは今日限りです。明日には元気になりますから」

「えー、もったいない。病気なら堂々と休めるのに」

「大人はそういうわけにはいかないんですよ」

　すると、マナは今度シノさんの方を向いた。

「ねえ、シノ姉。こいつの病気引き延ばしたら？　そうしたら仕事に行けなくなるわけだし」

「はあ？」

「人の勤労意欲を削そぐのが悪魔なら、それも一つの方法だろ。現に、そういうやり方の悪魔もいるって聞いたぞ」

「そうなんですか？」

　驚おどろいた俺がシノさんに訊きくと、彼女はポカンと口を開けたまま固まっていた。意表を突かれたと言わんばかりである。

「引き延ばす？　病気を……？」

「うん、シノ姉がやろうと思えば簡単だろ」

「あ、あー……そうね？　確かに、それも一つの方法だと思うわ……」

　なぜか、シノさんはごにょごにょと言いい淀よどみ、すっと目を泳がせた。

「一つの方法って……シノさん、まさかさっきの料理に何か変なものを混ぜたんじゃ……」

「ま、混ぜてないわよ！　そんなことするわけないでしょ！」

「なんでしないんだ？」

　身の潔白を主張するシノさんに、マナが小首を傾かしげて訊たずねる。

「そうした方が怠たい惰ださまもきっと喜ぶぞ。もともと、シノ姉はこいつの勤労意欲を削そぐためにきてるわけだし」

「それは、その……そうだけど……」

　シノさんはずいぶんと歯切れが悪かった。ツインテールの片方をいじりながら、気まずそうに頰ほおを赤くしている。

　そのとき、俺は先ほどのシノさんの言葉を思いだしていた。




　──私は別にあんたに仕事させたくなくて、こういうこと言ってるんじゃないのよ！　体調が悪いときに無理して、取り返しのつかないことになったらどうするの……。




　シノさんの役目は、すごく大おお雑ざつ把ぱに言えば俺に仕事させないことだ。にもかかわらず、彼女の先ほどの言葉には、自身のそんな役目を二の次と捉とらえているような節がある。

　また、俺にとっては困ることこの上ないが、マナのいまの言い分ももっともであって、体調不良の状態を引き延ばされると俺は仕事に行くことができない。

　にもかかわらず、シノさんはなぜその方法を躊ちゆう躇ちよしているのか。

　考えてもわからず、俺は彼女の言葉を待った。

「……だって、そんなことしたら拓務に嫌きらわれちゃうかもしれないし……」

「はあ？」

「はあ？」

　俺とマナが同時に素すっ頓とん狂きような声を出すと、シノさんはまたわたわたと慌あわてだした。

「──じゃなくてえ！　人に苦痛を与えて役割を果たす悪魔なんて、二流がいいところなのよ！　私は誇ほこり高たかき一流のアマヤカシストなんだから、甘やかすからにはその人に幸福でいてもらわないと困るのお！」

「なんかそれ、取ってつけたような理由に聞こえるぞ」

「う、うるさいわね！　あんたは黙だまってなさい！」

　シノさんは怒いかりの形ぎよう相そうでマナに詰つめ寄より、頰ほおをこねくり回す。

「あえー！　シノ姉許してえええ！」

「正々堂々こそが、私の選んだ甘やかし道なのよ！　体調不良につけこむような卑ひ怯きような真似まねはしないわ！」

「そんな道、初めて聞いたぞ…………あえー!!」

　異を唱えたマナが、さらに大きな悲鳴を上げる。有う無むを言わせぬ鉄てつ拳けん制裁だった。

「──だから、拓務！」

　と、いきなり彼女が怒いかりの矛ほこ先さきをこちらに向けてきて面めん食くらう。

「……え、なんです」

「あんたも、正々堂々私に甘えるの！　いいわね!?」

「正々堂々……？　甘え方に卑ひ怯きようなやり方とかあるんですか……？」

「うるさいうるさい！」

　シノさんは顔を真っ赤にしたまま、ヒステリックに叫さけんだ。

「シノゴノ言わずに、あんたは私に甘えてればいーの！」
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　翌日、俺の風邪かぜはすっかりよくなった。

　病み上がりということで、シノさんは俺に大事を取らせたかったようだが、流石さすがに付き合いもそれなりになってくるとこちらの性しよう分ぶんをわかってくれているらしく、会社に行くのを無理やり止めるようなことはなかった。

「ありがとうございます。これも全て、シノさんが付きっきりで看病してくれたおかげですね」

　休日を挟はさんで三日ぶりのネクタイを締しめながら、俺は朗ほがらかにそう言った。ちなみにどうでもいいが、マナはネクタイを「労働者の首輪」と呼んで嫌きらう。

「それが私の役目だから」

　と、シノさんはツンとすました様子で、スーツの上着を渡してくる。

　そんな彼女を見て、俺は胸中で彼女への感謝の念が膨ふくれ上あがるのを感じた。同時に、昨日やり込められたことへの仕返しをしてやりたい、という反骨心も。

　そう……あの瞬しゆん間かん、俺はほとんどシノさんに屈くつしてしまっていたのではないか。そんなことはない、と、自分をもう一度鼓こ舞ぶしなければならない。

「……昨日の話が途と中ちゆうでしたけど、シノさんがもし体調を崩くずすようなことがあったら、今度は俺が看病します。シノさんほど上手くはできないでしょうけど」

「……え」

「何です、その表情」

「いや、変なことを言うなって思って。もし平日だったらどうするのよ」

「もちろん、会社を休みます」

　俺が即そく答とうすると、シノさんは訝いぶかしげにジロジロと見つめてくる。

「……あんた、まだ熱があるんじゃないの？」

「そこまで言われるほどのことですか」

「だ、だって、仕事が何よりも好きなあんたが会社を休むとか言うから……」

「シノさんがきてくれてから、毎日が楽しいです。仕事もそうですし、仕事以外も」

「そ、そう？　それはいいことだわ……」

　シノさんは居い心ごこ地ち悪そうに目を逸そらした。そして、そわそわと髪をいじりだす。

「も、もちろん私くらいの悪魔がきてあげてるんだから、当然なんだけど？」

「もし俺が仕事よりもシノさんに夢中になるようなことがあったら、そのときは責任取ってくださいね」

　すると、シノさんはカッと顔を赤く染めた。

「せ、責任って……それはつまり……」

　あまり悪戯いたずらし過ぎると、そのあとの反動が怖こわい。頃ころ合あいだと思って、俺はそろそろネタばらし感覚で「冗じよう談だんです」と言おうと口を開いた。

「ダメ。そ、それ以上言わないで……」

　しかし、シノさんが手で俺の口を塞ふさいで発言を遮さえぎる。

「む、むぐっ」

「わかったわ、約束してあげる。もし拓務が私のことを、その……一番に思うようになったら……責任を持って甘やかしてあげるって」

　言いながら、シノさんはおずおずと身体を寄せてくる。

「仕事なんかより、私の方が何倍も拓務を幸せにしてあげるわ。怠たい惰だの悪魔として、すべてをあなたに捧ささげるから」

　あまりにも真しん剣けんな目をするシノさんを見て、俺はネタばらしのタイミングを逸いつしてしまったことを悟さとった。

「だから、早く私を拓務の一番にして……」

「こ、こんなことをしていると遅ち刻こくしてしまいますね……！　この話はまた帰ってから！」

　慌あわてた俺は、やんわりとシノさんを引きはがし、大おお股またで玄げん関かんに向かった。

　いけないいけない。あのままでは、本当に仕事に行く気力をなくされてしまいそうだった。

　やはり彼女は怠たい惰だの悪魔！

　人の勤労意欲を削そぎ落おとすことが仕事なのであり、俺の仕事と彼女の仕事はゼロサムゲームの関係にある。

　そう思いながら、ちらりとシノさんの方を振ふり返かえる。彼女はどこか心ここにあらずといった表情のまま、俺の方を見つめている。

「や、やりますね、シノさん……お互たがい、己おのれの仕事に忠実でありましょう。では、行ってきます……」

　俺は、絡からみついてくるような誘ゆう惑わくを振ふり切きって部屋を出た。

　その日は快晴だった。

　久しぶりの出勤にはもってこいの日である。

　しかし、心のどこかで「早く帰りたい」──と、そんな風に考えている自分がいて、俺は思わず渋じゆう面めんを作った。







　あとがき




　お世話になっております。旭あさひ蓑みの雄おです。

　前作『はじらいサキュバスがドヤ顔かわいい。』の後を受け、ノンストレス系ラブコメ作品の続投が決定しました。

　えぐいファンタジーとかＳＦ系作品にしようかなとも思ったのですが、ラブコメはいましか書けない気がしたのでラブコメです。旬の時期に採れたイキのいいラブコメをお届けしたい一心で書きました。




　噓うそです。




　周りの友人が身を固め始め、なかなか遊んでもらえなくなっていく中、さびしさだけが雪のように心の中に降り積もる平成最後の冬。




私「こ、このままでは死んでしまふ……」

担「いいから次のやつのプロット書いて」

私「は？　いまのメンタルじゃ超甘やかしてくれるヒロインしか書けないんですけど？　『おかえり♥』って言ってくれて、いつでも膝枕してくれる子」

担「えっ、何それは……」

私「大鑑巨砲主義でこっちのさびしさとストレスを殲せん滅めつしてくる金髪のツインテール」

担「……」

私「金髪のツインテール」




　こうして、本作は誕生しました。突発的な種の変異と環境による取捨選択という正しい進化のかたちです。

　表紙を見ていただければ共感いただけると思いますが、なたーしゃ先生の描く金髪ツインテール最高だと思いませんか？　「建前：作中、主人公が膝枕してもらうので、ふとももはムッチリさせてください。（本音：ふとももがムッチリしてた方がいいに決まってるので、ふとももはムッチリさせてください）」という、こちらのキモさ全振りな注文もうまく落とし込まれた最高のイラストだと思います。

　超甘やかしてくれるシノさんに身も世もなく甘えたいというあなたは、是非この本を読んでみてください！




　あと、この場をお借りして前作についても言及を。

　前作『はじらいサキュバスがドヤ顔かわいい。』に関しては、どういう形でもいいので、もう少しコンテンツ展開をしようと考えております。カクヨム公式にもページを作っていただきましたし、そっちで書き続けるとか。もちろん現在進行形の作品優先とはなりますが、時間があればサキュバスの方にも何かしらの動きを作っていきたいです。ヒロインの夜美は、書いていて特別に楽しいキャラですので。




　さて本作が書籍と相成るまで、たくさんの方のお世話になりました。

　本作を担当していただきました編集部の阿あ南なんさま、清きよ瀬せさま、大おお澤さわさま。

　魅力的なイラストで作品を彩いろどっていただきました、なたーしゃさま。

　タイトルロゴや装丁を美しく仕上げていただきましたデザイン担当さま。内容や誤字脱字に目を光らせていただきました校閲さま。

　そしてKADOKAWA文芸局をはじめとする、この本の出版、宣伝、営業、販売に関わっていただきました全ての方々。本当に、ありがとうございました。

　そして何より、この本を手に取っていただきました読者の皆さまに最大級の感謝を。





令和元年　八月　旭あさひ　蓑みの雄お
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